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東京女子医科大学の目的 

 

 本学は、教育基本法および学校教育法に基づき、女子に医学の理論と実際を教授し、 

創造的な知性と豊かな人間性を備え、社会に貢献する医人を育成するとともに、深く 

学術を研究し、広く文化の発展に寄与することを目的とする。『学則第 1条』 

 

 

医学部の教育目標 

 

 将来医師が活躍しうる様々な分野で必要な基本的知識、技能および態度を身に体し、 

生涯にわたって学修しうる基礎を固める。 

 すなわち、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追求する姿勢を養い、医 

学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力お 

よび継続的に自己学修する態度を開発する。さらに、医学・医療・健康に関する諸問 

題に取り組むにあたっては、自然科学にとどまらず、心理的、社会的、論理的問題等 

も含め、包括的にかつ創造的に論理を展開でき、様々な人々と対応できる全人的医人 

としての素養を涵養する。 

 

 

東京女子医科大学医学部における 

人材の養成に関する目的・その他の教育上の目的 

 

(趣旨) 

第 1 条 本内規は、東京女子医科大学学則第 1 条第 2 項及び東京女子医科大学院学則第 1

条に基づき、人材の養成に関する目的、その他の教育研究上の目的に関して必要な事項を

定める。 

(医学部の目的) 

第 2条 医学部における人材の養成に関する目的は次のとおりとする。 

(1)「至誠と愛」を実践する女性医師および女性研究者を育成すること。 

(2) 社会を先導する医療人、そして多様なキャリア形成とライフサイクルの中で、自分を 

  磨き続けることのできる女性医師あるいは女性研究者を育成すること。 

2 医学部におけるその他教育研究上の目的は次のとおりとする。 

(1) 将来医師として自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得し、生涯にわたって学習 

を継続しうる基礎的能力を獲得すること。 

(2) 患者一人ひとりに向き合い、それぞれの悩みを解決でき、かつ医療を実践する過程で、

様々な人々と協働できる素地を獲得すること。      





 

 

等で学ぶ機会が設けられ、4 年次修了までに「医の実践力」および「慈しむ心の姿勢」の学修

を含め、医師としての基本的知識、技能、態度の修得が求められ、さらに 5年次から 6年次で

は指導者の下で診療に参画して学修する診療参加型臨床実習を行い、卒業までに医師としての

基本的診療能力を持ち、考え、行動できるように学修します。 

 

医師としての素養、国際的医療実践、組織・社会の先導力を涵養するために、選択科目、国

外での臨床実習、リーダーシップ学修の機会が提供され、学生が自分の個性を伸ばすため、医

療者の新しい役割を認識するために活用できます。 

 

セグメント、縦断的カリキュラム、テュートリアル、チーム基盤型学修、「『至誠と愛』の実

践学修」の学修成果は、それぞれの学修目標に照らして、筆記試験、レポート、技能試験、態

度・姿勢の観察評価により総合的に評価され、学年毎に定められた科目・単位の修了により、

次学年に進級します。また、各科目の評価を GPA (Grade Point Average)として評価し進級の

要件とします。さらに、共用試験として行われる 4年次の CBT (Computer Based Testing)、 

OSCE (Objective Structured Clinical Examination)、P-SAT（Problem-solving Ability Test）、

ならびに 6年次の Post-CC (Clinical Clerkship) OSCEは、進級の要件となります。進級の認

定が得られなかった場合は、翌年に限り同一学年の全必修科目を再履修し、再度評価を受けま

す。 

 

アウトカム・ロードマップの評価は、それぞれの科目試験、「『至誠と愛』の実践学修」評価、

テュートリアル・チーム基盤型学修および実習の評価、臨床実習のポートフォリオ評価等から、

関係する評価を統合して学修成果（アウトカム）に沿って評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー (入学者受入れの方針) 

 

自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得して自立し、「至誠と愛」を実践する女性医師お

よび女性研究者となるために、学修者自身が問題意識をもち、自らの力で知識と技能を発展さ

せていく教育を行います。 医師を生涯続ける意志を持ち、幅広い視野を身につけ、自ら能力を

高め、問題を解決していこうとする意欲に燃えた向学者で、以下のような人材を求めます。 

  

医学部が求める入学者像 

1.きわめて誠実で慈しむ心を持つ人  

2.礼節をわきまえ、情操豊かな人   

3.独立心に富み、自ら医師となる堅い決意を持つ人  

4.医師として活動するために適した能力を有する人 

 

本学で学修しようとする者には、本学の建学の精神と大学の理念を理解して学ぶことを求め

ます。その上で、本学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に沿って学修

して､学修成果（アウトカム）を達成し、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）

を満たし、生涯に亘り医師として、女性医療者として自立して多方面で活躍する人材を、多様

な方法により選抜します。 



 

 

一般選抜においては、高等学校等における学修成果の評価を筆記試験で、また医師となる適

性、使命感、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、そして「至誠と愛」の理念

の下に本学で学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小論文、適性試験により評価

します。 

学校推薦型選抜（一般推薦）では、高等学校等における知識・技能・態度の学修成果や医師

となる適性を高等学校の推薦書等に基づき評価し、さらに医師としての使命感、将来継続して

女性医師として社会に貢献する心構え、そして問題を発見し、学修し、解決する自ら学ぶ力、

「至誠と愛」の理念とカリキュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成す

る意思を面接、小グループ討論、小論文、思考力試験により評価します。 

入学までに期待する学修項目は、社会、医療を先導する女性医療者となる確固たる意思の醸

成、専門職に求められる自らの学修を振り返りながら新たな課題を発見し問題解決する学び方、

考え方の学修、ひと、特に病めるひとに相対する医療者が持つべき態度、心配り、倫理観を学

ぶ基盤となる、人と交わる力の醸成です。 

 

アセスメントポリシー 

 

入学時にはアドミッション・ポリシーを満たす人材か、在学中はカリキュラム・ポリシーに

則って学修が進められているか、卒業時はディプロマ・ポリシーを満たす人材となったかを以

下の基準で評価します。 

 

 入学時 在学中 卒業時 

大学 

（機関レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

休学率・退学率・学

生調査・課外活動状

況 

学士授与（卒業）率・

国家試験合格率・大

学院進学率・就職

率・学生調査・アン

ケート調査  

医学部 

（課程レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

進級率・休学率 

退学率・試験結果 

GPA・ポートフォリ

オ・共用試験 CBT・

共 用 試 験 OSCE ・

Mini-CEX・実習評

価・学生調査・課外

活動状況  

卒業試験・Post CC-

OSCE・学士授与（卒

業）率・国家試験合

格率・ストレート卒

業率・大学院進学

率・就職率・アンケ

ート調査  

学部科目レベル 入学者選抜 単位認定・定期試

験・レポート評価・

実習評価・小テスト 

出席率・至誠と愛の

体得度・ポートフォ

リオ・授業評価アン

ケート 

 



 

 

大学院医学研究科 

（課程レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

進級率・休学率・退

学率・単位認定・レ

ポート評価・研究計

画書・研究指導状況

報告書・中間発表会

評価 

学位授与率・修了

率・学位論文の IF・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

大学院科目レベル 入学者選抜 単位認定・レポート

評価・研究計画書・

研究指導状況報告

書・中間発表会評価 

 

 

学部学生では、科目等では合格基準として詳細は学修の手引きに示し、進級については、及落

判定基準として学生便覧に示します。大学院生に関しては大学院便覧に示します。継続的に形

成的評価を行い、学生への指導に使用します。また、その結果の学修成果（達成度）を評価す

るために、決まった時期と数の総括的評価を実施します。これらの評価は、統合教育学修セン

ターでの解析等によって評価そのものの事後評価を行い、信頼性と妥当性を最大化します。  

 

 



 

 

MDプログラム 2011改訂版について 

 

東京女子医科大学医学部で医学を学ぶことは、大学の理念を受け継ぎ、社会に貢献する

力を持った医師を目指して学修することである。医学部は 110 年を超える歴史の中で女性

医師を育てるための教育に力を入れてきたが、平成 29年度新入生から新たなカリキュラム

を導入した。新カリキュラムは、それまでのカリキュラムMDプログラム 2011の良い点を

踏襲しつつ、現代社会のニーズあるいは日本と世界で求められる、医師像を「至誠と愛」

の理念のもとに達成することを目指す。 

 

MDプログラム 2011改訂版は４個の包括的目標を持つ。 

1） 卒業時に基本的知識を持ち、医師として考え行動し、振る舞うことができる実践力を

持つこと。 

2） 学生が自分の目標を知り、自ら実践力を高められる教育となること。 

3） 科学的思考力と臨床的思考力を持つこと。 

4） 女性医師としての特徴をもち、基本的診療能力を備え、地域や国際を含めた現代の医

療および医療ニーズに即した実践力を獲得すること。 

 

MDプログラム 2011改訂版は、以下の特徴を持つ。 

1） 知識だけでなく技能と態度を備えた実践力の最終目標をアウトカム、途中の目標をロ

ードマップとして具体的に示し、学生が入学時から最終目標に向けてどのように自己

開発をしたらよいかを明示し、またその達成度を評価する事により学生が長い学修期

間の中で目標と動機を失わないようにする。 

2） 臨床的能力を高めるため、高学年の臨床実習開始前に臨床的思考力、技能、態度の学

修を充実させ、実践的臨床実習を行う。 

3） 基礎と臨床、知識と技能を統合して学ぶ統合カリキュラムを前カリキュラムから引き

継ぎ、自ら問題を見つけ、科学的・医学的に且つ人間性を持ち、問題解決のための思

考力を講義・実習・テュートリアル・ＴＢＬ教育を通じて学ぶ。 

4） 医師としての人間性・倫理・使命感・態度を育成する「至誠と愛」の実践学修を行う。 

5） 医の実践力の一部となる基本的・医学的表現技術、情報処理・統計、国際コミュニケ

ーションを 4ないし 6年間継続して積み上げる縦断教育を行う。 

6） 医療を支える科学に自ら触れる機会を通じて、研究の面白さを知るとともに医師が持

つべき研究的視点を学ぶ。 

7） 女性の特性を意識した医療者となるための学修を行う。 

 



 

 

地域医療 
プライマリケア 
専門医療 

医学研究 

未知の問題
に取組み解
決する力 

自己開発 

至誠と愛 

女性医師 

キャリア形成 

医の実践力

（知識・技

能・臨床的思

考力・科学的

思考力） 

慈しむ心の 

姿勢 

（医師として

の姿勢・態

度・使命感・

人間愛・協働） 

学部教育を通じて達成する医師としての実践力 

 

医学部の学修を通じて修得する実践力は、医の実践力と慈

しむ心の姿勢に分かれる。医の実践力は主として知識・技

術とその応用に関する 6個の中項目、慈しむ心の姿勢は医

人としての態度・情報と意志を疎通する能力・使命感・倫

理感・専門職意識などに関する 5個の中項目に分かれ、そ

れぞれに数個のアウトカムが定められている。アウトカム

は卒業時までに達成すべき目標の包括的目標であるが、低

学年（1/2年）、中学年（3/4年）、高学年（5/6年） 

で達成すべき具体的目標をロードマップとして表してあ

る。 

アウトカム・ロードマップは各教科の目標ではなく、学修の積み重ねにより修得すべき実際に自分で

できる力、実践力、を示したものである。学生は、最終目標を見据えて学修段階に応じた目標を持ち、

教員はそれぞれ担当する教育の中で、全体像のどの段階を学生が学ぶべきかを理解して教育にあたる

ために全体が示されている。学生の評価も、科目として受ける試験などによる評価と共に、様々な評

価情報を組み合わせたロードマップ評価を行い、学生の到達度を認識できるようになる。 

 

以下にアウトカムを示す。 

Ⅰ 医の実践力 

1. 知識と技能を正しく使う力 

A. 医学的知識を医療に活用できる。 

B. 診断・治療・予防を実践できる。 

C. 基本的技能を実践できる。 

2. 問題を見つけ追求する力 

A. 解決すべき問題を発見できる。 

B. 問題を深く追求できる。 

C. 未知の問題に取り組むことができる。 

3. 問題解決に向け考え実行する力 

A. 適切な情報を集め有効に活用できる。 

B. 解決方法を選び実行できる。 

C. 結果を評価できる。 

4. 情報を伝える力 

A. 患者に情報を伝えることができる。 

B. 医療情報を記録できる。 

C. 医療者と情報交換ができる。 

全人的医人としての実践力と姿勢 



 

 

5. 根拠に基づいた判断を行う力 

A. 臨床・基礎医学の根拠を発見できる。 

B. 根拠に基づいて診療を行える。 

6. 法と倫理に基づいて医療を行う力 

A. 医療者としての法的義務を理解し守れる。 

B. 医療倫理を理解し実践できる。 

C. 研究倫理を理解し実践できる。 

D. 社会の制度に沿った診療を行える。 

 

Ⅱ 慈しむ心の姿勢 

1. 患者を理解し支持する姿勢 

A. 患者の意志と尊厳に配慮できる。 

B. 家族・患者周囲に配慮できる。 

C. 社会の患者支援機構を活用できる。 

2. 生涯を通じて研鑽する姿勢 

A. 目標を設定し達成するために行動できる。 

B. 社会のニーズに応えて研鑽できる。 

C. 自分のライフサイクルのなかでキャリアを構築できる。 

D. 自分の特性を活かした医療を行うために研鑽する。 

E. 専門職として目標を持つ 

3. 社会に奉仕する姿勢 

A. 社会・地域で求められる医療を実践できる。 

B. 医学研究を通じた社会貢献ができる。 

4. 先導と協働する姿勢 

A. 自分の判断を説明できる。 

B. グループを先導できる。 

C. 医療チームのなかで協働できる。 

5. ひとの人生へ貢献する姿勢 

A. 患者に希望を与えられる。 

B. 後輩を育てることができる。 

 

次にそれぞれのアウトカムを達成するためのロードマップ（中間目標）を示す。 



2
0
2
5
年

6
月

2
0
日
 

V
e
r
.3
.
0 

Ｉ 
医
の
実
践
力
―
ア
ウ
ト
カ
ム

/ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

 

 
1
. 

知
識
と
技
能
を
正
し
く
使
う
力

 
2
. 

問
題
を
見
つ
け
追
求
す
る
力

 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
A
.
 
医
学
的
知
識
を
医
療
に
活
用
で
き
る
。

 
B
.
 
診
断
・
治
療
・
予
防
を
実
践
で
き
る
。

 
C
.
 
基
本
的
技
能
を
実
践
で
き
る
。

 
A
.
 
解
決
す
べ
き
問
題
を
発
見
で
き
る
。
 

B
.
 
問
題
を
深
く
追
求
で
き
る
。

 
C
.
 
未
知
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

 

1
、

2
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
人
体
の
正
常
な
構
造
と
機
能
を
説

明
で
き
る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

1-
2)
-①

 

②
 
人
体
の
構
造
と
機
能
に
異
常
が
起

こ
る

原
因

と
過

程
を

概
説

で
き

る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

1-
2)
-②

 

③
 
受
精
か
ら
出
生
の
正
常
と
異
常
を

説
明
で
き
る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

1-
2)
-③

 

④
 
世
界
の
保
険
・
医
療
問
題
、
国
際

保
健
に
関
わ
る
組
織
・
計
画
・
リ

ソ
ー
ス
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

Ⅰ
-1
-A
-(
1-
2)
-④

 

①
 
デ
ー
タ
を
読
み
解
釈
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-B
-(
1-
2)

-①
 

①
 
実
習
に
必
要
な
技
術
を
実

践
で
き
る
。
 

Ⅰ
-1

-C
-(

1-
2)
-①

 

②
 
安
全
に
配
慮
し
て
実
習
・
研

修
を
行
え
る
。

 

Ⅰ
-1

-C
-(

1-
2)
-②

 

①
 
現
象
・
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
を
発
見
で
き
る
。

 

Ⅰ
-2

-A
-(

1-
2
)-
①
 

①
 
仮
説
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
2
-B
-
(
1-
2
)
-①

 

②
 
事
象
、
現
象
、
観
察
な
ど
か
ら
そ

の
原
因
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
。

 

Ⅰ
-
2
-B
-
(
1-
2
)
-②

 

①
 
既
知
と
未
知
の
問
題
を
明
ら
か
に
で

き
る
。
Ⅰ
-2
-C
-
(
1-
2
)
-
①

 

②
 
医
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
科
学
的
発

見
を
述
べ
ら
れ
る
。

 

Ⅰ
-
2
-C
-
(
1-
2
)-
②

 

3
、

4
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
人
体
の
臓
器
・
器
官
系
の
機
能
と

構
造
、
正
常
と
異
常
を
説
明
で
き

る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

3-
4)
-①

 

②
 
全
身
的
疾
患
、
外
的
要
因
に
よ
る

異
常
を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1
-A

-(
3-
4)

-②
 

③
 
受
精
か
ら
出
生
、
成
長
と
発
育
、

成
熟
と
加
齢
の
正
常
と
異
常
を
説

明
で
き
る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

3-
4)
-③

 

④
 
疾
患
、
症
候
の
病
態
を
説
明
で
き

る
。
Ⅰ

-1
-A
-(

3-
4)
-④

 

①
 
診
断
の
過
程
を
説
明
し
実
践
で
き

る
。
Ⅰ

-1
-B
-
(3

-4
)-
①

 

②
 
適
切
な
治
療
法
と
そ
の
根
拠
を
説

明
で
き
る
。
Ⅰ

-1
-B
-(
3-

4)
-②

 

③
 
疾
病
予
防
・
健
康
維
持
・
公
衆
衛
生

の
方
法
を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-B
-(
3-
4)

-③
 

①
 
基
本
的
医
療
技
能
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-C
-(

3-
4)
-①

 

②
 
医
療
安
全
に
必
要
な
配
慮

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-C
-(

3-
4)
-②

 

①
 
問
題
の
優
先
度
お
よ
び
重
要

度
を
判
断
で
き
る
。

 

Ⅰ
-2

-A
-(

3-
4
)-
①

 

②
 
事
例
で
診
療
上
の
心
理
的
・

社
会
的
問
題
を
明
ら
か
に
で

き
る
。
Ⅰ
-2
-A
-
(
3-
4
)-
②

 

①
 
問
題
の
科
学
的
重
要
性
を
評
価

で
き
る
。
Ⅰ

-
2
-B
-(
3-
4
)-
①

 

②
 
基
礎
・
病
態
・
臨
床
を
結
び
つ
け

て
考
え
ら
れ
る
。

 

Ⅰ
-
2
-B
-
(
3-
4
)
-②

 

①
 
事
例
か
ら
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を

発
見
で
き
る
。
Ⅰ

-2
-
C
-
(
3-
4
)
-
①
 

②
 
未
知
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
2
-C
-
(
3-
4
)-
②

 

5
、

6
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
患
者
の
抱
え
る
異
常
と
そ
の
病
態

を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1
-A

-(
5-
6)

-①
 

①
 
臨
床
推
論
を
実
践
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-B
-(
5-
6)

-①
 

②
 
患
者
に
あ
わ
せ
た
診
断
・
治
療
の
判

断
が
で
き
る
。
Ⅰ
-1
-B

-(
5-
6)

-②
 

③
 
患
者
に
合
わ
せ
た
診
療
計
画
・
経
過

観
察
計
画
を
立
て
ら
れ
る
。

 

Ⅰ
-1

-B
-(
5-
6)

-③
 

①
 
基
本
的
医
療
技
能
を
実
践

で
き
る
。
 

Ⅰ
-1

-C
-(

5-
6)
-①

 

②
 
安
全
に
配
慮
し
て
、
医
療
を

実
践
で
き
る
。

 

Ⅰ
-1

-C
-(

5-
6)
-②

 

①
 
患
者
・
家
族
が
抱
え
る
心
理

的
・
社
会
的
問
題
・
不
安
を

明
ら
か
に
で
き
る
。

 

Ⅰ
-2

-A
-(

5-
6
)-
①

 

②
 
患
者
の
診
療
上
の
問
題
を
明

ら
か
に
で
き
る
。

 

Ⅰ
-2

-A
-(

5-
6
)-
②

 

①
 
患
者
の
病
態
の
原
因
を
検
索
で

き
る
。
Ⅰ
-2
-
B
-(
5-
6
)
-①

 

②
 
患
者
の
苦
痛
の
原
因
を
人
体
の

構
造
と
機
能
、
お
よ
び
「
こ
こ
ろ
」

か
ら
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
2
-B
-
(
5-
6
)
-②

 

①
 
患
者
か
ら
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る
。
 

Ⅰ
-
2
-C
-
(
5-
6
)-
①
 

②
 
患
者
か
ら
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を

発
見
で
き
る
。
Ⅰ

-2
-
C
-
(
5-
6
)
-
②
 

③
 
自
分
の
能
力
で
は
解
決
で
き
な
い
問

題
を
判
断
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
2
-C
-
(
5-
6
)-
③

 



2
0
2
5
年

6
月

2
0
日
 

V
e
r
.3
.
0 

 

 
3
. 

問
題
解
決
に
向
け
考
え
実
行
す
る
力

 
4
. 

情
報
を
伝
え
る
力

 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
A
.
 
適

切
な

情
報

を
集

め
有

効
に

活
用

で
き

る
。

 

B
.
 
解
決
方
法
を
選
び
実
行
で
き
る
。

 
C
.
 
結
果
を
評
価
で
き
る
。

 
A
.
 
患
者
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

B
.
 
医
療
情
報
を
記
録
で
き
る
。

 
C
.
 
医
療
者
と
情
報
交
換
が
で
き
る
。

 

1
、

2
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
収
集
が

で
き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

1-
2)
-①

 

②
 
仮
説
を
証
明
す
る
手
順
を
説
明
で

き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

1-
2)
-②

 

①
 
情
報
に
即
し
て
適
切
な
解
決

方
法

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
。
Ⅰ

-3
-B
-
(1

-2
)-
①
 

②
 
複
数
の
問
題
解
決
法
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-B
-(
1-
2)

-②
 

①
 
問
題
解
決
結
果
の
妥
当
性
を

評
価

で
き

る
。

Ⅰ

-3
-C

-(
1-

2)
-①

 

②
 
結
果
に
予
想
さ
れ
る
誤
差
を

考
え

ら
れ

る
。

Ⅰ

-3
-C

-(
1-

2)
-②

 

①
 
自
分
の
考
え
を
他
者
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-4

-A
-(

1-
2)
-
①

 

①
 
結
論
と
そ
の
根
拠
が
明
確
な
文
書

を
作
成
で
き
る
。

 

Ⅰ
-4

-B
-(

1
-2

)-
①

 

②
 
研
究
・
実
習
の
報
告
書
が
作
成
で
き

る
。
Ⅰ
-
4-
B
-
(
1-
2)
-
②

 

③
 
文
書
の
要
約
を
作
成
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
4
-B
-
(
1-
2
)
-③

 

①
 
簡
潔
で
要
点
が
明
確
な
質
問
と
回
答

が
で
き
る
。
Ⅰ

-
4-
C
-
(
1
-2
)-
①

 

②
 
相
手
の
理
解
に
合
わ
せ
て
、
説
明
で
き

る
。
Ⅰ
-
4
-C
-
(
1
-2
)
-
②

 

③
 
自
己
学
習
の
結
果
を
適
切
に
伝
え
ら

れ
る
。
Ⅰ

-4
-
C
-
(
1-
2
)
-
③

 

3
、

4
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
事
例
に
即
し
た
問
題
解
決
の
た
め

の
情
報
検
索
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

3-
4)
-①

 

②
 
適
切
な
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
選

択
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

3-
4)
-②

 

①
 
病
態
を
明
ら
か
に
す
る
方
法

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-B
-(
3-
4)

-①
 

②
 
事
例
で
診
療
上
の
問
題
を
解

決
す
る
方
法
・
手
段
を
明
ら

か
に
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-B
-(
3-
4)

-②
 

①
 
適
切
な
問
題
解
決
を
行
っ
た

か
検
証
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-C
-(
3-
4)
-①

 

②
 
結
果
の
客
観
的
評
価
が
で
き

る
。
Ⅰ

-3
-C
-(

3-
4)
-②

 

③
 
結
果
の
解
釈
の
限
界
を
明
ら

か
に
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-C
-(
3-
4)
-③

 

①
 
医
学
的
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

Ⅰ
-4

-A
-(

3-
4)
-
①
 

②
 
患
者
に
分
か
る
言
葉
を
選
択
で
き

る
。
Ⅰ
-4
-A
-(
3
-4
)
-②

 

①
 
研
究
・
実
習
・
症
例
な
ど
の
要
約
が

作
成
で
き
る
。
Ⅰ

-4
-B

-(
3
-4

)-
①

 

②
 
P
O
M
R
に
基
づ
く
診
療
情
報
記
録
方

法
を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
4
-B
-
(
3-
4
)
-②

 

①
 
研
究
・
実
習
・
症
例
な
ど
の
背
景
、
目

的
、
方
法
、
結
果
、
考
察
を
適
切
に
発

表
で
き
る
。
Ⅰ

-
4-
C
-
(
3
-4
)-
①

 

②
 
医
療
チ
ー
ム
で
の
情
報
共
有
に
つ
い

て
説
明
で
き
る
。
Ⅰ

-
4
-
C-
(3
-
4
)-
②

 

5
、

6
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
適
切
な
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
選

択
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

5-
6)
-①

 

②
 
診
療
上
の
問
題
解
決
の
た
め
に
分

析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き

る
。
Ⅰ
-3

-A
-(

5-
6)
-②

 

③
 
診
療
上
の
問
題
解
決
の
た
め
の
情

報
検
索
が
で
き
る
。
 

Ⅰ
-3
-A
-(

5-
6)
-③

 

④
 
異
な
る
問
題
解
決
の
方
法
を
提
示

し
、
比
較
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3
-A
-(

5-
6)
-④

 

①
 
診
療
上
の
問
題
を
解
決
す
る

方
法
・
手
段
を
明
ら
か
に
で

き
る
。
Ⅰ
-3
-
B-

(5
-6
)-
①

 

②
 
情
報
を
活
用
し
適
切
な
解
決

方
法
を
判
断
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-B
-(
5-
6)

-②
 

①
 
診
療
で
得
ら
れ
た
情
報
の
信

頼
性
を
評
価
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-C
-(
5-
6)
-①

 

②
 
診
療
過
程
で
予
測
さ
れ
る
問

題
点
を
示
せ
る
。

 

Ⅰ
-3

-C
-(
5-
6)
-②

 

③
 
予
想
と
異
な
る
結
果
に
つ
い

て
原
因
を
考
察
で
き
る
。

 

Ⅰ
-3

-C
-(
5-
6)
-③

 

①
 
病
状
を
患
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
伝
え
ら
れ
る
。
 

Ⅰ
-4

-A
-(

5-
6)
-
①
 

②
 
診
療
に
関
す
る
情
報
を
患
者
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。

Ⅰ
-4

-A
-(

5-
6)
-
②

 

①
 
診
療
録
を
適
切
に
記
載
で
き
る
。
 

Ⅰ
-
4
-B
-
(
5-
6
)
-①

 

②
 
処
方
箋
を
適
切
に
発
行
で
き
る
。
 

Ⅰ
-
4
-B
-
(
5-
6
)
-②

 

③
 
症
例
要
約
を
作
成
で
き
る
。
 

Ⅰ
-
4
-B
-
(
5-
6
)
-③

 

④
 
死
亡
診
断
書
記
入
法
を
説
明
で
き

る
。
Ⅰ
-
4-
B
-
(
5-
6)
-
④

 

①
 
口
頭
で
症
例
提
示
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-4
-
C-
(
5-
6
)
-
①
 

②
 
患
者
の
問
題
点
を
指
導
医
に
報
告
で

き
る
。
Ⅰ

-4
-
C
-
(
5-
6
)
-
②

 

③
 
必
要
な
患
者
情
報
を
要
約
し
て
説
明

で
き
る
。
Ⅰ
-
4
-
C-
(
5
-
6
)-
③

 

④
 
専
門
の
異
な
る
医
療
者
に
対
し
て
適

切
な
情
報
交
換
を
行
え
る
。

 

Ⅰ
-4
-
C-
(
5-
6
)
-
④

 



2
0
2
5
年

6
月

2
0
日
 

V
e
r
.3
.
0 

 

 
5
. 

根
拠
に
基
づ
い
た
判
断
を
行
う
力

 
6
. 

法
と
倫
理
に
基
づ
い
て
医
療
を
行
う
力

 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
A
.
 
臨
床
・
基
礎
医
学
の
根
拠
を
発
見
で
き
る
。 

B
.
 
根
拠
に
基
づ
い
て
診
療
を
行
え
る
。
 

A
.
 
医
療
者
と
し
て
の
法
的
義
務
を
理
解
し

守
れ
る
。

 

B
.
 
医
療
倫
理
を
理
解
し
実
践
で
き
る
。

 
C
.
 
研
究
倫
理
を
理
解
し
実
践
で
き
る
。

 
D
.
 
社

会
の

制
度

に
沿

っ
た

診
療

を

行
え
る
。

 

1
、

2
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
現
象
の
原
因
・
機
序
を
検
索
で
き

る
。
Ⅰ
-5

-A
-(

1-
2)
-①

 

②
 
実
験
・
実
習
な
ど
で
得
ら
れ
た
結

果
を
評
価
し
予
想
と
の
相
違
を
明

確
に
で
き
る
。
Ⅰ

-5
-A

-(
1-
2)
-②

 

③
 
情
報
の
信
頼
度
を
評
価
で
き
る
。

Ⅰ
-5
-A
-(

1-
2)
-③

 

①
 
根
拠
に
基
づ
い
て
解
決
法
を

判
断
で
き
る
。
 

Ⅰ
-5

-B
-(
1-
2)

-①
 

②
 
問
題
解
決
の
適
切
性
を
評
価

で
き
る
。
Ⅰ

-
5-

B-
(1

-2
)-
②

 

①
 
社
会
的
規
範
を
守
っ
た
生
活
が

で
き
る
。
Ⅰ

-6
-A

-(
1-
2)

-①
 

②
 
学
則
を
守
っ
た
学
生
生
活
が
で

き
る
。
Ⅰ
-6
-A
-(

1-
2)
-②

 

①
 
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。
Ⅰ
-6

-B
-
(
1-
2)
-
①

 

②
 
倫
理
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ⅰ

-6
-
B-
(
1-
2
)-
②

 

①
 
研
究
倫
理
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ⅰ
-6
-
C
-(
1-
2
)-
①
 

②
 
研
究
倫
理
に
配
慮
し
て
実
験
・
実
習
の

結
果
報
告
書
を
作
成
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
6
-
C
-(
1-
2
)
-②

 

 

3
、

4
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
デ
ー
タ
・
結
果
の
根
拠
を
批
判
的

に
説
明
で
き
る
。
 

Ⅰ
-5
-A
-(

3-
4)
-①

 

②
 
結
果
・
情
報
を
も
と
に
新
た
な
仮

説
を
立
て
ら
れ
る
。
 

Ⅰ
-5
-A
-(

3-
4)
-②

 

③
 
根

拠
と

な
る

文
献

を
検

索
で

き

る
。
Ⅰ
-5

-A
-(

3-
4)
-③

 

①
 
診
療
上
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅰ
-5

-B
-(
3-
4)

-①
 

①
 
医
学
生
の
医
行
為
水
準
を
説
明

で
き
る
。
Ⅰ

-6
-A

-(
3-
4)

-①
 

②
 
医
師
法
・
医
療
法
の
概
要
を
説
明

で
き
る
。
Ⅰ

-6
-A

-(
3-
4)

-②
 

①
 
医
学
に
お
け
る
倫
理
の
概
念
を
説
明

で
き
る
。
Ⅰ
-
6-
B
-(
3
-4
)
-①

 

②
 
倫
理
的
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
 

Ⅰ
-6
-B
-(

3-
4
)-
②
 

③
 
患
者
情
報
が
含
ま
れ
る
文
書
・
電
子
媒

体
を
適
切
に
使
用
で
き
る
。

 

Ⅰ
-6
-B
-(

3-
4
)-
③

 

①
 
基
礎
研
究
に
お
け
る
倫
理
指
針
を
概
説

で
き
る
。
Ⅰ
-
6
-C
-(
3
-
4
)-
①

 

②
 
利
益
相
反

(C
o
n

fl
ic

t 
o
f 

in
te

re
st

)に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

Ⅰ
-
6
-
C
-(
3-
4
)
-②

 

①
 
社
会
保
障
を
概
説
で
き
る
。

Ⅰ
-6
-
D
-
(
3-
4
)
-
①
 

②
 
医
療
に
関
す
る
保
証
制
度

を
概
説
で
き
る
。

 

Ⅰ
-6
-
D
-
(
3-
4
)
-
②

 

5
、

6
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
基
礎
的
・
臨
床
的
観
察
を
通
じ
て

新
た
な
発
見
が
で
き
る
。
 

Ⅰ
-5
-A
-(

5-
6)
-①

 

②
 
問
題
点
に
関
わ
る
臨
床
医
学
文
献

を
検
索
で
き
る
。
 

Ⅰ
-5
-A
-(

5-
6)
-②

 

③
 
検
索
し
た
医
学
的
情
報
の
確
か
さ

を
評
価
で
き
る
。

 

Ⅰ
-5
-A
-(

5-
6)
-③

 

①
 
患
者
に
合
わ
せ
た
診
療
上
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
Ⅰ

-
5-

B-
(5

-6
)-
①

 

①
 
病
院
の
規
則
に
従
っ
て
診
療
に

関
わ
れ
る
。
Ⅰ
-6

-A
-(

5-
6)
-①

 

①
 
患
者
情
報
の
守
秘
を
励
行
し
て
医
療

を
行
え
る
。
Ⅰ
-
6
-B
-
(
5-
6)
-
①

 

②
 
臨
床
倫
理
を
実
践
で
き
る
。
 

Ⅰ
-6
-B
-(

5-
6
)-
②
 

③
 
立
場
の
違
い
に
よ
る
倫
理
観
の
違
い

を
理
解
し
な
が
ら
倫
理
判
断
が
で
き

る
。
Ⅰ
-6

-B
-
(
5-
6)
-
③

 

①
 
臨

床
研

究
の

倫
理

指
針

を
概

説
で

き

る
。
Ⅰ

-6
-C
-
(
5-
6)
-
①

 

①
 
患
者
に
合
わ
せ
て
医
療
保

険
、
医
療
補
助
制
度
を
説
明

で
き
る
。

 

Ⅰ
-6
-
D
-
(
5-
6
)
-
①

 



2
0
2
5
年

6
月

2
0
日
 

V
e
r
.3
.
0 

II 
慈
し
む
心
の
姿
勢
―
ア
ウ
ト
カ
ム

/ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

 

 
1
. 

患
者
を
理
解
し
支
持
す
る
姿
勢

 
2
. 

生
涯
を
通
じ
て
研
鑚
す
る
姿
勢

 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
A
.
 
患
者
の
意
志
と
尊
厳
に
配

慮
で
き
る
。

 

B
.
 
家
族
・
患
者
周
囲
に
配
慮
で

き
る
。

 

C
.
 
社
会
の
患
者
支
援
機
構
を

活
用
で
き
る
。

 

A
.
 
目

標
を

設
定

し
達

成
す

る
た

め
に
行
動
で
き
る
。

 

B
.
 
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

て

研
鑽
で
き
る
。

 

C
.
 
自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

な
か

で
キ

ャ
リ

ア
を

構
築

で
き
る
。

 

D
.
 
自
分
の
特
性
を
生
か
し
た
医

療
を

行
う

た
め

に
研

鑚
す

る
。

 

E
.
 
専

門
職

と
し

て
目

標
を

持

つ
。
 

1
、

2
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
他
者
の
意
志
を
聞
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

Ⅱ
-1
-A
-(

1-
2)
-①

 

②
 
他
者
を
尊
重
し
て
対

話
が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1
-A
-(

1-
2)
-②

 

③
 
他
者
の
自
己
決
定
を

理
解
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1
-A
-(

1-
2)
-③

 

①
 
様
々
な
年
齢
の
他
者
と

意
志
を
交
わ
す
こ
と
が

で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-B
-(
1-
2)

-①
 

①
 
社
会
支
援
制
度
を
説

明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-C
-(
1-
2)

-①
 

 

①
 
学
習

上
の
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(

1-
2)
-①

 

②
 
目
標

達
成
の
手
段
を
明

ら
か
に
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(

1-
2)
-②

 

③
 
省
察
（
振
り
返
り
）
を
実

践
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(

1-
2)
-③

 

④
 
卒
業

ま
で
に
学
ぶ
べ
き

こ
と

の
概
要
を
理
解
で

き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(

1-
2)
-④

 

①
 
社
会
が
期
待
す
る
医

師
像
を
説
明
で
き
る
。

Ⅱ
-2
-
B
-(
1-
2
)
-①

 

①
 
社
会
で
活
躍
す
る
女
性

の
特

性
を

述
べ

ら
れ

る
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
1-
2
)
-
①

 

②
 
学
習
の
た
め
の
時
間
を

適
切
に
自
己
管
理
で
き

る
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
1-
2
)
-
②

 

①
 
自

分
の

学
び

方
を

知

り
、
効
果
的
な
学
び
方

に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。

Ⅱ
-
2
-D
-
(
1-
2
)-
①

 

②
 
真
摯
に
学
び
を
励
行
で

き
る
。

 

Ⅱ
-
2
-D
-
(
1-
2
)-
②

 

①
 
自
分
の
目
標
と
な
る

人
物
像
を
説
明
で
き

る
。

 

Ⅱ
-
2-
E
-
(
1-
2
)
-
①

 

3
、

4
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
傾
聴
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1
-A
-(

3-
4)
-①

 

②
 
患
者
の
人
権
・
尊
厳
を

説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1
-A
-(

3-
4)
-②

 

①
 
他
者
の
気
持
ち
に
配
慮

し
て
意
志
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-B
-(
3-
4)

-①
 

②
 
患
者
・
家
族
の
心
理
を

説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-B
-(
3-
4)

-②
 

①
 
社
会
の
支
援
制
度
を

利
用
す
る
方
法
を
明

ら
か
に
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-C
-(
3-
4)

-①
 

①
 
卒
業

ま
で
の
学
習
目
標

を
立
て
、
自
分
の
達
成
度

を
評
価
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(
3-
4)
-①

 

②
 
医
師

と
し
て
必
要
な
知

識
、
技
能
、
態
度
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(
3-
4)
-②

 

①
 
地
域
社
会
の
医
療
ニ

ー
ズ
を
説
明
で
き
る
。
 

Ⅱ
-2
-
B
-(
3-
4
)
-①

 

①
 
学
習
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
自
己
学
習
を
計

画
的
に
行
え
る
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
3-
4
)
-
①

 

②
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
3-
4
)
-
②

 

③
 
キ
ャ
リ
ア
継
続
の
意
思

を
持
つ
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
3-
4
)
-
③

 

①
 
自
分
の
特
性
を
活
か
し

て
学
習
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
2
-D
-
(3
-
4)
-
①

 

②
 
学
習
の
中
で
興
味
を
持

っ
た
こ
と
を
自
ら
学
べ

る
。

 

Ⅱ
-
2
-D
-
(3
-
4)
-
②

 

①
 
自
分
の
モ
デ
ル
と
な

る
先
輩
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
2-
E
-
(
3-
4
)
-
①

 

5
、

6
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

①
 
患
者
の
自
己
決
定
を

支
援
し
、
必
要
な
情
報

が
提
供
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1
-A
-(

5-
6)
-①

 

②
 
患
者
の
意
志
を
聞
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

Ⅱ
-1
-A
-(

5-
6)
-②

 

③
 
患
者
の
尊
厳
に
配
慮

し
た
診
察
が
行
え
る
。
 

Ⅱ
-1
-A
-(

5-
6)
-③

 

①
 
患
者
・
家
族
の
解
釈
を

理
解
し
、
対
応
で
き
る
。 

Ⅱ
-1

-B
-(
5-
6)

-①
 

②
 
患
者
・
家
族
の
信
頼
を

得
る
振
る
舞
い
が
で
き

る
。

 

Ⅱ
-1

-B
-(
5-
6)

-②
 

③
 
患
者
・
家
族
へ
の
説
明

の
場
に
配
慮
で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-B
-(
5-
6)

-③
 

①
 
患
者
支
援
制
度
を
検

索
し
利
用
法
を
説
明

で
き
る
。

 

Ⅱ
-1

-C
-(
5-
6)

-①
 

 

①
 
診
察
能
力
・
技
能
を
振
り

返
り
、
目
標
を
設
定
し
、

修
得

の
た
め
の
方
法
を

明
ら
か
に
で
き
る
。

 

Ⅱ
-2

-A
-(
5-
6)
-①

 

①
 
研
修
（
実
習
）
す
る
地

域
社
会
で
の
医
療
ニ

ー
ズ
か
ら
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
を
明
ら
か
に
で

き
る
。

 

Ⅱ
-2
-
B
-(
5-
6
)
-①

 

①
 
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
理

解
し
、
そ
の
中
で
キ
ャ

リ
ア
継
続
の
た
め
の
計

画
を
立
て
ら
れ
る
。

 

Ⅱ
-
2-
C
-(
5-
6
)
-
①

 

①
 
自
分
の
目
指
す
医
師
像

を
達
成
す
る
た
め
の
計

画
を
示
せ
る
。

 

Ⅱ
-
2
-D
-
(5
-
6)
-
①

 

①
 
自
分
の
特
性
を
活
か

し
て
ど
の
よ
う
な
医

師
を
目
指
す
か
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
2-
E
-
(
5-
6
)
-
①

 



2
0
2
5
年

6
月

2
0
日
 

V
e
r
.3
.
0 

 

 
3
. 

社
会
に
奉
仕
す
る
姿
勢

 
4
. 

先
導
と
協
働
す
る
姿
勢

 
5
. 

ひ
と
の
人
生
へ
貢
献
す
る
姿
勢

 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
A
.
 
社

会
・

地
域

で
求

め
ら
れ
る

医

療
を
実
践
で
き
る
。

 

B
.
 
医
学
研
究
を
通
じ
た
社
会
貢
献
が

で
き
る
。

 

A
.
 
自
分
の
判
断
を
説
明
で
き
る
。
 

B
.
 
グ
ル
ー
プ
を
先
導
で
き
る
。

 
C
.
 
医

療
チ

ー
ム

の
な

か
で

協
働

で
き

る
。

 

A
. 患

者
に
希
望
を
与
え
ら
れ
る
。

 
B

. 
後
輩
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

1
、

2
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
 

①
 
社
会
・
地
域
に
奉
仕
す
る

姿
勢
を
持
つ
。

 

Ⅱ
-3
-A
-(

1-
2)
-①

 

①
 
医

学
研
究
の

重
要
性
に

つ

い
て
概
説
で
き
る
。

 

Ⅱ
-3

-B
-(
1-
2)

-①
 

①
 
自
分

の
考
え
の
根
拠
を

説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-A
-(
1-
2)

-①
 

①
 
共
通
の
目
標
を
設
定
で
き

る
。
Ⅱ
-4

-B
-(

1-
2)
-①

 

②
 
活
動
向
上
の
た
め
の
評
価

が
で
き
る
。
 

Ⅱ
-4

-B
-(

1-
2)

-②
 

③
 
意
見
の
異
な
る
他
者
の
意

見
を

尊
重

し
対

処
で

き

る
。
Ⅱ
-4

-B
-(

1-
2)
-③

 

①
 
他

者
の
話

を
聴
く

こ
と
が
で

き
る
。
Ⅱ
-4
-
C
-(
1-
2
)
-①

 

②
 
対

話
の
中

で
相
手

の
述
べ
る

こ
と
を
要
約
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
4-
C
-(
1-
2
)
-②

 

③
 
役

割
分
担

を
確
実

に
実
践

で

き
る
。
Ⅱ
-4
-
C
-(
1-
2
)
-③

 

①
 
医
学
の
進
歩
が
人
に
希
望
を

与
え

る
こ

と
を

説
明

で
き

る
。
Ⅱ
-
5-
A
-(
1
-2
)
-①

 

②
 
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

希
望
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
Ⅱ
-5
-A
-
(
1-
2
)-
②

 

①
 
学

生
と
し
て

適
切
な
振

る

舞
い
で
行
動
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
1-
2
)
-
①
 

②
 
学

ん
だ
こ
と

を
他
者
に

説

明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
1-
2
)
-
②

 

3
、

4
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
 

①
 
医
療
を
通
じ
た
社
会
・
地

域
へ
の
貢
献
を
説
明
で
き

る
。
Ⅱ
-3

-A
-(

3-
4)
-①

 

①
 
基

礎
医
学
研

究
の
意
義

と

現
在
の
動
向

を
概
説
で

き

る
。
Ⅱ

-3
-B
-(
3-

4)
-①

 

②
 
医

学
研
究
成

果
の
意
義

と

応
用
・
将
来
性
を
説
明
で
き

る
。
Ⅱ

-3
-B
-(
3-

4)
-②

 

③
 
臨

床
や
医
学

研
究
の
動

向

に
目
を
向
け
概
説
で
き
る
。

Ⅱ
-3

-B
-(
3-
4)

-③
 

①
 
自
分
の
選
択
・
判
断
の
根

拠
を
説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-A
-(
3-
4)

-①
 

②
 
他
者

の
考
え
を
聞
い
て

自
分

の
選
択
を
判
断
し

説
明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-A
-(
3-
4)

-②
 

①
 
討
論
・
話
し
合
い
を
促
せ

る
。
Ⅱ
-4

-B
-(

3-
4)
-①

 

②
 
自
分
の
方
針
を
説
明
し
同

意
を

得
る

こ
と

が
で

き

る
。
Ⅱ
-4

-B
-(

3-
4)
-②

 

③
 
活
動
向
上
の
た
め
の
評
価

に
基
づ
く
行
動
を
グ
ル
ー

プ
に
導
入
で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-B
-(

3-
4)

-③
 

①
 
グ

ル
ー
プ

目
標
達

成
の
た
め

に
行
動
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
4-
C
-(
3-
4
)
-①

 

②
 
講

成
員
の

役
割
と

考
え
を
尊

重
し
て
グ

ル
ー
プ

の
目
標
を

立
て
ら
れ
る
。

 

Ⅱ
-
4-
C
-(
3-
4
)
-②

 

①
 
学
習
す
る
事
例
に
つ
い
て
医

学
の
貢
献
を
説
明
で
き
る
。

Ⅱ
-
5
-A
-
(
3-
4
)-
①

 

②
 
問
題
を
解
決
で
き
た
と
き
の

状
況
を
考
え
説
明
で
き
る
。

Ⅱ
-
5
-A
-
(
3-
4
)-
②

 

①
 
自

分
が
目
標

を
ど
の
よ

う

に
達
成
し
た

か
を
他
者

に

説
明
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
3-
4
)
-
①
 

②
 
相
手
の
知
識
・
技
能
に
合
わ

せ
て
質
問
に

答
え
る
こ

と

が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
3-
4
)
-
②

 

5
、

6
年

 

ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
 

①
 
臨
床
実
習
の
中
で
医
療
に

参
加
し
社
会
・
地
域
に
貢

献
す
る
。

 

Ⅱ
-3
-A
-(

5-
6)
-①

 

①
 
診

療
の
な
か

で
医
学
研

究

の
課
題
を
見

つ
け
る
こ

と

が
で
き
る
。

 

Ⅱ
-3

-B
-(
5-
6)

-①
 

①
 
診
療

上
の
判
断
を
他
者

に
分

か
る
よ
う
に
説
明

で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-A
-(
5-
6)

-①
 

①
 
講
成
員
の
特
性
に
合
わ
せ

て
個
人
と
全
体
の
活
動
を

統
括
で
き
る
。

 

Ⅱ
-4

-B
-(

5-
6)

-①
 

①
 
自

分
が
所

属
す
る

医
療
チ
ー

ム
構
成
者

の
役
割

を
説
明
で

き
る
。
Ⅱ
-4
-
C
-(
5-
6
)
-①

 

②
 
与

え
ら
れ

た
医
療

の
役
割
に

つ
い
て
責

任
を
持

ち
確
実
に

実
施
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
4-
C
-(
5-
6
)
-①

 

①
 
医
療
の
限
界
の
な
か
で
可
能

な
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
5
-A
-
(
5-
6
)-
①
 

②
 
患
者
に
医
療
が
行
う
こ
と
の

で
き
る
望
ま
し
い
結
果
を
説

明
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
5
-A
-
(
5-
6
)-
②

 

①
 
適

切
な
振
る

舞
い
で
診

療

に
参
加
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
5-
6
)
-
①
 

②
 
他

者
の
疑
問

を
共
に
解

決

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
5-
6
)
-
②
 

③
 
医

療
の
中
で

他
者
に
教

え

る
こ
と
を
実
践
で
き
る
。

 

Ⅱ
-
5-
B
-
(
5-
6
)
-
③

 

 



D
P

5
生
涯
に
わ
た
り
女
性
医
師
と
し
て
「
至
誠
と
愛
」
の
理
念
を
持
ち
、
振
る
舞
い
、
自
立
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
意
思
を
持
つ
。

D
P

4
安
全
な
医
療
を
行
え
る
能
力
を
有
す
る
。

D
P

3
医
学
の
発
展
、
変
化
す
る
地
域
や
国
際
的
な
医
療
に
適
応
す
る
科
学
的
お
よ
び
臨
床
的
思
考
力
を
持
つ
。

D
P

2
自
ら
問
題
を
発
見
し
解
決
す
る
能
力
を
持
つ

D
P

1
医
師
と
し
て
の
基
本
的
診
療
能
力
を
持
ち
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー

１
年
生

６
年
生

２
年
生

３
年
生

ア
ウ
ト
カ
ム

卒
業
時

人
体
の
基
礎

/
人
体
の
機
能
と
微
細
構
造

人
体
の
構
造
と
疾
患
の
基
礎

領
域
講
義
・
卒
業
試
験

医
の
実
践
力

慈
し
む
心
の
姿
勢

知
識
と
技
能
を
正
し
く
使
う
力

問
題
を

見
つ
け
追
及

す
る
力

問
題
解
決
に

向
け
考
え

実
行
す
る
力

根
拠
に

基
づ
い
た
判
断

を
行
う
力

情
報
を

伝
え
る
力

法
と
倫
理
に

基
づ
い
て

医
療
を
行
う
力

患
者
を

理
解
し
支
援

す
る
姿
勢

ひ
と
の
人
生

へ
貢
献
す
る

姿
勢

社
会
に

奉
仕
す
る

姿
勢

先
導
と

協
働
す
る

姿
勢

生
涯
を

通
じ
て
研
鑽

す
る
姿
勢

共
用
試
験

(P
o

s
t-

C
C

 O
S

C
E

)

：
形
成
的
評
価

：
総
括
的
評
価

５
年
生

４
年
生

診
療
参
加
型
臨
床
実
習

臓
器
・
器
官
系
の
構
造
と
機
能
の

正
常
と
異
常

（
3
年
生
：
医
学
研
究
）

P
B

L
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

選
択

科
目

基
本
的

・
医
学
的

表
現

技
術

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

3
年
生
：
女
性
医
師
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
実
習

2
年
生
：
外
来
患
者
付
き
添
い
実
習

1
年
生
：
医
師
・
看
護
師
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
実
習

臨
床
入
門

全
身
的
な
変
化
と
医
学

/
医
療
と
社
会

問
題
解
決
能
力
試
験

(P
-S

A
T

)、
共
用
試
験

(C
B

T
＆

P
re

-C
C

 O
S

C
E

)

臨
床
統
合
試
験

実
力
試
験

医
療
・
患
者

安
全
学

A
I/
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

と
医
療

至
誠
と
愛
の
実
践
学
修

主
な
早
期
体
験
実
習

T
B

L
(T

e
a

m
-b

a
s
e

d
 

le
a

rn
in

g
)



カリキュラムの構造 

 カリキュラム（教育計画）は、学生が実践力を持つ医師になるために限られた時間のなかで最大の学

修を得られるように構築されている。学生には、全てのカリキュラムに参加して最終目標を達成する

ことが求められる。 

 

 医学部カリキュラムの全体構造は、初めに人体の基本構造と機能を 2 年前期までに学び、次に医療

を行うために必要な臓器・器官系の正常と異常、臓器系をまたいでおこる全身的異常、人の発生・出

産・出生・成長・発育・成熟・加齢の正常と異常を 3年後期までに学ぶ。4年前期は、全身的な変化と、

社会・法律・衛生・公衆衛生と医学の関わり、臨床推論の進め方などの臨床的思考力、麻酔・救急など

の全身管理に係わる医学を学び、医療を取り巻く環境を理解する。そして 4 年後期は、臨床実習に備

えた臨床入門を学ぶ。臨床入門は、基本的臨床技能を学ぶだけでなく、画像・検査などの臨床的理解を

学び、4年後半から医療の中に入って臨床実習を行えるようになるための仕上げとなる。臨床実習への

準備は、総合試験（共用試験 CBTおよび問題解決能力試験）、共用試験 OSCEなどで評価される。4年後

半から 6 年前半の臨床実習では、見学するのではなく参加する意識で実習を行って欲しい。臨床実習

では、地域医療・プライマリケアなど現代の日本の医療に求められる領域、国外留学など国際的医療に

係わる機会、基礎医学を学ぶ機会などが設けられ、且つ学生が自分のキャリアを考えて学修の場を選

べるようになっている。6年後期は、6年間の学修の総括と卒業認定のための評価に充てられる。 

 学年毎に進むカリキュラムとは別に縦断的カリキュラムがある。これは、学生が 4 もしくは 6 年間

で継続して自己開発する必要のある科目で、縦断教育科目と呼ぶ。 

 

６年間のカリキュラム全体図 

 

 

週間の授業予定 

 学生は全ての授業に出席し能動的に学ぶ事が求められる。 

 医学部の時間割の特徴は、テュートリアル・TBL を中心に十分な自己学修の時間が確保されている

ことである。自ら目標を定め能動的に学ぶことで医師となっても使い続けることのできる知識の活用

を修得するように、授業・実習のない学修時間が確保されている。 

前期

(4月～7月)

後期

（9月～3月）

疾患の成り立ちと治療の基礎/循環器系

呼吸器系/腎尿路系/生殖器/妊娠と分娩

消化器系/内分泌系/栄養・代謝系

新生児・小児・思春期/加齢と老化、臨終

脳神経系/精神系/運動器系/

皮膚粘膜系/聴覚・耳鼻咽喉系/眼・視覚系

セグメント8 臨床入門 臨床入門

前期

セグメント10
全体統合・

総合達成度評価
卒業試験後期

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

3年

前期 セグメント5

後期 セグメント6

4年

前期 セグメント7 全身的な変化/医学と社会

基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

セグメント2

前期

後期

6年

人体の発生と全体構造

セグメント4

1年

セグメント1

5年

2年

前期

後期

後期

セグメント3

医
療
・
患
者
安
全
学

テ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
・
T
B
L

A
I
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
医
療
教
育

選
択
科
目

セグメント9
医療と医学の

実践
診療参加型臨床実習（研究実習）

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常１

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常２／

人の一生
臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常３／

医学研究

全身的な変化と医学／
医療と社会

人体の構造と
疾患の基礎

人体の基礎

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能/
人体の防御機構

「
至
誠
と
愛

」
の
実
践
学
修



 

    

 

 

 

 

セグメント4 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年8月24日～2027年2月26日 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ セグメント4 の学修内容 
 

第 2 学年後期に相当するセグメント 4 では「臓器・器官系の構造と機能の正常と異

常」を中心テーマとして学修する。いよいよ本格的に病気が登場する。臨床科目の登

場である。  

病の人を診察し診断する過程には患者の示す様々な生体情報を、患者の訴えを聞く

ことから始まって、診察、検査へと進むプロセスがある。この理解のために「臨床診

断総論」がある。そしてそれぞれの「臓器･器官系の構造と機能の正常と異常」シリー

ズの始めとして「循環器系」「呼吸器系」「腎尿路系」「生殖器系」「妊娠と分娩」

がある。  

これらの科目はシリーズの始めだが、きわめて重要な臓器・器官であり、全ての臨床

科目の理解に必要な内容が含まれている。循環器系、呼吸器系、腎尿路系では科目名

には 1，2 と分けて記され、 1 では（たとえば循環器系 1）構造と機能を主体に、 2 で

は（たとえば循環器系 2）診断、検査、治療を中心に学ぶ。第 2 学年で学ぶこれら重

要な臓器についての集中的講義実習は、この後第 5 学年の臨床実習まで扱われない。

セグメント 4 で十分な理解をすることが要求され、この先のセグメントで疑問になっ

たときにはいつでも振り返る学修が必要である。生殖器系の 1，2 はそれぞれ男性生殖

器、女性生殖器に分かれている。また、妊娠と分娩では妊娠、分娩、産褥それぞれの

正常と異常を対比させて学修する。  

縦断科目も教育の柱であるテュートリアル・ TBL を中心として、「至誠と愛」の実

践学修では医療対話、解剖慰霊祭実習などがあり、情報処理・統計の講義数も多い。

とくに、医療対話では外来患者と実際に対話する実習が持たれ、解剖慰霊祭実習では

看護学部と合同のワークショップが計画されている。縦断科目においても臨床を意識

した構成となっている。  

臨床科目が始まった事により、医学生としてのより高い自覚につながるであろう。

これまでの基礎科目の十分な復習と、臨床科目の向こう側にいる病の人を見据えた確

実な学修が要求される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 到 達 目 標 
A. 包括的到達目標（セグメント 4）  

 

1.  臨床診断のための生体情報を論ずることができる。  

1）医療面接  

2）身体診察法  

3）画像診断  

4）検体検査  

5）生体機能検査  

 

2.  循環器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。  

1）循環器系の構造と機能  

2）循環器系の診断と検査の基本  

3）循環器系の症候  

4）循環器系の疾患  

 

3.  呼吸器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。  

1）呼吸器系の構造と機能  

2）呼吸器系の診断と検査の基本  

3）呼吸器系の症候  

4）呼吸器系の疾患  

 

4.  腎尿路系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。  

1）腎尿路系の構造と機能  

2）腎尿路系の診断と検査の基本  

3）腎尿路系の症候  

4）腎尿路系の疾患  

 

5．生殖器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。  

  1) 生殖器系の構造と機能  

  2) 生殖器系の診断と検査の基本  

  3) 生殖器系の症候  

  4) 生殖器系の疾患  

 

6．妊娠と分娩の経過と転帰の正常と異常について論ずることができる。  

  1) 正常妊娠と妊娠中の異常  

  2）正常分娩と異常分娩  

  3) 正常産褥と異常産褥  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B. 科目別シラバス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

臨床診断総論 

科⽬責任者(所属)

神崎　正⼈

到達⽬標

セグメント４のみならず、以降の各セグメントにおける臨床課題の学修を円滑にすすめるため、臨床診断に不可⽋で基本となる医療⾯接から、⾝体診察法、画像
診断、検体検査、⽣体機能検査に⾄るまでの診断項⽬を総合的に学ぶ。
医療⾯接では患者との接し⽅や聴取すべき病歴の内容について学ぶ。⾝体診察法では、全⾝的に観察する項⽬と局所的に観察する項⽬とにわけて広範囲かつ
系統的に学修する。画像診断では、放射線診断の基礎的事項を学び、代表的なX線像、CT、MRI、PET、エコーについては⾝体解剖を念頭におき画像を⽴体
的に把握する習慣を⾝につける。検体検査は検査項⽬とその意義について理解し、⽣体機能検査では⽣体の働きを評価するための検査法について広く学ぶ。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

・⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-② 
・⽂書の要約を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-③ 

学修（教育）⽅法

講義・実習 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数を80％、実習点を20％で評価する。筆記試験の出題内容は評価項⽬のリストに相当する。
ただし、定期試験を受けるには当該科⽬の授業に3分の2以上の出席が定期試験の受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

1)病歴（主訴、現病歴、既往歴、家族歴、⽣活歴、社会歴・職業歴、システムレビュー等）を適切に聴取するとともに
患者との良好な関係を構築し、必要に応じて患者教育を⾏える。 CS-01-01-02 

2)網羅的に系統⽴てて適切な順序で効率的な⾝体診察を⾏える。異常所⾒を認識・記録し、適切な鑑別診断が⾏え
る。 GE-01-01-04 

3)コミュニケーションの⽅法と技能（⾔語的と⾮⾔語的）を説明し、コミュニケーションが態度あるいは⾏動に及ぼす影響を
概説できる。 CM-01-01-01,CM-01-01-02 

4)臨床検査の⽬的と意義を説明でき、必要最⼩限の検査項⽬を選択できる。 CS-02-03-01 
5)⽣体機能検査（⼼電図、⼼臓機能検査、呼吸機能検査、超⾳波検査、内分泌・代謝機能検査、脳波検査、針
筋電図検査、末梢神経伝導検査）の⽬的と適応を説明し、結果を解釈できる。 

PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・
画像検査,CS-02-03-07 

6)エックス線撮影、コンピュータ断層撮影<CT>、磁気共鳴画像法<MRI>と核医学検査の読影の基本を説明できる。 [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02
-03-07 

7)内視鏡検査法の種類を列挙し、概説できる。 [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02
-03-07 

8)超⾳波検査法の種類を列挙し、概説できる。 [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02
-03-07 

9)病歴を聴取して⾝体診察を⾏う。 GE-01-01-04 
10)基本的な検査の結果を解釈する。 臨床実習ガイドライン 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

TWMU
長方形



講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の呼吸器外科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『Textbook of radiology and imaging』 David Sutton 
Churchill Livingstone 9780443071

096 2003 

2. 『カトラー臨床診断学 : 問題解決の思考プロセスと86例
の症例』 Paul Cutler [著] ; ⻘⽊則明 [ほか] 訳 

丸善 9784621078
716 2007 

3. 『臨床検査法提要』 奥村伸⽣, ⼾塚実, ⽮冨裕編集 
⾦原出版 9784307050

425 2015 

4. 『臨床検査のガイドライン　JSLM2015』 ⽇本臨床検査医学会包括医療検討委員会,
厚⽣労働省編集 

宇宙堂⼋⽊書店 9784905314
394 2015 

5. 『内科学書　1〜6、別巻』 ⼩川聡総編集 ; 伊藤裕 [ほか] 部⾨編集 
中⼭書店 9784521737

751 2009 

6. 『ハリソン内科学 1,2』 デニス L. カスパー [ほか] 編 
メディカル・サイエンス・インター
ナショナル 9784895928

731 
2017 

7. 『内科学』 ⽮崎義雄総編集 
朝倉書店 9784254322

613 2013 

8. 『ベッドサイドの神経の診かた』 ⽥崎義昭, 斎藤佳雄著 
南⼭堂 9784525247

171 2010 

9. 『医科分⼦⽣物学』 村松正實, ⾕⼝維紹編集 
南江堂 452420914

X 1997 

10. 『PO臨床診断マニュアル』 Friedman, HH 
メディカル・サイエンス・インター
ナショナル 489592294

4 
2002 

11. 『膠原病学︓免疫学・リウマチ性疾患の理解のために』 塩沢俊⼀著 
丸善 9784621079

461 2008 

12. 『画像診断を学ぼう : 単純X線写真とCTの基本』 ウィリアム ヘリング著 ; 菅原俊祐訳 
メディカル・サイエンス・インター
ナショナル 9784895925

778 
2008 

13. 『標準放射線医学』 ⻄⾕弘 [ほか] 編集 
医学書院 9784260005

975 2011 

14. 『核医学テキスト』 絹⾕清剛編集 
中外医学社 9784498065

246 2013 

15. 『MRの実践』 ⾦森勇雄 [ほか] 編著 
医療科学社 9784860034

160 2011 

16. 『放射線基礎医学』 尾内能夫, 坂本澄彦著 
⽇本出版サービス 9784889221

190 2007 

17. 『放射線⽣物学』 増⽥康治編集 
南⼭堂 452527814

5 2002 

18. 『核医学Q&A : 基礎から臨床まで』 仙⽥宏平 , 前⽥壽登編 
丸善プラネット 490168949

5 2006 

19. 『超⾳波（ME教科書シリーズ）』 千原國宏著 
コロナ社 433907163

3 2001 

20. 『⽣体⼯学概論』 村上輝夫編著 
コロナ社 433907087

4 2006 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780443071096
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780443071096
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621078716
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621078716
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307050425
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307050425
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784905314394
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784905314394
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521737751
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521737751
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928731
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928731
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322613
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322613
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525247171
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525247171
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=452420914X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=452420914X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4895922944
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4895922944
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621079461
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621079461
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895925778
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895925778
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260005975
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260005975
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784498065246
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784498065246
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784860034160
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784860034160
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784889221190
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784889221190
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4525278145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4525278145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4901689495
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4901689495
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4339071633
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4339071633
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4339070874
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4339070874


21. 『がんの細胞⽣物学』 Robert G.McKinnell [ほか] 著 ; 阿部達
⽣, 三澤信⼀訳 

医学書院 426012457
9 2000 

22. 『Robbins basic pathology』 Vinay Kumar, Abul K. Abbas, Jon C. As
ter原著 

Elsevier 9780323480
543 2017 

23. 『解明 病理学 : 病気のメカニズムを解く』 ⻘笹克之編 
医⻭薬出版 9784263731

154 2017 

24. 『正常画像と⽐べてわかる病理アトラス』 下正宗, ⻑嶋洋治編 
⽺⼟社 9784758117

722 2015 

25. 『内視鏡所⾒の読み⽅と鑑別診断　上部消化管　第２
版』 芳野純治、川⼝　実、浜⽥　勉編 

医学書院 9784260003
131 2007 

26. 『この１冊ではじめる上部消化管内視鏡マニュアルー研修
医・初⼼者のために』 ⾚松泰次編 

南江堂 9784524269
082 2013 

27. 『基本をおさえる腹部エコー改訂版〜撮りかた、診かた、
考えかた』 ⾕⼝信⾏編 

⽺⼟社 9784758110
501 2014 

28. 『画像診断・放射線治療ビジュアルナーシング』 坂井修⼆、唐澤久美⼦ 
学研メディカル秀潤社 478091221

0 2019 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/08/24(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  医療⾯接 

担当者（所属）  橋本　弥⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CM-01-01-01,CM-01-01-02,CS-01-01-01,CS-01-01-02,CS-01-02-05,CS-01-02-04,CS-03-06-
02,CS-02-01-01,CS-02-01-02,CS-03-06-01,IT-01-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/08/25(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ＭＥ機器(1)　治療機器　 

担当者（所属）  原　伸太郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-02-04-36,CS-02-04-37 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3. 2026/08/25(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  検体検査(3)　⽣化学 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4260124579
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4260124579
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323480543
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323480543
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784263731154
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784263731154
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758117722
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758117722
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260003131
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260003131
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524269082
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524269082
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758110501
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758110501
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4780912210
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4780912210


担当者（所属）  佐藤　⿇⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-08-03,PS-02-09-03,PS-02-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/08/27(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎・尿路系 

担当者（所属）  ⾼橋　利奈 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/08/27(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  検体検査(1)　⾎液⼀般 

担当者（所属）  篠原　明仁 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-02-03,[別表]⾎液・造⾎器・リンパ系 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/08/27(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  検体検査(2)　⾎球産⽣ 

担当者（所属）  篠原　明仁 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]⾎液・造⾎器・リンパ系,PS-02-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/08/28(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  画像診断(1)　CT 

担当者（所属）  ⻑尾　充展 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-03-02-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8. 2026/08/28(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  全⾝観察 

担当者（所属）  ⽵村　洋典 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  GE-01-01-03,GE-01-01-04,CS-01-02-01,CS-01-02-02,CS-01-02-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/08/28(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  頭頸部 

担当者（所属）  ⼭村　幸江 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-16-01,[別表]⽿⿐・咽喉・⼝腔系,PS-02-16-02,[別表]⽿⿐・咽喉・⼝腔系,PS-02-16-03,[別表]
⽿⿐・咽喉・⼝腔系 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/08/28(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ＭＥ機器(2)　臨床検査機器　 

担当者（所属）  正宗　賢 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,CS-02-04-16,CS-02-04-36 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/08/31(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  胸部（循環器） 

担当者（所属）  関⼝　治樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,[別表]循環器系,PS-02-06-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/08/31(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  画像診断(2)　核医学検査 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-03-06-07,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/09/04(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  検体検査(4)　尿、便、喀痰、髄液 

担当者（所属）  平井　由児 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07 



講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/09/07(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  神経・筋 

担当者（所属）  遠井　素乃 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-03-01,[別表]神経系 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/09/10(⽊) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  胸部X線・CT像 

担当者（所属）  有村　健 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-01-02-23,PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-01,[別表]循環器系,[別表]呼吸器系,PS-02-0
7-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

1
6.

2026/09/11(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  画像診断(3)　超⾳波検査、内視鏡検査 

担当者（所属）  中村　真⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-08-03,PS-02-14-03,CS-02-03-07,PS-02-08-04,CS-02-04-17,CS-02-03-07,CS-02-04-1
8 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
7.

2026/09/11(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  検体検査(5) 微⽣物、病理 

担当者（所属）  － － 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-02-03-07,[別表]主要な臨床・画像検査,SO-03-01-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
8.

2026/09/17(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  胸部（呼吸器） 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-03,[別表]呼吸器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 



1
9.

2026/09/28(⽉) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  呼吸機能検査 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
0.

2026/09/29(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腹部 

担当者（所属）  中井　陽介 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CS-02-02-01,CS-02-02-01,[別表]主要症候,[別表]⼩児,[別表]主要症候,CS-02-04-01,[別表]⼩児,C
S-02-02-01,[別表]主要症候,[別表]⼩児,CS-02-02-02,[別表]主要症候,[別表]⼩児,CS-02-02-01,[別
表]主要症候,CS-02-02-02,[別表]主要症候 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

2
1.

2026/10/05(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  画像診断(4)　原理、単純X線像 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,CS-02-04-15 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
2.

2026/10/05(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  画像診断(5)　磁気共鳴画像 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,CS-02-04-15 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
3.

2026/10/05(⽉) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  胸部・腹部超⾳波検査 

担当者（所属）  ⻑尾　充展 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-02-03-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 



2
4.

2026/10/14(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  全⾝の診察、重要なサイン 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-03-05-02,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]感染症,[別表]救急・集中治療,CS-02-03-04,CS-0
2-01-01,CS-02-02-02,CS-01-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
5.

2026/10/15(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  検体検査(6)　免疫 

担当者（所属）  川⼝　鎮司 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CS-02-03-01,CS-02-03-02,CS-02-03-03,CS-02-03-04,CS-02-03-05,CS-02-03-06,CS-02-03-
07 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
6.

2026/10/28(⽔) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腹部X線・CT像 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-
07 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7.

2027/02/02(⽕) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
8.

2027/02/02(⽕) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2027/02/22(⽉) １時限 追・再試験 － 10:00-11:30 



タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
0.

2027/02/22(⽉) ２時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   30 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

循環器系１ 

科⽬責任者(所属)

⼭⼝　淳⼀

到達⽬標

⼼臓⾎管系は⼈の⽣命を⽀え、種々の⾝体活動を可能にする⾝体の基幹装置（システム）であり、その疾病は⽇本⼈の死亡原因として悪性腫瘍とともに最重
要である。ここでは、⼼臓と⾎管の発⽣、解剖、⽣化学、⽣理、病態⽣理、そして病理を学ぶ。正常の発⽣過程を学び、その変位が形態異常（⼼臓⼤⾎管奇
形）に結びつくことを学び、そして⽣体における完成されたそれらの形態（解剖）を学ぶ。⼼臓⾎管は極めて動的な器官であり、その基礎になっている微細構造を
学ぶ。その微細構造の中の各器官が動的にいかに機能しているかを、イオンチャネルを主とする細胞膜機能、細胞内器官の機能、⼼筋および⾎管平滑筋の収縮
機構などによって学ぶ。次に、それらの臨床表現としての⼼電図の基礎、⼼機能や⾎圧調整といた神経内分泌機能も含めた循環系のマクロ機能の基礎を学ぶ。さ
らに、⽣活習慣病として極めて重要な動脈硬化および冠状動脈疾患発⽣の機序の基礎を学ぶ。そして最後に、それらの病理像を概観して、循環器疾患の臨床
を学ぶ基礎知識を習得する。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

患者や社会に対して誠実である⾏動とはどのようなものかを考え、そのように⾏動する (利益相反等)。 PR-01-01-01 
他者からのフィードバックを適切に受け⼊れる。 PR-01-02-02 
患者を含めた他者に思いやりをもって接する。 PR-02-01-01 
礼儀正しく振る舞う。 PR-02-03-02 
多様な価値観を理解して、多職種と連携し、⾃⼰決定権を含む患者の権利を尊重する。 PR-04-01-02 
臓器横断的に医学的課題を捉えることができる。 GE-01-01-01 
主訴に応じて、必要な医療⾯接・⾝体診察・検査を実施できる。 GE-01-01-04 
⾝体・⼼理・社会の問題を統合したアプローチを理解している。 GE-01-02-01 
個々の患者の医療への期待、解釈モデル、健康観を聞き出すことができる。 GE-01-03-01 
診療ガイドラインの種類、推奨の強さ、使⽤上の注意を理解している。 GE-01-04-05 
⽼化に伴う臓器や⾝体機能の変化、それに伴う⽣理的変化、⽼化機構について理解している。 GE-03-05-01 
喫煙や飲酒に関して、喫煙や飲酒による健康影響の知識や統計情報をもとに、本⼈や家族の⽣活や価値観を踏まえた
評価や⽀援を計画できる。 GE-04-01-06 

学修・経験したことを省察し、⾃⼰の課題を明確にできる。 LL-01-01-02 
何事にも知的好奇⼼を持って取り組むことができる。 RE-01-01-02 
循環器系の構造と機能について基本的事項を理解している。 PS-02-06-01 
循環器系でみられる症候について理解している。 PS-02-06-02 
循環器系で⾏う検査⽅法について基本的事項を理解している。 PS-02-06-03 
循環器系疾患に特異的な治療法について基本的事項を理解している。 PS-02-06-03 
循環器系の疾患・病態について病因、疫学、症候、検査、診断、治療法を理解している。 PS-02-06-05 

学修（教育）⽅法

講義・実習・TBL 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数を科⽬の評価点とする。ただし、全ての実習への参加とレポートの提出が定期試験への受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

⾎管とリンパ管の微細構造と機能を説明できる。 PS-01-02-12 
筋組織について、⾻格筋、⼼筋、平滑筋の構造と機能を対⽐して説明できる。 PS-01-02-14 
活動電位の発⽣機構と伝導を説明できる。 PS-01-02-03 
運動⽣理学など、⾝体活動時の神経・⾻格筋、循環器、代謝系の変化を説明できる。 PS-01-02-36 
⼼⾎管系の形成過程を説明できる。 PS-01-02-24 
細胞傷害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。 PS-01-04-13 
⾎⾏障害（阻⾎、虚⾎、充⾎、うっ⾎、出⾎）の違いとそれぞれの病因と病態を説明できる。 PS-01-04-13 
梗塞（⾎栓、塞栓）の種類と病態を説明できる。 PS-01-04-13 
⾎圧異常（⾼⾎圧、低⾎圧）を説明できる。 PS-01-04-14 

TWMU
長方形



⼼臓の構造と分布する⾎管・神経、冠動脈の特⻑とその分布域を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼼筋細胞の微細構造と機能を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼼筋細胞の電気現象と⼼臓の興奮（刺激）伝導系を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
興奮収縮連関を概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
体循環、肺循環と胎児・胎盤循環を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼤動脈と主な分枝（頭頸部、上肢、胸部、腹部、下肢）を図⽰し、分布域を概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
主な静脈を図⽰し、⾨脈系と上・下⼤静脈系を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⽑細⾎管における物質・⽔分交換を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
胸管を経由するリンパの流れを概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼼周期にともなう⾎⾏動態を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼼機能曲線と⼼拍出量の調節機序を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
主な臓器（脳、⼼臓、肺、腎臓）の循環調節を概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⾎圧調節の機序を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
体位や運動に伴う循環反応とその機序を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
⼼カテーテル検査（⼼内圧、⼼機能、シャント率の測定）と結果の解釈を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
⼼不全の定義と原因、病態⽣理（収縮不全、拡張不全）を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
左⼼不全と右⼼不全の徴候、病態、診断と治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
急性⼼不全と慢性⼼不全の診断と薬物療法、⾮薬物療法（⼼臓リハビリテーションを含む）を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
⼼不全診療における多職種連携（チーム医療）による疾病管理プログラムを概説できる。 PS-02-06-04,[別表]循環器系 
⾼齢者における⼼不全の特徴を説明できる。 PS-02-06-04,[別表]循環器系 
致死性不整脈の診断、初期対応、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
動脈硬化の危険因⼦、病態、⾮侵襲的検査法を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
リハビリテーションの概念と適応（⼼⼤⾎管疾患、呼吸器疾患、癌等の内部障害を含む）を説明できる。 CS-02-04-45 
リハビリテーション・チームの構成を理解し、医師の役割を説明できる。 CS-02-04-47 
膜のイオンチャネル、ポンプ、受容体と酵素の機能を概説できる。 PS-01-02-02 
脂質代謝異常の病態を説明できる。 PS-01-04-09 
ショック（⾎流分布異常性ショック（アナフィラキシー、感染性（敗⾎症性）、神経原性）、循環⾎液量減少性ショック
（出⾎性、体液喪失）、⼼原性ショック（⼼筋性、機械性、不整脈）、閉塞性ショック（⼼タンポナーデ、肺塞栓症、
緊張性気胸））を説明できる。 

PS-03-05-02 

胸部単純エックス線撮影写真、⼼電図の主な所⾒を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
⼼臓超⾳波検査の主な所⾒を説明できる PS-02-06-03,[別表]循環器系 
運動負荷⼼電図、ホルタ―⼼電図を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
⼼臓シンチグラフィ－を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
冠動脈造影、冠動脈コンピュータ断層撮影<CT>及び⼼臓磁気共鳴画像法<MRI>の主な所⾒を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
本態性⾼⾎圧症の疫学、診断、合併症、予後、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
低⾎圧の原因疾患、病態⽣理、症候、診断、予後、治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-01-04-14 
臓器毎及び全⾝におよぶ疾患について理解している(表1. 疾患)。 PS-02-01-01 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の循環器内科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年

ISB
N

1. 『内科学』 ⽮崎義雄, ⼩室⼀成　総編集 
朝倉書店 

 
2022 



2. 『ハリソン内科学』 デニス L. カスパー 他 編 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル  
2017 

3. 『Braunwald's Heart Disease : A Textbook of Cardiovasc
ular Medicine』 D.L.Mann他 

Saunders 
 

2014 

4. 『臨床発達⼼臓病学』 ⾼尾篤良総編集 
中外医学社 

 
2001 

5. 『オピーの⼼臓⽣理学 : 細胞から循環まで』 L.H.オピー編著 
⻄村書店 

 
2008 

6. 『ハーバード⼤学テキスト︓⼼臓病の病態⽣理』 レオナルド S. リリー [編] ; 川名正敏, 川
名陽⼦訳 

メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル  
2017 

7. 『⼼臓⾎管病理アトラス』 由⾕親夫 
⽂光堂 

 
2002 

8. 『ブラウンワルド⼼臓病学︓レビュー＆アセスメント』 L.S.Lilly他 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル  
2011 

9. 『Hurst's the Heart Manual of Cardiology』 R.A.Walsh他 
Lippincott Williams & Wilki
ns  
2013 

10. 『新臨床内科学　』 ⽮崎義雄　監修 
医学書院 

 
2020 

11. 『⼼臓・循環⽣理学』 岡⽥隆夫　監訳 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル  
2013 

12. 『臨床検査データブック2017-2018』 ⾼久史麿　監修 
医学書院 

 
2017 

13. 『循環器病学　基礎と臨床』 川名正敏　他　編集 
⻄村書店 

 
2010 

14. 『ネッター解剖学アトラス』 M.N.Frank　 
南江堂 

 
2016 

15. 『⼼筋細胞の電気⽣理学』 ⼭下武志 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル  
2002 

16. 『不整脈の診かたと治療』 ⼭科　章，五⼗嵐正男 
医学書院 

 
2014 

17. 『図解　⼼電図テキスト︓Dr.Dubin式はやわかり⼼電図読解メソッ
ド』 D.Dubin著, 村川裕⼆　訳 

⽂光堂 
 

2015 

18. 『⼼電図の読み⽅　パーフェクトマニュアル』 渡辺重⾏，⼭⼝　巖　編集 
⽺⼟社 

 
2006 

19. 『⾎管超⾳波テキスト』 ⽇本超⾳波学会監修 
医⻭薬出版株式会社 

 
2016 

20. 『グロスマン・ベイム⼼臓カテーテル検査・造影・治療法』 絹川弘⼀郎　監修 
南江堂 

 
2017 

21. 『診断モダリティとしての⼼筋病理』 ⼼筋⽣検研究会　編集 
南江堂 

 
2017 

22. 『Atlas of Histology with Functional and Clinical Correlat
ions』 Dongmei Cui 

Lippincott Williams & Wilki
ns  
2011 

23. 『カラー⼈体解剖学―構造と機能:ミクロからマクロまで 』 F.H. マティーニ、M.P. マッキンリ、M.J. ティ
モンズ 

⻄村書店 
 

2007 

24. 『The Heart: Structure in Health and Disease 』 Robert H. Anderson、Anton E. Bec
ker  

  Gower Medical Pub; Subs
equent  
1992 

25. 『トートラ⼈体の構造と機能　第5版』 桑⽊共之、⿊澤美枝⼦、髙橋研⼀、細
⾕安彦 

丸善出版 
 

2019 



26. 『マーティン　神経解剖学　　テキストとアトラス第4版』 ジョン・H・マーティン 、野村　嶬 /⾦⼦武
嗣 

⻄村書店書店 
 

2015 

27. 『臨床循環器病学』 伊藤　浩，坂⽥泰史（編） 
⽂光堂 

 
2021 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/08/25(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（1）　⼼筋代謝、⼼筋の構造、収縮蛋⽩ 

担当者（所属）  中村　史雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-01-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/08/25(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼼臓機能（2）　受容体、情報伝達機構 

担当者（所属）  中村　史雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-02,PS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/08/26(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（5)　⼼周期にともなう⾎⾏動態 

担当者（所属）  志賀　剛 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4. 2026/08/26(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病態（6）　慢性⼼不全 

担当者（所属）  志賀　剛 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-02,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/08/26(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  病態（1）　フリーラジカルと虚⾎ 

担当者（所属）  中村　史雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-33 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/08/26(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  循環（2）　⾎圧 

担当者（所属）  ⻘⿅　佳和 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/08/27(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓・脈管系の構造（1）　正常（形態）① 

担当者（所属）  南　雄⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/08/27(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼼臓・脈管系の構造（2）　正常（形態）② 

担当者（所属）  菊池　規⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9. 2026/09/01(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病態（5）　急性⼼不全 

担当者（所属）  松浦　勝久 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,[別表]疾患 



講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/09/01(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  循環（3）　正常循環（反射,神経,体液調整） 

担当者（所属）  植⽥　禎史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-01-04-14,PS-02-06-01,[別表]循環器系,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-0
9-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/09/03(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（3）　弁・⼼膜 

担当者（所属）  ⽵内　⼤⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-03,PS-02-06-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/09/03(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  循環（1）　肺循環 

担当者（所属）  志賀　剛 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-02,[別表]循環器系,[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾
患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/09/03(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼼臓機能（4）　⼼臓のポンプ機能 

担当者（所属）  稲井　慶 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/09/03(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病態（4）　⾼⾎圧、低⾎圧 

担当者（所属）  森本　聡 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-04-14 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 



1
5.

2026/09/03(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  病態（3）　⼼筋虚⾎ 

担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-03,PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2026/09/08(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓・脈管系の構造（3）　微細構造① 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-24,PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2026/09/08(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼼臓・脈管系の構造（4）　微細構造② 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-23,PS-02-06-01,[別表]循環器系,[別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

1
8.

2026/09/08(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  微細構造（1） 循環器系組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

1
9.

2026/09/08(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  微細構造（1） 循環器系組織 

担当者（所属）  浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦



望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

2
0.

2026/09/08(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  微細構造（1） 循環器系組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

2
1.

2026/09/09(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（7）　⼼筋収縮特性、興奮収縮連関 

担当者（所属）  稲井　慶 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

2
2.

2026/09/10(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病態（2）　動脈硬化と脂質代謝 

担当者（所属）  越野　⼀朗 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-30,PS-01-04-09,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
3.

2026/09/14(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（6）　⼼筋細胞の電気⽣理 

担当者（所属）  鈴⽊　敦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01 



講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
4.

2026/09/15(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  循環系の発⽣（1）　正常① 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-14,PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
5.

2026/09/15(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  循環系の発⽣（2）　正常② 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-12,PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
6.

2026/09/25(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼼臓機能（10）　興奮と伝導 

担当者（所属）  鈴⽊　敦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
7.

2026/09/29(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼臓機能（8）　⾎栓、凝固 

担当者（所属）  村崎　かがり 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-04-13,[別表]⾎液・造⾎器・リンパ系,PS-02-02-01,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
8.

2026/09/29(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼼臓機能（9）　⼼臓リハビリテーション 

担当者（所属）  上野　敦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-04,PS-02-06-05,CS-02-04-45,CS-02-04-47 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 



2
9.

2026/09/29(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼼臓・脈管系の構造（5）　形態異常 

担当者（所属）  朝⾙　省史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-24,PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

3
0.

2026/10/02(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理（1）　⼼臓 

担当者（所属）  宇都　健太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

3
1.

2026/10/02(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病理（2）　⾎管 

担当者（所属）  宇都　健太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

3
2.

2026/10/02(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  病態（7）　不整脈、突然死 

担当者（所属）  庄⽥　守男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-02,PS-03-05-02,PS-03-05-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
3.

2026/10/13(⽕) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理学的実習（1）　循環器系の病理 

担当者（所属）  宇都　健太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
4.

2026/10/13(⽕) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 



タイトル  病理学的実習（1）　循環器系の病理 

担当者（所属）  宇都　健太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
5.

2026/10/20(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  ⽣化学的実習（1） 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
6.

2026/10/20(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  ⽣化学的実習（1） 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
7.

2026/10/20(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  ⽣化学的実習（1） 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   37 



3
8.

2026/10/27(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   38 

3
9.

2026/10/27(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   39 

4
0.

2026/10/27(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   40 

4
1.

2026/11/26(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（1）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   41 

4
2.

2026/11/26(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（1）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   42 

4
3.

2026/11/26(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（1）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   43 

4
4.

2026/11/27(⾦) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（2）　⼼筋細胞のイオンチャネル（⼤実習室3）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   44 

4
5.

2026/11/27(⾦) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（2）　⼼筋細胞のイオンチャネル（⼤実習室3）※対⾯のみで収録・配信なし 



担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   45 

4
6.

2026/11/27(⾦) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（2）　⼼筋細胞のイオンチャネル（⼤実習室3）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   46 

4
7.

2026/11/30(⽉) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（3）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   47 

4
8.

2026/11/30(⽉) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（3）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   48 

4
9.

2026/11/30(⽉) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（3）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   49 

5
0.

2026/12/03(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（4）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   50 

5
1.

2026/12/03(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（4）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   51 

5
2.

2026/12/03(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（4）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 



担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   52 

5
3.

2026/12/08(⽕) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（5）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   53 

5
4.

2026/12/08(⽕) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（5）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   54 

5
5.

2026/12/08(⽕) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（5）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   55 

5
6.

2026/12/10(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（6）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   56 

5
7.

2026/12/10(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（6）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   57 

5
8.

2026/12/10(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（6）　⼼筋細胞のイオンチャネル（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,CM-01-01-01,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   58 

5
9.

2027/01/05(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（1）　臨床⼼電図 



担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   59 

6
0.

2027/01/05(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（1）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   60 

6
1.

2027/01/05(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（1）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   61 

6
2.

2027/01/08(⾦) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（2）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起



関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   62 

6
3.

2027/01/08(⾦) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（2）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   63 

6
4.

2027/01/08(⾦) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（2）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   64 

6
5.

2027/01/12(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（3）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 



講義資料番号/連番(L
MS)   65 

6
6.

2027/01/12(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（3）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   66 

6
7.

2027/01/12(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（3）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   67 

6
8.

2027/01/14(⽊) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（4）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   68 

6
9.

2027/01/14(⽊) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（4）　臨床⼼電図 



担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   69 

7
0.

2027/01/14(⽊) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（4）　臨床⼼電図 

担当者（所属）  

村崎　かがり
齋藤　聡
上野　敦⼦
⼭⼝　淳⼀
柳下　⼤悟
市原　有起
関⼝　治樹
新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・画像検査,CS-02-03-07,[別表]基本的臨床⼿技,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   70 

7
1.

2027/02/03(⽔) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   71 

7
2.

2027/02/03(⽔) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   72 

7
3.

2027/02/22(⽉) ３時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 



担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   73 

7
4.

2027/02/22(⽉) ４時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   74 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

循環器系２ 

科⽬責任者(所属)

新浪　博

到達⽬標

「循環器系2︓疾患と検査・治療」は膨⼤でありながら、しかし体系として整備されている。うっ⾎性⼼不全、あるいはショックなど病態⽣理の⾯から循環器系を閉
鎖─巡回路として学び、ついで各論に⼊る。
先天性⼼疾患は、中隔⽋損から複雑⼼奇形まで26 の病態を学ぶ。リウマチ性⼼疾患、感染性⼼内膜炎、これらによって引き起こされる弁膜症を学ぶ。虚⾎性
⼼疾患の各論を学ぶ。不整脈についてその分類、病態について整理する。⼼膜疾患、⼼筋疾患、肺性⼼、腫瘍等についても重要な点を学ぶ。⾼⾎圧とその原因
について学ぶ。動脈疾患について動脈硬化との関係、動脈瘤あるいは動脈炎の各タイプ閉塞性動脈疾患について概観する。静脈疾患、リンパ管疾患、⼼臓⾎管
の外傷、各種疾患における循環器異常について解説する。⼼臓、脈管の⼿術についてその総論を学ぶ。各循環器疾患の各論にも分け⼊り、かつ循環器系の共
通事項について認識を深くし、他の分野を理解するのに必須な循環器系の基盤づくりをする。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

・⼈体の正常な構造と機能を説明できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-① 
・⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-② 
・⼈体の臓器･器官系の機能と構造、正常と異常を説明できる。 Ⅰ-1-A-(3-4)-① 
・疾患･症候の病態を説明できる。 Ⅰ-1-A-(3-4)-① 
・データを読み解釈できる。 Ⅰ-1-B-(1-2)-① 
・安全に配慮して実習・研修を⾏える。 Ⅰ-1-C-(1-2)-② 

学修（教育）⽅法

講義 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

講義の出席や態度、定期試験の結果にて評価する。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

1)⼼臓の構造と分布する⾎管・神経、冠動脈の特⻑とその分布域を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
2)⼼筋細胞の電気現象と⼼臓の興奮（刺激）伝導系を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
3)興奮収縮連関を概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
4)体循環、肺循環と胎児・胎盤循環を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
5)⼤動脈と主な分枝（頭頸部、上肢、胸部、腹部、下肢）を図⽰し、分布域を概説できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
6)主な静脈を図⽰し、⾨脈系と上・下⼤静脈系を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
7)⾎圧調節の機序を説明できる。 PS-02-06-01,[別表]循環器系 
8)胸部単純エックス線撮影写真、⼼電図の主な所⾒を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
9)⼼臓超⾳波検査の主な所⾒を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
10)運動負荷⼼電図、ホルタ―⼼電図を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
11)⼼臓シンチグラフィ－を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
12)冠動脈造影、冠動脈コンピュータ断層撮影<CT>及び⼼臓磁気共鳴画像法<MRI>の主な所⾒を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
13)⼼カテーテル検査（⼼内圧、⼼機能、シャント率の測定）と結果の解釈を説明できる。 PS-02-06-03,[別表]循環器系 
14)浮腫 [別表]循環器系,PS-02-06-02 
15)呼吸困難 [別表]循環器系 
16)動悸 [別表]循環器系,PS-02-06-02 
17)胸⽔ [別表]循環器系,PS-02-06-02 
18)⼼不全の定義と原因、病態⽣理（収縮不全、拡張不全）を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
19)左⼼不全と右⼼不全の徴候、病態、診断と治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
20)急性⼼不全と慢性⼼不全の診断と薬物療法、⾮薬物療法（⼼臓リハビリテーションを含む）を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
21)⼼不全診療における多職種連携（チーム医療）による疾病管理プログラムを概説できる。 PS-02-06-04,[別表]循環器系 
22)⾼齢者における⼼不全の特徴を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
23)安定労作性狭⼼症の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

TWMU
長方形



24)冠攣縮性狭⼼症の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
25)急性冠症候群（不安定狭⼼症、⾮ST上昇型⼼筋梗塞及びST上昇型⼼筋梗塞）の病態、症候、診断、治療を
説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

26)主な徐脈性不整脈（洞不全症候群（sick sinus症候群）、房室ブロック）の原因、症候、⼼電図の特徴、治療
を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

27)主な上室性頻脈性不整脈（洞性頻脈、上室性期外収縮、⼼房細動、⼼房粗動、発作性上室性頻拍症）の原
因、症候、⼼電図の特徴、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

28)主な⼼室性頻脈性不整脈（⼼室性期外収縮、⼼室頻拍、多源性⼼室頻拍（トルサード・ド・ポワント(torsades
de pointes)、⼼室細動）の原因、症候、⼼電図の特徴、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

29)不整脈の原因となる疾患や病態（電解質異常、QT延⻑症候群、薬剤、甲状腺機能亢進症、Wolff-Parkinson
-White <WPW>症候群、Brugada症候群等）を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

30)不整脈の薬物療法、⾮薬物療法（カテーテルアブレーション、電気的除細動、ペースメーカー植え込み、植え込み型
除細動器）を概説できる。 PS-02-06-04,[別表]循環器系 

31)致死性不整脈の診断、初期対応、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
32)主な弁膜症（僧帽弁疾患、⼤動脈弁疾患）の病因、病態⽣理、症候と診断を説明し、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
33)⼼肥⼤の病態⽣理、リモデリング機序を説明できる。  
34)特発性⼼筋症（肥⼤型⼼筋症、拡張型⼼筋症、拘束型⼼筋症）と⼆次性⼼筋疾患の定義・概念と病態⽣理を
説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

35)急性⼼筋炎の病態、症候、診断、治療症候を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
36)感染性⼼内膜炎の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
37)急性⼼膜炎、収縮性⼼膜炎の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
38)⼼タンポナーデの病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
39)主な⼼臓腫瘍（粘液腫など）の病態、症候、診断、治療を説明できる。 [別表]疾患 
40)主な先天性⼼疾患（⼼房中隔⽋損症、⼼室中隔⽋損症、動脈管開存、Fallot四徴症）の病態⽣理、症候と診
断を説明し、治療を概説できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 

41)動脈硬化の危険因⼦、病態、⾮侵襲的検査法を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
42)急性⼤動脈解離の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
43)⼤動脈瘤（破裂）の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
44)閉塞性動脈硬化症とBuerger病の病態、症候、診断、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
45)⾼安動脈炎（⼤動脈炎症候群）を概説できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
46)本態性⾼⾎圧症の疫学、診断、合併症、予後、治療を説明できる。 PS-02-06-05,[別表]疾患 
47)各種降圧薬の作⽤機序、適応、禁忌、副作⽤を説明できる。  
48)他疾患（脳⾎管疾患、⼼疾患、腎疾患、糖尿病）を合併する場合の⾎圧管理を説明できる。  
49)粘液腫の定義と病態、症候、検査所⾒、画像所⾒、病理所⾒、診断、治療法を説明できる。 PS-02-06-05 
50)診断仮説を想起するためには、解剖学、病理学、⽣理学、⽣化学等の基礎医学や疾患頻度が重要であることを説
明できる。 GE-01-01-03 

51)得られた情報の批判的吟味ができる。 GE-01-04-04 
52)⽣体機能検査（⼼電図、⼼臓機能検査、呼吸機能検査、超⾳波検査、内分泌・代謝機能検査、脳波検査、針
筋電図検査、末梢神経伝導検査）の⽬的と適応を説明し、結果を解釈できる。 

PS-02-14-03,[別表]主要な臨床・
画像検査,CS-02-03-07 

53)主な疾患、病態のエコー像を概説できる。 [別表]基本的臨床⼿技 
54)12誘導⼼電図を記録できる。 CS-03-01-01 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の評価項⽬について定期試験にて100点満点にて点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上） A.良く理解している（80%以上90%未
満）B.平均的に理解している（70%以上80%未満）C.最低限は理解している（60%以上70%未満）D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれか
として判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の⼼臓⾎管外科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書



No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『標準　外科学』 ⽥邉 稔　監修 
医学書院 

978-4-260-05660-1 
2025 

2. 『⼼臓病の病態⽣理』 川名正敏 訳 
メディカルサイエンスインターナショナル 

978-4-89592-891-5 
2017 

3. 『新版　⼼疾患の診断と⼿術』 新浪博⼠ 編集 
南江堂 

978-4-524-24918-3 
2024 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/10/06(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  虚⾎性⼼疾患（1） 

担当者（所属）  新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/10/06(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼼臓⾎管外科治療総論 

担当者（所属）  齋藤　聡 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/10/06(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  薬物療法（1）　⼼臓作動薬 

担当者（所属）  松浦　勝久 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患,PS-02-06-04,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4. 2026/10/06(⽕) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-260-05660-1
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-89592-891-5
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-524-24918-3


タイトル  薬物療法（2）　⾎管系作動薬 

担当者（所属）  松浦　勝久 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/10/13(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  先天性⼼疾患（1） 

担当者（所属）  原⽥　元 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/10/14(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  検査（1)　⼼電図① 

担当者（所属）  柳下　⼤悟 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,PS-02-06-03,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/10/14(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  検査（2)　⼼電図② 

担当者（所属）  柳下　⼤悟 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-03,PS-02-06-03,CS-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/10/14(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  ⾼⾎圧、⾼⾎圧性⼼疾患 

担当者（所属）  志賀　剛 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-04-14,PS-02-06-05,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9. 2026/10/15(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  治療総論、⼼不全の治療 



担当者（所属）  松浦　勝久 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/10/16(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼不全の外科治療 

担当者（所属）  齋藤　聡 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/10/16(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  検査（3）　⼼カテーテル、⼼⾎管造影 

担当者（所属）  ⽵内　⼤⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-03,PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/10/16(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  不整脈（1） 

担当者（所属）  庄⽥　守男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/10/16(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  不整脈（2） 

担当者（所属）  庄⽥　守男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/10/19(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  検査（4）　胸部Ｘ線、ＣＴ、ＭＲI、核医学 

担当者（所属）  百瀬　満 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系,PS-02-06-03,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/10/20(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  先天性⼼疾患（2） 

担当者（所属）  稲井　慶 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,[別表]循環器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2026/10/20(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  虚⾎性⼼疾患（2） 

担当者（所属）  ⼭⼝　淳⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-03,PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2026/10/21(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  虚⾎性⼼疾患（3） 

担当者（所属）  柴橋　英次 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-02,PS-02-06-03,PS-02-06-04,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

1
8.

2026/10/26(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  先天性⼼疾患の外科治療（1） 

担当者（所属）  新川　武史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

1
9.

2026/10/26(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  先天性⼼疾患の外科治療（2） 

担当者（所属）  新川　武史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01 



講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
0.

2026/10/26(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼤動脈瘤のステントグラフト治療 

担当者（所属）  東　隆 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
1.

2026/10/26(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  弁膜疾患 

担当者（所属）  村崎　かがり 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,PS-02-06-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
2.

2026/10/26(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ⼤動脈、その他の脈管疾患 

担当者（所属）  濵﨑　安純 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-01,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
3.

2026/10/27(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  診断　⼩児 

担当者（所属）  － － 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
4.

2026/10/27(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  臨床疫学 

担当者（所属）  嵐　弘之 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  GE-01-04-04,GE-01-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 



2
5.

2026/10/28(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  弁膜症の外科 

担当者（所属）  齋藤　聡 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,PS-02-06-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
6.

2026/10/29(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼼筋疾患、⼼膜・⼼内膜疾患 

担当者（所属）  南　雄⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-03,[別表]循環器系,PS-02-06-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7.

2026/10/29(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  地域志向の循環器プライマリケア 

担当者（所属）  ⼸野　⼤ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

GE-02-02-01,GE-02-02-02,GE-02-02-04,GE-02-02-05,GE-02-03-01,GE-02-04-01,GE-02-04-
02,GE-03-06-01,GE-03-06-02,GE-04-06-03,GE-03-06-05,GE-03-06-06 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
8.

2026/10/30(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  肺⾼⾎圧、肺性⼼、腫瘍、その他 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-05,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2026/10/30(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  検査（5）　⼼臓超⾳波① 

担当者（所属）  島⽥　⾐⾥⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
0.

2026/11/04(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 



タイトル  検査（6）　⼼臓超⾳波② 

担当者（所属）  － － 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-06-03,[別表]基本的臨床⼿技 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
1.

2027/02/04(⽊) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
2.

2027/02/04(⽊) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
3.

2027/02/24(⽔) １時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
4.

2027/02/24(⽔) ２時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  新浪　博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   34 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

呼吸器系１ 

科⽬責任者(所属)

多賀⾕　悦⼦

到達⽬標

呼吸器疾患について学修するにあたり、その理解を円滑にするため講義と実習により呼吸器系の形態、機能と基本的病態像について学ぶ。呼吸器の正常構造で
は、気道や肺の構築に加え臓器発⽣や微細構造、胸郭系を含め学修し、呼吸器の機能や病的異常への総合的理解の基礎を形成する。呼吸器の機能は、酸
素の取り込みや炭酸ガスの排出などのガス交換や⾮呼吸性の代謝機能を通して⽣体のホメオスターシス維持に重要な働きをしていることを理解する。
以上の呼吸器系の構造・機能の基礎的学修をふまえた上で、換気障害、循環障害、免疫異常、病理検査について概括的に学修し、呼吸器系2の個別的疾患
を学ぶための基礎とする。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

⼈体の正常な構造と機能を説明できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-① 
⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-② 
データを読み解釈できる。 Ⅰ-1-B-(1-2)-① 
実習に必要な技術を実践できる。 Ⅰ-1-C-(1-2)-① 
安全に配慮して実習・研修を⾏える。 Ⅰ-1-C-(1-2)-② 
現象・事例から学ぶべきことを発⾒できる。 Ⅰ-2-A-(1-2)-① 
問題解決のための情報収集ができる。 Ⅰ-3-A-(1-2)-① 
情報に即して適切な解決⽅法を導くことができる。 Ⅰ-3-B-(1-2)-① 
問題解決結果の妥当性を評価できる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-① 
研究・実習の報告書が作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-② 
⽂書の要約を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-③ 
簡潔で要点が明確な質問と回答ができる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-① 
⾃⼰学修の結果を適切に伝えられる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-③ 
現象の原因・機序を検索できる。 Ⅰ-5-A-(1-2)-① 
実験・実習などで得られた結果を評価し予想との相違を明確にできる。 Ⅰ-5-A-(1-2)-② 
⾃分の学び⽅を知り、効果的な学び⽅に発展させられる。 Ⅱ-2-D-(1-2)-① 
真摯に学びを励⾏できる。 Ⅱ-2-D-(1-2)-② 
⾃分の考えの根拠を説明できる。 Ⅱ-4-A-(1-2)-① 
共通の⽬標を設定できる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-① 

学修（教育）⽅法

講義・実習・TBL 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

筆記試験を80％、実習点を20％で成績とする。筆記試験の出題内容は評価項⽬のリストに相当する。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

上⽪組織と腺の構造と機能について理解している。 PS-01-02-10 
⽀持組織を構成する細胞と細胞間質（線維成分と基質）について理解している。 PS-01-02-11 
⾎管とリンパ管の微細構造と機能について理解している。 PS-01-02-12 
神経組織の微細構造について理解している。 PS-01-02-13 
筋組織について、⾻格筋、⼼筋、平滑筋の構造と機能を対⽐して理解している。 PS-01-02-14 
⽣体の恒常性維持と適応、恒常性維持のための調節機構（フィードバック調節）について理解している。 PS-01-02-19 
呼吸器系の構造と機能について基本的事項について理解している。 PS-02-07-01 
呼吸器系でみられる症候について理解している。 PS-02-07-02 
呼吸器系で⾏う検査⽅法について基本的事項を理解している。 PS-02-07-03 
呼吸器系疾患に特異的な治療法について基本的事項を理解している。 PS-02-07-04 
呼吸器系の疾患・病態について病因、疫学、症候、検査、診断、治療法を理解している。 PS-02-07-05 
⽿⿐・咽喉・⼝腔系の構造と機能について基本的事項を理解している。 PS-02-16-01 

TWMU
長方形



代表的な市中感染症の原因微⽣物について理解している。 PS-03-03-01 
代表的な医療関連感染の原因微⽣物について理解している。 PS-03-03-02 
代表的な免疫不全患者の罹患しやすい微⽣物について概要を理解している。 PS-03-03-03 
薬剤耐性の現状、代表的な薬剤耐性菌（メチシリン耐性⻩⾊ブドウ球菌等）と抗菌薬適正使⽤等の予防策について
理解している。 PS-03-03-04 

患者（宿主）、感染臓器・部位、原因微⽣物の関係について理解している。 PS-03-03-05 
代表的な市中感染症のリスク因⼦、感染経路・侵⼊⾨⼾、病態⽣理について理解している。 PS-03-03-06 
代表的な医療関連感染のリスク因⼦、感染経路・侵⼊⾨⼾、病態⽣理を理解している。 PS-03-03-07 
敗⾎症と⾎流感染の相違を理解し、病態について理解している。 PS-03-03-08 
新興感染症等についてその感染経路を理解し、必要な感染対策を理解している。 PS-03-03-09 
医療⾯接と⾝体所⾒から感染臓器と原因微⽣物を想定し理解している。 PS-03-03-10 
医療⾯接と⾝体診察から想定した原因微⽣物の診断⽅法について理解している。 PS-03-03-11 
発熱患者への基本検査（⾎液培養2セット、尿検査・尿培養、胸部エックス線写真等）について理解している。 PS-03-03-12 
抗菌薬投与の原則（抗菌薬投与前に培養検体を提出する、微⽣物と臓器による標準薬を選択し投与期間を設定す
る）について理解している。 PS-03-03-13 

抗菌薬の初期治療（経験的治療）について理解している。 PS-03-03-14 
抗菌薬の最適治療（標的治療）について理解している。 PS-03-03-15 
ワクチン予防可能な疾患について理解している(表1)。 PS-03-03-16 
職業感染対策（ワクチン接種、針刺切創・体液曝露、結核曝露等）について理解している。 PS-03-03-17 
標準予防策（スタンダード・プリコーション）、感染経路別予防策（⾶沫感染予防策、接触感染予防策、空気感染予
防策等）が必要となる病原微⽣物、患者から医療従事者への病原微⽣物曝露を防ぐための個⼈防護具、予防接種
等、医療従事者の体液曝露後の感染予防策について理解している。 

PS-03-03-18 

腫瘍性疾患発症の遺伝的素因・基礎疾患・感染症・環境⽣活習慣等のリスク因⼦、腫瘍の予防・検診について理解し
ている。 PS-03-04-03 

腫瘍マーカー、バイオマーカー、がん遺伝⼦パネル検査等、腫瘍に特化した検査とその所⾒について概要を理解している。 PS-03-04-04 
腫瘍の⽣検・細胞診や病理検査とその所⾒について概要を理解している。 PS-03-04-06 
腫瘍のTNM分類、ステージについて概要を理解している。 PS-03-04-07 
がんの症候について理解している(表2-19)。 PS-03-04-08 
主な胸部腫瘍（呼吸器系）の症候、診断、治療について概要を理解している。 PS-03-04-13 
病歴（主訴、現病歴、常⽤薬、アレルギー歴、既往歴、家族歴、嗜好、⽣活習慣、社会歴・職業歴、⽣活環境、家庭
環境、海外渡航歴、システムレビュー）を聴き取り、情報を取捨選択し整理できる。 CS-01-01-02 

検査に関する基本的臨床⼿技(表7)を実施できる。 CS-03-01-01 
治療に関する基本的臨床⼿技(表7)を実施できる。 CS-03-02-01 
⾔語的コミュニケーション技能を発揮して、良好な⼈間関係を築くことができる。 CM-01-01-01 
患者や家族に敬意を持った⾔葉遣いや態度で接することができる。 CM-01-01-03 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の呼吸器内科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『Principles of Internal Medicine, 21st ed.,』 Dennis L. Kasper 
McGraw-Hill 978126426850

4 2022 

2. 『Pulmonary Diseases and Disorders, 6th e
d.,』 Alfred P. Fishman 

McGraw-Hill 978126047398
8 2023 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781264268504
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781264268504
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781260473988
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781260473988


3. 『Sabiston Textbook of Surgery　18th.ed.』 Courtney M. Townsend, Jr 
Saunders 978141603675

3 2005 

4. 『Surgery of the Chest 8th.ed.』 Sellke, FW 
Saunders 978141605225

8 2007 

5. 『Principles of Surgery　9th.ed.』 F. Charles Brunicardi 
McGraw-Hill 978007160636

3 2011 

6. 『ハイツマン肺の診断 : X線所⾒と病理所⾒の相関　
第3版』 ハイツマン著 ; 太⽥保世 [ほか] 訳 

医学書院MYW 978489592503
7 1999 

7. 『よくわかる酸塩基平衡』 北岡建樹著 
永井書店 978481591777

7 2007 

8. 『臨床呼吸機能検査』 ⽇本呼吸器学会肺⽣理専⾨委員会編
集 

メディカルレビュー社 978477921680
0 2016 

9. 『内科学　第12版』 ⽮崎義雄・⼩室⼀成　総編集 
朝倉書店 978425432280

4 2022 

10. 『ハリソン内科学　第5版』 福井次⽮・⿊川 清　⽇本語版監修 
メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル 978489592873

1 
2017 

11. 『全部⾒える呼吸器疾患︓スーパービジュアル』 ⽟置淳監修 
成美堂出版 978441531683

3 2013 

12. 『A Textbook of Medicine 22th.ed.』 Lee Goldman, Dennis Ausiello 
Saunders 

072169652X 
2003 

13. 『呼吸器外科学』 藤井義敬編 
南⼭堂 978452531214

5 2009 

14. 『肺癌診療ガイドライン　2024年版』 ⽇本肺癌学会 
⾦原出版 978430720486

6 2024 

15. 『胸部 画像診断の勘ドコロNEO』 髙橋雅⼠ 編集 
メジカルビュー社 978475832103

7 2023 

16. 『ウエスト呼吸⽣理学⼊⾨　正常肺編 第2版』 ジョン B ウエスト著 ; 桑平⼀郎訳 
メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル 978489592871

7 
2017 

17. 『ウエスト呼吸⽣理学⼊⾨　疾患肺編 第2版』 ジョン B ウエスト著 ; 桑平⼀郎・堀江孝
⾄訳 

メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル 978481570116

1 
2018 

18. 『新版　胸部単純Ｘ線診断』 林邦昭・中⽥肇 編著 
学研メディカル秀潤社 978487962228

0 2000 

19. 『気管⽀の枝読みで考える 胸部画像診断⼊⾨』 佐藤 功 
⽇本医事新報社 978478496330

0 2022 

20. 『肺HRCT　原書5版』 ⻄村直樹 監修、松迫正樹・仁多寅彦
監訳 

丸善出版 978462130030
5 2016 

21. 『シンプル呼吸器学』 興梠 博次　編 
南江堂 978452426983

9 2015 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416036753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416036753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416052258
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416052258
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071606363
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071606363
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895925037
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895925037
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815917777
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815917777
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784779216800
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784779216800
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322804
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322804
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928731
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928731
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784415316833
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784415316833
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=072169652X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525312145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525312145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307204866
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307204866
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758321037
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758321037
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928717
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895928717
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815701161
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815701161
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784879622280
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784879622280
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784784963300
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784784963300
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621300305
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621300305
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524269839
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524269839


1.

2026/08/24(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  呼吸器正常構造（1）　呼吸器の発⽣、構造① 

担当者（所属）  北原　秀治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-16-01,[別表]⽿⿐・咽喉・⼝腔系 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/08/24(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  呼吸器正常構造（2）　呼吸器の発⽣、構造② 

担当者（所属）  北原　秀治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-23,PS-01-02-25,[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-16-01,[別表]⽿⿐・咽喉・⼝腔系 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/09/04(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⾮呼吸性肺機能 

担当者（所属）  中村　史雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/09/07(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  腫瘍性肺疾患 

担当者（所属）  中村　史雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-03-04-13,[別表]疾患,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/09/14(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  呼吸器疾患の主要兆候と⾝体所⾒ 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02,[別表]呼吸器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6. 2026/09/14(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 



タイトル  病理（1）　肺の病理① 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-05,【別表】 疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/09/14(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病理（2）　肺の病理② 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-05,【別表】 疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/09/15(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  呼吸メカニズム（5）　呼吸と酸塩基平衡 

担当者（所属）  宮⽥　⿇理⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾患,PS-01-02-19 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/09/15(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  呼吸メカニズム（6）　総括と実習の説明 

担当者（所属）  
宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
丸⼭　拓真 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/09/16(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  呼吸メカニズム（1）　呼吸運動と換気⼒学① 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/09/16(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 



タイトル  呼吸メカニズム（2）　呼吸運動と換気⼒学② 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/09/16(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  呼吸メカニズム（3）　肺におけるガス交換 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/09/16(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  呼吸メカニズム（4）　⾎液によるガス運搬 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/09/17(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  呼吸器正常構造（3）　肺の微細構造① 

担当者（所属）  菊⽥　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-01-02-10,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-14,PS-02-16-0
1 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/09/17(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  呼吸器正常構造（4）　肺の微細構造② 

担当者（所属）  菊⽥　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-01-02-10,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-14,PS-02-16-0
1 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2026/09/17(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病態と検査（4）　気道、肺胞アレルギー 



担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2026/09/18(⾦) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  微細構造実習（2） 呼吸器系組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-01-02-10,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-14,PS-02-16-0
1 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

1
8.

2026/09/18(⾦) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  微細構造実習（2） 呼吸器系組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-01-02-10,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-14,PS-02-16-0
1 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

1
9.

2026/09/18(⾦) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  微細構造実習（2） 呼吸器系組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-01-02-10,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-14,PS-02-16-0
1 



講義資料番号/連番(L
MS)   29 

2
0.

2026/09/24(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病態と検査（3）呼吸器感染症 

担当者（所属）  菊池　賢 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-01,PR-01-01-02,PR-01-02-01,PR-01-02-02,PR-02-01-01,PR-02-01-01,PR-02-01-0
2,PR-02-02-01,PR-02-02-02,PR-02-02-01,PR-02-02-02,PR-03-01-01,PR-03-02-01,PR-04-01
-01,PR-04-01-02,PR-04-01-03,GE-04-01-04,GE-04-01-05,GE-04-01-06,GE-04-02-01,GE-04-
02-02,GE-04-03-01,GE-04-03-02,GE-04-01-01,GE-04-01-02,GE-04-01-03,GE-04-01-04,GE-
04-01-05,GE-04-01-06,GE-01-05-01,GE-01-05-02,GE-01-05-03,GE-01-06-01,GE-01-06-03,
GE-02-01-01,GE-02-01-02,GE-02-02-01,GE-02-02-02,GE-02-02-03,GE-02-02-04,GE-02-03-
01,GE-02-04-01,GE-02-04-02GE-03-01-01,GE-03-01-02,GE-03-01-03,GE-03-02-05,LL-01-0
1-01,LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-01-02-02,LL-02-01-01,LL-02-01-02,LL-02-01-03,RE-01-0
1-01,RE-01-01-02,RE-01-02-01,RE-01-01-02,RE-02-01-01,RE-02-02-01,RE-03-01-01,RE-0
3-02-01,RE-03-03-01,RE-03-03-02,PS-01-03-01,PS-01-03-02,PS-01-03-03,PS-01-03-04,PS
-01-03-05,PS-01-03-06,PS-01-03-07,PS-01-03-08,PS-01-03-09,PS-01-03-10,PS-01-03-11,P
S-01-03-12,PS-01-03-13,PS-01-03-14,PS-01-03-15,PS-01-03-16,PS-01-03-17,PS-01-03-1
8,PS-01-03-26,PS-01-03-27,PS-02-07-03,PS-02-08-01,PS-03-03-01,PS-03-03-02,PS-03-03
-03,PS-03-03-04,PS-03-03-05,PS-03-03-06,PS-03-03-07,PS-03-03-08,PS-03-03-09,PS-03-
03-10,PS-03-03-11,PS-03-03-12,PS-03-03-13,PS-03-03-14,PS-03-03-15,PS-03-03-16,PS-0
3-03-17,PS-03-03-18 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

2
1.

2026/09/24(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  呼吸器正常構造（5）　縦隔 

担当者（所属）  有村　健 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

2
2.

2026/10/01(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  呼吸器正常構造（6）　画像診断① 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
3.

2026/10/01(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  呼吸器正常構造（7）　画像診断② 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-03 



講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
4.

2026/10/02(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  病態と検査（5)　閉塞性、拘束性換気障害 

担当者（所属）  神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
5.

2026/10/02(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病態と検査（6）　不均等分布と拡散障害 

担当者（所属）  神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
6.

2026/10/06(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病態と検査（7）　内視鏡 

担当者（所属）  有村　健 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-02,GE-01-01-04,CS-03-02-01,CS-03-01-01,LL-01-01-02,LL-01-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
7.

2026/10/07(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病態と検査（1）　急性呼吸不全 

担当者（所属）  桂　秀樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
8.

2026/10/07(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病態と検査（2）　慢性呼吸不全 

担当者（所属）  桂　秀樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 



2
9.

2026/10/08(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理（3）　肺の病理③ 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

3
0.

2026/10/13(⽕) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病理学的実習（2）　呼吸器系の病理 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-05,【別表】 疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
1.

2026/10/13(⽕) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  病理学的実習（2）　呼吸器系の病理 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-05,【別表】 疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
2.

2026/11/26(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（1）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
3.

2026/11/26(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（2）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真



児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
4.

2026/11/26(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（3）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
5.

2026/11/27(⾦) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（4）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
6.

2026/11/27(⾦) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（5）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
7.

2026/11/27(⾦) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（6）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   37 

3
8.

2026/11/30(⽉) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（7）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   38 

3
9.

2026/11/30(⽉) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（8）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   39 



4
0.

2026/11/30(⽉) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（9）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   40 

4
1.

2026/12/03(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（10）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   41 

4
2.

2026/12/03(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（11）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   42 

4
3.

2026/12/03(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（12）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史



河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   43 

4
4.

2026/12/08(⽕) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（13）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   44 

4
5.

2026/12/08(⽕) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（14）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   45 

4
6.

2026/12/08(⽕) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（15）スパイロメトリー、e-ラーニング（⼤実習室2）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   46 

4
7.

2026/12/10(⽊) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  ⽣理学的実習（16）スパイロメトリー、e-ラーニング（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   47 

4
8.

2026/12/10(⽊) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  ⽣理学的実習（17）スパイロメトリー、e-ラーニング（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   48 

4
9.

2026/12/10(⽊) ５時限 実習 － 15:15-16:25 

タイトル  ⽣理学的実習（18）スパイロメトリー、e-ラーニング（PC室1）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

宮⽥　⿇理⼦
植⽥　禎史
河村　寿⼦
丸⼭　拓真
児⽟　貴史
加世堂　⻯太郎
佐藤　由宇
夏堀　晃世 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,CM-01-01-0
1,CM-01-01-03,RE-04-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   49 



5
0.

2027/01/05(⽕) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（1）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   50 

5
1.

2027/01/05(⽕) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（1）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   51 

5
2.

2027/01/05(⽕) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（1）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   52 

5
3.

2027/01/08(⾦) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（2）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   53 

5
4.

2027/01/08(⾦) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（2）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 



講義資料番号/連番(L
MS)   54 

5
5.

2027/01/08(⾦) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（2）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   55 

5
6.

2027/01/12(⽕) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（3）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   56 

5
7.

2027/01/12(⽕) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（3）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   57 

5
8.

2027/01/12(⽕) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（3）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   58 

5
9.

2027/01/14(⽊) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（4）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   59 

6
0.

2027/01/14(⽊) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（4）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   60 

6
1.

2027/01/14(⽊) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（4）　スパイロメトリー（臨床）　 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充
神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-01,PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-04,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   61 

6
2.

2027/02/05(⾦) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   62 

6
3.

2027/02/05(⾦) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   63 

6
4.

2027/02/24(⽔) ３時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   64 

6
5.

2027/02/24(⽔) ４時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   65 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

呼吸器系２ 

科⽬責任者(所属)

神崎　正⼈

到達⽬標

「呼吸器系2」は、肺疾患を中⼼とした胸膜・胸壁・横隔膜より構成されている。肺疾患は、換気障害のみならず循環障害、⾎液疾患、感染症、神経・筋疾患、
アレルギー・免疫疾患、内分泌疾患、悪性疾患など幅広い分野の知識を必要とする。疾患数も多く記憶すべき事柄も多い。ブロック1「⼈間⽣物学」、ブロック2
「臨床総論」、「臨床診断総論」、「病因と病態」、「呼吸器系Ⅰ」で学んだ知識をもとに種々の疾患の病態⽣理を理解することが最も重要である。このためには講
義のみならず⾃⼰学修にも充分な時間を必要とする。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

⼈体の正常な構造と機能を説明できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-① 
⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-② 
真摯に学びを励⾏できる。 Ⅱ-2-D-(1-2)-② 

学修（教育）⽅法

講義 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数(100%)を科⽬の評価点とする。筆記試験の出題内容は評価項⽬のリストに相当する。
ただし、定期試験を受けるには当該科⽬の授業に３分の２以上の出席が定期試験の受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

1)気道の構造、肺葉・肺区域と肺⾨の構造を説明できる。 [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 
2)肺循環と体循環の違いを説明できる。 [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 
3)縦隔と胸膜腔の構造を説明できる。 [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 
4)呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。 [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 
5)肺性⼼の病因、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
6)急性呼吸促(窮)迫症候群(acute respiratory distress syndrome <ARDS>)の病因、症候と治療を説明で
きる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 

7)肺⾎栓塞栓症の病因、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
8)肺⾼⾎圧症を概説できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
9)気管⽀拡張症の症候、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
10) 無気肺の病因と診断を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
11) 新⽣児呼吸促迫症候群の症候、病態、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
12) 肺リンパ脈管筋腫症を概説できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
13) 肺胞タンパク症を概説できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
14) 胸膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
15) 気胸（⾃然気胸、緊張性気胸、外傷性気胸）の病因、症候、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 
16) 縦隔気腫の病因、症候と診断を説明できる。 [別表]疾患,PS-02-07-05 

17) 胸膜⽣検の適応を説明できる。 PS-02-07-03,[別表]呼吸器系,[別
表]疾患,PS-02-07-05 

18) 肺癌の組織型、病期分類、病理所⾒、診断、治療を説明できる。 [別表]疾患 
19) 転移性肺腫瘍の診断と治療を説明できる。 [別表]疾患 
20) 縦隔腫瘍の種類を列挙し、診断と治療を説明できる。 [別表]疾患 
21) 胸膜中⽪腫の病因、診断、治療を概説できる。 [別表]疾患 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

TWMU
長方形



評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の呼吸器外科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『Principles of Internal Medicine 16th.e
d.』 Dennis L. Kasper 

McGraw-Hill 978007180215
4 2006 

2. 『Pulmonary Diseases and Disorders 3
rd.ed.』 Alfred P. Fishman 

McGraw-Hill 
007911167X 

2002 

3. 『Sabiston Textbook of Surgery　18th.e
d.』 Courtney M. Townsend, Jr 

Saunders 978141603675
3 2005 

4. 『Surgery of the Chest 8th.ed.』 Sellke, FW 
Saunders 978141605225

8 2007 

5. 『Principles of Surgery　9th.ed.』 F. Charles Brunicardi 
McGraw-Hill 978007160636

3 2011 

6. 『臨床呼吸器外科』 渡辺洋宇, 藤村重⽂, 加藤治⽂編集 
医学書院 

4260122517 
2003 

7. 『ハイツマン肺の診断 : X線所⾒と病理所⾒の
相関』 ハイツマン著 ; 太⽥保世 [ほか] 訳 

医学書院MYW 
4872670086 

1995 

8. 『よくわかる酸塩基平衡』 北岡建樹著 
永井書店 978481591777

7 2007 

9. 『臨床呼吸機能検査』 ⽇本呼吸器学会肺⽣理専⾨委員会編集 
メディカルレビュー社 978477921680

0 2016 

10. 『内科学』 ⽮崎義雄総編集 
朝倉書店 978425432261

3 2013 

11. 『ハリソン内科学 1,2』 デニス L. カスパー [ほか] 編 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル 978489592734

5 
2013 

12. 『胸部X線写真ベスト・テクニック』 齋⽥幸久著 
医学書院 978426001768

8 2013 

13. 『全部⾒える呼吸器疾患︓スーパービジュア
ル』 ⽟置淳監修 

成美堂出版 978441531683
3 2013 

14. 『A Textbook of Medicine 22th.ed.』 Lee Goldman, Dennis Ausiello 
Saunders 

072169652X 
2003 

15. 『呼吸器外科学』 藤井義敬編 
南⼭堂 978452531214

5 2009 

16. 『呼吸調節のしくみ』 川上義和編集 
⽂光堂 

4830617136 
1997 

17. 『肺癌取扱い規約 8版』 ⽇本肺癌学会編 
⾦原出版 978430720366

1 2017 

18. 『EBMの⼿法による肺癌診療ガイドライン　200
5年版』 ⽇本肺癌学会 

⾦原出版 
4307202163 

2005 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071802154
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071802154
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=007911167X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416036753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416036753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416052258
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416052258
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071606363
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071606363
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4260122517
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4872670086
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815917777
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784815917777
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784779216800
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784779216800
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322613
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322613
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895927345
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895927345
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260017688
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260017688
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784415316833
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784415316833
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=072169652X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525312145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784525312145
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4830617136
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307203661
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784307203661
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4307202163


19. 『胸部X線写真の読み⽅』 ⼤場覚著 
中外医学社 

4498013336 
2001 

20. 『ウエスト呼吸⽣理学⼊⾨　正常肺編』 ジョン B ウエスト著 ; 桑平⼀郎訳 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル 978489592605

8 
2009 

21. 『ウエスト呼吸⽣理学⼊⾨　疾患肺編』 ジョン B ウエスト著 ; 桑平⼀郎訳 
メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル 978489592606

5 
2009 

22. 『呼吸器外科テキスト』 ⽇本呼吸器外科学会／呼吸器外科専⾨医合
同委員会 

南江堂 978485242585
81 2016 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/10/28(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  閉塞性肺疾患（1） 

担当者（所属）  桂　秀樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/10/28(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  閉塞性肺疾患（2） 

担当者（所属）  桂　秀樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/11/02(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  アレルギー性気道・肺疾患（1） 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4498013336
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895926058
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895926058
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895926065
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784895926065
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=97848524258581
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=97848524258581


4.

2026/11/02(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  アレルギー性気道・肺疾患（2） 

担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-03,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/11/02(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  拘束性肺疾患（１） 

担当者（所属）  近藤　光⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/11/02(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  拘束性肺疾患（２） 

担当者（所属）  近藤　光⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/11/05(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  肺腫瘍(３) 

担当者（所属）  ⻄内　正樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]疾患,PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-01-04-21,PS-01-04-22,PS-01-04-23,PS-03-04-06,P
S03-04-01,PS-03-04-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/11/05(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  肺腫瘍（2） 

担当者（所属）  有村　健 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]疾患,PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-03-04-06,PS-03-04-01,PS-03-04-07,PS-01-04-21,P
S-01-04-22,PS-01-04-23,PS-03-04-13, 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9. 2026/11/05(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 



タイトル  外傷・異物 

担当者（所属）  松本　卓⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/11/05(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  先天性肺疾患 

担当者（所属）  松本　卓⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/11/05(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  物理・化学的原因による肺障害 

担当者（所属）  ⾚⽻　朋博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05,[別表]救急・集中治療 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/11/06(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  肺循環障害 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]疾患,PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-03-04-06,PS-03-04-01,PS-03-04-07,PS-01-04-21,P
S-01-04-22,PS-01-04-23 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/11/06(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  肺腫瘍（5） 

担当者（所属）  光星　翔太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-01-04-19,PS-03-04-06,PS-03-04-01,PS-03-04-07,PS-01-04-22, 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/11/06(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  タバコによる肺障害と禁煙指導 



担当者（所属）  多賀⾕　悦⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-01-03-01,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/11/09(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  肺癌ならびに縦隔腫瘍の放射線治療 

担当者（所属）  橋本　弥⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
6.

2026/11/09(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  感染性肺疾患（1） 

担当者（所属）  ⼋⽊　理充 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-07-01,PS-02-07-02,
PS-02-07-03,PS-02-07-04,
PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

1
7.

2026/11/09(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  呼吸管理、⼈⼯呼吸 

担当者（所属）  神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-02,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

1
8.

2026/11/09(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  呼吸中枢の異常 

担当者（所属）  神尾　敬⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

1
9.

2026/11/09(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  全⾝疾患と肺病変 

担当者（所属）  近藤　光⼦ 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
0.

2026/11/10(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  感染性肺疾患(4)　呼吸器寄⽣⾍ 

担当者（所属）  有末　伸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-03-13, PS-01-03-26,PS-02-07-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
1.

2026/11/10(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  感染性肺疾患(5)　国際的動向 

担当者（所属）  岩下　華⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-05-02-01,SO-05-02-02.SO-05-02-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
2.

2026/11/10(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  感染性肺疾患（2） 

担当者（所属）  ⼩林　治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
3.

2026/11/10(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  感染性肺疾患（3） 

担当者（所属）  ⼩林　治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
4.

2026/11/11(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  呼吸器異常構造、画像診断（1） 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-05,[別表]呼吸器系,[別表]疾患 



講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
5.

2026/11/11(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  呼吸器異常構造、画像診断（2） 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-07-02,PS-02-07-03,PS-02-07-05,[別表]呼吸器系,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
6.

2026/11/12(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  感染性肺疾患（6）　嚢胞および拡張性気管⽀・肺疾患 

担当者（所属）  松本　卓⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,PS-02-07-02, [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
7.

2026/11/12(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  睡眠時無呼吸症候群 

担当者（所属）  ⼭⼝　佳壽博 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
8.

2026/11/16(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  肺腫瘍(1) 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-01-02-07-05,[別表]呼吸器系,PS-02-07-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

2
9.

2026/11/16(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  縦隔疾患(1) 

担当者（所属）  井坂　珠⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾患,PS-02-07-05, 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 



3
0.

2026/11/16(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  胸膜疾患 

担当者（所属）  宮野　裕 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05,PS-02-07-03,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05,PS-02-07-02, 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
1.

2026/11/16(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  肺腫瘍（4） 

担当者（所属）  ⻘島　宏枝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]疾患,PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-03-04-06,PS-03-04-01,PS-03-04-07,PS-01-04-21,P
S-01-04-22,PS-01-04-23, 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
2.

2026/11/16(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  縦隔疾患（2） 

担当者（所属）  ⻘島　宏枝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]呼吸器系,PS-02-07-01,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
3.

2026/11/19(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  横隔膜・胸壁疾患 

担当者（所属）  井坂　珠⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-02-07-05,PS-02-07-03,[別表]呼吸器系,[別表]疾患,PS-02-07-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

3
4.

2027/02/08(⽉) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
5.

2027/02/08(⽉) ２時限 試験 － 10:00-11:30 



タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
6.

2027/02/25(⽊) １時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
7.

2027/02/25(⽊) ２時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  神崎　正⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   37 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

腎尿路系１ 

科⽬責任者(所属)

星野　純⼀

到達⽬標

⽣命を⽀える機能別単位として、セグメント4では循環器系、呼吸器系と腎尿路系について学修する。腎尿路系1では、まず正常な腎・尿路の解剖と⽣理を学修
する。その上で病的状態における調節機構を知り、その程度や質を評価するための腎機能検査と診断⽅法、さらに様々な疾患における主要な症候と病態につい
て学修する。腎尿路系では他の機能系以上に病理の知識が要求されるため、その各論を終了して腎尿路系2 に進み、その後に改めて腎⽣検として組織所⾒に
ついての総括を⾏う。下部尿路機能、特に排尿機能については異常をきたすと上部尿路（腎）機能にも影響を及ぼす。排尿機能を評価する検査及び機能の
評価⽅法を学ぶ。腎・尿路系の形態変化を確認する画像および内視鏡検査の適応と検査⼿技について学修し、腎・尿路系の正常画像を理解することにより疾
患鑑別診断の基本とする。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-② 
データを読み解釈できる。 Ⅰ-1-B-(1-2)-① 
現象・事例から学ぶべきことを発⾒できる。 Ⅰ-2-A-(1-2)-① 
事象、現象、観察などからその原因について考えられる。 Ⅰ-2-B-(1-2)-② 
問題解決のための情報収集ができる。 Ⅰ-3-A-(1-2)-① 
情報に即して適切な解決⽅法を導くことができる。 Ⅰ-3-B-(1-2)-① 
問題解決結果の妥当性を評価できる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-① 
⾃分の考えを他者に伝えることができる。 Ⅰ-4-A-(1-2)-① 
⽂書の要約を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-③ 
⾃⼰学修の結果を適切に伝えられる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-③ 
現象の原因・機序を検索できる。 Ⅰ-5-A-(1-2)-① 
問題解決の適切性を評価できる。 Ⅰ-5-B-(1-2)-② 
他者を尊重して対話ができる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-② 
意⾒の異なる他者の意⾒を尊重し対処できる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-③ 
他者の話を聴くことができる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-① 
役割分担を確実に実践できる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-③ 

学修（教育）⽅法

講義・実習・TBL 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

評価は講義の出席や態度、実習の参加態度やレポートなどの提出物、定期試験結果を総合的に判断して⾏う。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

 D-8-1) 
1. 腎尿路系疾患における主要な症候と病態を理解し、説明できる。 D-8-1) 
2. 腎尿路系疾患における調節機構を評価するための腎機能検査と診断⽅法を理解し、説明できる。 D-8-1) 
3. 腎疾患の診断に最も重要な検査である腎⽣検についてその組織所⾒を理解し、説明できる。 D-8-2) 
4. 下部尿路機能、特に排尿機能を評価する検査及び機能の評価⽅法を理解し、説明できる。 D-8-3) 
5. 腎・尿路系の形態変化を確認する画像および内視鏡検査の適応と検査⼿技を理解し、説明できる。 D-8-2) 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

TWMU
長方形



上記の評価項⽬について定期試験にて100点満点にて点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上） A.良く理解している（80%以上90%未
満）B.平均的に理解している（70%以上80%未満）C.最低限は理解している（60%以上70%未満）D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれか
として判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

〇 ⼤学病院の腎臓内科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『Heptinstall's Pathology of the Kidney 8th ed.』 J. Charles, Jennette 
Wolters Kluwer Healt
h 978197516

1538 
2023 

2. 『The Kidney 11th.ed.』 Barry M. Brenner 
Elsevier 978032353

2655 2020 

3. 『Diagnostic Pathology Kidney Disease 3rd Ed.』 Robert B. Colvin 
Elsevier 978032366

1089 2019 

4. 『The Kidney　6th. Ed.（physiology and pathophys
iology）』 Seldin and Giebisch's 

Academic Press 978012815
3895 2026 

5. 『内科学　第12版』 ⽮崎義雄・⼩室⼀成総編集 
朝倉書店 978425432

2804 2022 

6. 『プロフェッショナル腎臓病学』 南学正⾂ 
中外医学社 978449822

4629 2020 

7. 『内科学書』 南学正⾂ 
中⼭書店 978452174

7491 2019 

8. 『腎⽣検病理アトラス　改訂版』 ⽇本腎病理協会/⽇本腎臓学会　編集 
東京医学社 978488563

2860 2017 

9. 『図説腎臓病学』 東京⼥⼦医科⼤学第四内科 
⽇本医事新報社 478495073

7 2005 

10. 『最新透析医療』 新⽥孝作監修 
医薬ジャーナル社 978475322

7754 2016 

11. 『⾎液浄化療法ハンドブック』 透析療法合同専⾨委員会 
協同医書出版社 978476395

0291 2022 

12. 『Campbell-Walsh Urology　12th ed.』 A.W.Partin 
Elsevier 978032354

6423 2021 

13. 『General Urology 19th ed.』 Jack W. McAninch, Thomas F. Lue,S
mith, Donald R. 

McGraw-Hill 978125983
4332 2020 

14. 『Operative urology : at the Cleveland Clinic』 Novick, Andrew C. 
Williams & Wilkins 978161737

3459 2006 

15. 『Adult and Pediatric Urology　4th ed.』 Gillenwater, Jay Y 
Lippincott Williams &
Wilkins 978078173

2208 
2002 

16. 『標準泌尿器科学　第10版』 並⽊幹夫編集 
医学書院 978426004

3533 2021 

17. 『⼩児泌尿器疾患診療ガイドブック : 泌尿器科医,⼩児外科
医,⼩児科医も使える』 島⽥憲次編集 

診断と治療社 978478782
1485 2015 

18. 『腎癌のすべて 改訂第2版』 ⽥邉⼀成編集 
メジカルビュー社 978475831

2608 2014 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781975161538
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781975161538
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323532655
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323532655
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323661089
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323661089
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780128153895
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780128153895
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322804
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322804
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784498224629
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784498224629
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521747491
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521747491
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885632860
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885632860
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4784950737
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4784950737
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784753227754
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784753227754
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784763950291
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784763950291
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323546423
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780323546423
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781259834332
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781259834332
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781617373459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781617373459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780781732208
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780781732208
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260043533
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260043533
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787821485
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787821485
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758312608
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758312608


19. 『ベッドサイド泌尿器科学　改訂第4版』 ⼩川修 [ほか] 編 
南江堂 978452425

0370 2013 

20. 『⼩児末期腎不全の臨床』 服部元史編集 
東京医学社 987488563

7452 2024 

21. 『難治性ネフローゼ症候群巣状分節性⽷球体硬化症　FSG
Sの臨床』 服部元史編集 

東京医学社 978488563
7391 2023 

22. 『⼩児腎臓病学　改訂第3版』 ⽇本⼩児腎臓病学会編集 
診断と治療社 978478782

6763 2025 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/08/28(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎・尿路系ガイダンス　腎疾患の基礎と臨床（腎症候群） 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/09/01(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎・尿路系の局所解剖（１） 

担当者（所属）  ⼩針　悠希 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/09/01(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎・尿路系の局所解剖（2） 

担当者（所属）  ⼩針　悠希 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4. 2026/09/01(⽕) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524250370
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524250370
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9874885637452
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9874885637452
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885637391
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885637391
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787826763
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787826763


タイトル  腎・尿路系の局所解剖（3） 

担当者（所属）  ⼩針　悠希 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-02-10-01,PS-02-10-0
2,PS-02-10-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/09/04(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎・尿路系の解剖（1）　腎・尿路系の正常構造 

担当者（所属）  近藤　恒徳 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/09/09(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  診断と検査（2）　腎機能検査 

担当者（所属）  潮　雄介 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/09/11(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎・尿路系の⽣理（2）　尿細管における物質の輸送 

担当者（所属）  ⻘⽊　信奈⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/09/28(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  診断と検査（1）　検体検査（免疫学的検査など）・腎⽣検（適応・検査法） 

担当者（所属）  潮　雄介 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9. 2026/09/30(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  主要症候と病態（1）　泌尿器科症候論 



担当者（所属）  吉⽥　⼀彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-0
2,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/09/30(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  診断と検査（3）　腎・尿路の画像診断（検査⽅法と正常像︓下部尿路） 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-02-10-01,PS-02-10-0
2,PS-02-10-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/09/30(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  主要症候と病態⽣理（1）　細胞外液の調節(体液量と⽔電解質、浮腫） 

担当者（所属）  迫⽥　桃⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-0
4 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/09/30(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  特別講義　腎疾患の病態に関する最近の進歩 

担当者（所属）  新⽥　孝作 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-0
3,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/10/07(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  主要症候と病態（2）　排尿機能 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-05-01,PS-02-09-01,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-10-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/10/07(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  主要症候と病態（3）　尿細管疾患 

担当者（所属）  花房　規男 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-0
4 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/10/08(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  診断と検査（4）　腎・尿路の画像診断（検査⽅法と正常像︓上部尿路） 

担当者（所属）  吉⽥　⼀彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-03-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2026/10/08(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  主要症候と病態⽣理（1）　腎の排泄機能と内分泌機能 

担当者（所属）  平野　⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-0
4 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2026/10/09(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  腎・尿路系の解剖（2）　腎・尿路の微細構造① 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

1
8.

2026/10/09(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎・尿路系の解剖（3）　腎・尿路の微細構造② 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

1
9.

2026/10/09(⾦) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  微細構造（3） 腎尿路系 

担当者（所属）  浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦



望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
0.

2026/10/09(⾦) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  微細構造（3） 腎尿路系 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
1.

2026/10/09(⾦) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  微細構造（3） 腎尿路系 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
2.

2026/10/15(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎病理(1)　総論 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
3.

2026/10/15(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 



タイトル  腎病理(2)　各論① 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,PS-02-09-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
4.

2026/10/19(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  主要症候と病態（4）　⽷球体疾患 

担当者（所属）  秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-0
4 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
5.

2026/10/19(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎・尿路系の⽣理（2）　正常⽷球体の機能 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
6.

2026/10/19(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  主要症候と病態⽣理（3）　腎における酸塩基平衡 

担当者（所属）  潮　雄介 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-0
4 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
7.

2026/10/20(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  ⽣化学的実習（1）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 



2
8.

2026/10/20(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  ⽣化学的実習（1）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

2
9.

2026/10/20(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  ⽣化学的実習（1）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
0.

2026/10/21(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  腎病理(3)　各論② 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,PS-02-09-01,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

3
1.

2026/10/21(⽔) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病理学的実習（3）　腎尿路系の病理 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
2.

2026/10/21(⽔) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  病理学的実習（3）　腎尿路系の病理 



担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
3.

2026/10/27(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 1 12:30-13:40 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
4.

2026/10/27(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 1 13:55-15:05 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
5.

2026/10/27(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 1 15:15-16:25 

タイトル  ⽣化学的実習（2）　 

担当者（所属）  

⽥中　正太郎
新敷　信⼈
中村　史雄
瀧澤　光太郎
千村　崇彦
槇原　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-03-01,PS-01-04-13,PS-02-06-03,PS-02-09-03,PS-03-05-04,CS-02-03-0
6 

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
6.

2027/01/05(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（1）　尿沈渣 



担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
7.

2027/01/05(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（1）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   37 

3
8.

2027/01/05(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（1）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   38 

3
9.

2027/01/08(⾦) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（2）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   39 



4
0.

2027/01/08(⾦) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（2）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   40 

4
1.

2027/01/08(⾦) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（2）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   41 

4
2.

2027/01/12(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（3）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   42 

4
3.

2027/01/12(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（3）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   43 

4
4.

2027/01/12(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（3）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   44 

4
5.

2027/01/14(⽊) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  臨床実習（4）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   45 

4
6.

2027/01/14(⽊) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  臨床実習（4）　尿沈渣 

担当者（所属）  

武⽥　志帆
⽯井　瑠美
潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   46 

4
7.

2027/01/14(⽊) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  臨床実習（4）　尿沈渣 

担当者（所属）  武⽥　志帆
⽯井　瑠美



潮　雄介
陶守　仁⼦
伊藤　純
秋久　太良 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   47 

4
8.

2027/02/09(⽕) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   48 

4
9.

2027/02/09(⽕) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   49 

5
0.

2027/02/25(⽊) ３時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   50 

5
1.

2027/02/25(⽊) ４時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  星野　純⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   51 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

腎尿路系２ 

科⽬責任者(所属)

⾼⽊　敏男

到達⽬標

⼈の内部環境（体液）の恒常性（ホメオスターシス）を維持することはその⽣命維持のもっとも基本となるものであり、その主たる担い⼿は腎尿路系である。腎尿
路系1 においてその構造、機能およびその異常について基本的な事柄を学んできた。腎尿路系2 においてはこれらの腎尿路系に⽣じるさまざまな疾患や異常につ
いて病態⽣理をはじめ診断、治療、予防法など具体的臨床的事項について主として学修することになる。極めて重要かつ豊富な学修内容を含んでいるので、学
⽣諸君の⼗分な⾃⼰学修が要求される。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

・⼈体の正常な構造と機能を説明できる Ⅰ-1-Ａ-（1-2）① 
・実習に必要な技術を実践できる Ⅰ-1-Ｃ-（1-2）① 
・安全に配慮して実習・研修を⾏える Ⅰ-1-Ｃ-（1-2）② 
・研修・実習の報告書が作成できる Ⅰ-4-Ｂ-（1-2）② 
・真摯に学び励⾏できる Ⅱ-2-Ｄ-（1-2）② 
・⾃分の考えの根拠を説明できる Ⅱ-4-Ａ-（1-2）① 
・意⾒の異なる他者の意⾒を尊重し対処できる Ⅱ-4-Ｂ-（1-2）③ 

学修（教育）⽅法

講義 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

試験での知識定着の評価に合わせ検討し評価する。最終成績は期末試験で評価し、100点満点の60点以上で合格とする。なお、定期試験を受験できなかっ
た場合は、評価の対象者とならない。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

１） 腎・尿路系の解剖と⽣理機能について理解し説明できる Ｄ-8-1）② 
２） 腎・尿路系に特徴的な臨床検査の意義とその⽅法について説明できる Ｄ-8-2）① 
３） 尿沈渣検査を実際に⾏い尿検査の臨床的意義、結果から推測する疾患について学ぶ Ｄ-8-3）-（3）③ 
４） 腎・尿路系に特有な臨床症状や症候について説明できる Ｄ-8-3） 
５） 腎・尿路系疾患についてその症候、診断⽅法、病期分類、鑑別診断などについて理解し説明できる Ｄ-8-4）（9）①② 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上） A.良く理解している（80%以上90%未満）B.
平均的に理解している（70%以上80%未満）C.最低限は理解している（60%以上70%未満）D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかとして判
定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

形式的評価（最終成績には使⽤しないが、学⽣の成⻑のためのフィードバックとしての評価）は知識、技能、態度全般にわたって実習（レポートを含む）の際に
随時⾏うので学修のヒントにしていただきたい 

TWMU
長方形



実務経験

〇 ⼤学病院の泌尿器科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『The Kidney 9th.ed.』 Barry M. Brenne 
Saunders 97814160

61939 2012 

2. 『透析療法パーフェクトガイド』 飯⽥喜俊, 秋葉隆編 
医⻭薬出版 97842637

06275 2014 

3. 『General Urology 18th ed.』 Jack W. McAninch, Thomas F. Lue,
Smith, Donald R. 

McGraw-Hill 97800716
24978 2013 

4. 『Adult and Pediatric Urology　4th ed.』 Gillenwater, Jay Y 
Lippincott Williams
& Wilkins 97807817

32208 
2002 

5. 『Operative urology : at the Cleveland Clinic』 Novick, Andrew C. 
Williams & Wilkins 97816173

73459 2006 

6. 『The Kidney　　5th. Ed.（physiology and pathophysiolog
y）』 Seldin and Giebisch's 

Academic Press 97801238
14623 2012 

7. 『Diseases of the Kidney and Urinary Tract(Deseases of t
he Kidney(schrier)) 9th ed.』 Thomas M. Coffman 

Lippincott Williams
& Wilkins 97814511

10753 
2012 

8. 『Heptinstall's Pathology of the Kidney　set 2(Pathology o
f the Kidney(geptinstall's)) 7th ed.』 Charles, J 

Lippincott Williams
& Wilkins 97814511

44116 
2015 

9. 『内科学書』 ⼩川　聡総編集 
中⼭書店 97845217

37751 2013 

10. 『内科学』 ⽮崎義雄総編集 ; ⾚司浩⼀ [ほか] 編
集 

朝倉書店 97842543
22712 2017 

11. 『新臨床内科学』 貫和敏博 [ほか] 編 
医学書院 97842600

03056 2009 

12. 『腎⽣検病理アトラス「腎⽣検病理診断標準化への指針」』 ⽇本腎臓学会・腎病理診断標準化委員
会, ⽇本腎病理協会編集 

東京医学社 97848856
31986 2010 

13. 『図説腎臓病学』 東京⼥⼦医科⼤学第四内科 
⽇本医事新報社 47849507

37 2005 

14. 『腎不全の臨床』 杉野信博著 
医学書院 42601088

08 1995 

15. 『⾎液浄化療法』 秋葉隆, 峰島三千男編集 
南江堂 45242240

68 2004 

16. 『Campbell-Walsh Urology　10th ed.』 Wein, AJ 
Saunders 97814160

69119 2012 

17. 『標準泌尿器科学』 並⽊幹夫, 堀江重郎編集 ; 本間之夫
[ほか] 執筆 

医学書院 97842600
18708 2014 

18. 『腎癌のすべて 第2版』 ⽥邉⼀成編集 
メジカルビュー社 97847583

12608 2014 

19. 『⼩児急性⾎液浄化療法マニュアル』 服部元史, ⾦⼦岩和編集 
医学図書出版 48715131

57 2002 

20. 『⼦どもの腎臓病 101の質問』 伊藤克⼰ [ほか] 編集 
東京医学社 48856314

59 2004 

21. 『ベッドサイド泌尿器科学　改訂第4版』 ⼩川修 [ほか] 編 
南江堂 97845242

50370 2013 

22. 『⼩児泌尿器疾患診療ガイドブック : 泌尿器科医,⼩児外科医,⼩児
科医も使える』 島⽥憲次編集 

診断と治療社 97847878
21485 2015 

関連リンク

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416061939
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416061939
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784263706275
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784263706275
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071624978
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780071624978
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780781732208
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780781732208
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781617373459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781617373459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780123814623
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9780123814623
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781451110753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781451110753
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781451144116
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781451144116
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521737751
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784521737751
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322712
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784254322712
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260003056
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260003056
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885631986
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784885631986
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4784950737
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4784950737
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4260108808
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4260108808
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4524224068
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4524224068
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416069119
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9781416069119
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260018708
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260018708
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758312608
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758312608
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4871513157
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4871513157
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4885631459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4885631459
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524250370
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524250370
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787821485
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784787821485


添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/11/12(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  2次性⾼⾎圧症　腎⾎管性 

担当者（所属）  平井　敏仁 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/11/12(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  腎・泌尿器疾患(1)　嚢胞性腎疾患 

担当者（所属）  吉⽥　⼀彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-03-04-05,PS-03-04-1
5 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/11/13(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  画像診断（1）腎・泌尿器疾患　上部尿路 

担当者（所属）  町⽥　治彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-02-10-01,PS-02-10-0
2,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05,CS-02-03-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/11/13(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  画像診断（2）腎・泌尿器疾患　下部尿路 

担当者（所属）  町⽥　治彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-02-10-01,PS-02-10-0
2,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05,CS-02-03-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5. 2026/11/13(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 



タイトル  腎・泌尿器疾患(2)　尿路結⽯症 

担当者（所属）  ⼋⽊澤　隆史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/11/17(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  泌尿器腫瘍(1)　尿路上⽪腫瘍（腎盂尿管） 

担当者（所属）  近藤　恒徳 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-01,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/11/17(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎・泌尿器疾患(6)　尿路感染症、尿路結核 

担当者（所属）  福⽥　洋典 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/11/17(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  泌尿器腫瘍(2)　尿路上⽪腫瘍（膀胱） 

担当者（所属）  橋本　恭伸 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-03-04-15 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/11/17(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  副腎疾患 

担当者（所属）  吉野　真紀 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-14-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/11/17(⽕) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  尿細管間質疾患（1）尿細管間質性腎炎、腎⾎管障害、薬剤性・医原性腎障害 



担当者（所属）  眞部　俊 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/11/18(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  原発性⽷球体疾患（1）⽷球体腎炎・ネフローゼ症候群（総論） 

担当者（所属）  若井　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/11/18(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎不全(3)　慢性腎臓病各論（CKD3〜5の病態） 

担当者（所属）  ⽚岡　浩史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/11/18(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  泌尿器腫瘍(3)　その他の腫瘍(陰茎、後腹膜など) 

担当者（所属）  ⼋⽊澤　隆史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2026/11/18(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  泌尿器腫瘍(4)　腎腫瘍 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2026/11/25(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  続発性⽷球体疾患（2）⾎液疾患に伴う腎障害（アミロイド腎など）、妊娠と腎 

担当者（所属）  眞部　俊 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2026/11/25(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  続発性⽷球体疾患（3）膠原病・⾎管炎に伴う腎障害（ループス腎炎など） 

担当者（所属）  眞部　俊 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2026/11/25(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  尿細管間質疾患(3）遺伝性尿細管疾患、尿細管性アシドーシス、利尿薬 

担当者（所属）  ⽚岡　浩史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

1
8.

2026/11/25(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎不全(1)　慢性腎臓病（CKD）総論 

担当者（所属）  若井　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

1
9.

2026/11/26(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  原発性⽷球体疾患（3）慢性⽷球体腎炎（IgA腎症、紫斑病性腎炎） 

担当者（所属）  ⼩林　静佳 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
0.

2026/11/26(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎不全(2)　急性腎障害（AKI) 

担当者（所属）  川⼝　祐輝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 



講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
1.

2026/11/27(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  腎疾患の治療(2)　⾷事および⽣活指導 

担当者（所属）  迫⽥　桃⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
2.

2026/11/30(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼩児腎疾患(1) 

担当者（所属）  三浦　健⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
3.

2026/11/30(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  原発性⽷球体疾患（4）ネフローゼ症候群（各論︔微⼩変化型、膜性腎症など） 

担当者（所属）  ⼩林　静佳 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
4.

2026/12/01(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⾎圧と腎疾患、良性腎硬化症、悪性腎硬化症 

担当者（所属）  ⼩川　哲也 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
5.

2026/12/01(⽕) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎・泌尿器疾患(4)　先天性疾患①(腎、腎盂） 

担当者（所属）  中村　和貴 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 



2
6.

2026/12/01(⽕) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎・泌尿器疾患(5)　先天性疾患②(尿管、膀胱） 

担当者（所属）  中村　和貴 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7.

2026/12/01(⽕) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  膀胱機能障害(OABなど) 

担当者（所属）  森⼭　郁美 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
8.

2026/12/02(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  続発性⽷球体疾患（１）(DM腎症など）遺伝性腎疾患（遺伝性腎炎・多発性嚢胞腎） 

担当者（所属）  眞部　俊 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2026/12/02(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼩児腎疾患(2) 

担当者（所属）  ⽩井　陽⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-01,PS-02-09-03,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
0.

2026/12/02(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼩児腎疾患(3) 

担当者（所属）  ⽩井　陽⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
1.

2026/12/02(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 



タイトル  特別講義 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-09-01,PS-02-09-02,PS-02-09-03,PS-02-09-04,PS-02-09-05,PS-02-10-01,PS-02-10-0
2,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
2.

2026/12/04(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎疾患の治療(3)　脱⽔症と輸液療法 

担当者（所属）  平野　⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
3.

2026/12/04(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎・泌尿器疾患(3)　腎・尿路外傷 

担当者（所属）  中⼭　貴之 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]腎・尿路系（体液・電解質バランスを含）,PS-02-09-01,PS-02-09-03,PS-02-09-05,[別表]疾患,
[別表]⽣殖器系,PS-02-10-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   39 

3
4.

2026/12/07(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎移植 

担当者（所属）  平井　敏仁 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-5 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
5.

2026/12/07(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎疾患の治療(1)　薬物、ステロイド、免疫抑制薬、ARB含む 

担当者（所属）  伊藤　純 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
6.

2026/12/11(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  腎疾患の治療(4)　⾎液浄化療法(CKD5Dも含めて) 



担当者（所属）  花房　規男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
7.

2026/12/11(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  腎疾患の治療(5)　⾎液浄化療法と合併症 

担当者（所属）  ⼤坪　茂 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
8.

2026/12/14(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  原発性⽷球体疾患（2）急性⽷球体腎炎、急速進⾏性⽷球体腎炎 

担当者（所属）  武⽥　志帆 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   37 

3
9.

2026/12/14(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  泌尿器腫瘍の放射線治療 

担当者（所属）  橋本　弥⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   38 

4
0.

2026/12/17(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  尿細管間質疾患（2）電解質異常とその治療 

担当者（所属）  ⾼橋　利奈 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-04,PS-02-09-05,CS-02-02-01,CS-02-02-02,CS-02-02-03,CS-02-02-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   40 

4
1.

2027/02/10(⽔) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   41 

4
2.

2027/02/10(⽔) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   42 

4
3.

2027/02/25(⽊) ５時限 追・再試験 － 15:30-17:00 

タイトル  追・再試験(15︓30-17︓00)/301講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   43 

4
4.

2027/02/25(⽊) ６時限 追・再試験 － 15:30-17:00 

タイトル  追・再試験(15︓30-17︓00)/301講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   44 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

⽣殖器系１ 

科⽬責任者(所属)

⾼⽊　敏男

到達⽬標

⽣殖器系の正常な解剖、⽣理機能を学ぶことで、疾患によりどのように変化したか、あるいは変化を起こすのかを理解する⼿⽴てとする。⼥性と男性の⽣殖器発
⽣について遺伝⼦やホルモンの関与および性決定のメカニズムについて学ぶ。性ホルモンの機能および全⾝に対する影響と受精について学ぶ事で⼈の発⽣から年齢
にそった⽣体変化を理解する。
病院実習の準備としてそれぞれ特徴的な診察⽅法、検査、診断⽅法を学修し実践できる基礎知識とする。また⽣殖器系といった特殊な臓器のため診察や検査
には⼼理的な配慮も必要となることを理解する。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

・⼈体の正常な構造と機能を説明できる Ⅰ-1-Ａ-（1-2）① 
・⼈体の構造と機能に異常が起こる原因と過程を概説できる Ⅰ-1-Ａ-（1-2）② 
・受精から出⽣の正常と異常を説明できる Ⅰ-1-Ａ-（1-2）③ 
・事象、現象、観察などからその原因について考えられる Ⅰ-2-Ｂ-（1-2）② 
・真摯に学びを励⾏できる Ⅱ-2Ⅾ-（1-2）② 

学修（教育）⽅法

講義・実習・TBL 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数と実習点を総合して評価する。試験（90％）、実習（10％）
ただし、全ての実習への参加とレポートの提出が定期試験の受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

１） ⽣殖器系臓器の発⽣、解剖、機能について理解し説明できる Ｄ-9-1①②③④⑤ 
２） 性ホルモンの全⾝における栄光、年齢的な変化について理解し説明できる Ｄ-9-2）（1）① 
３）⽣殖器系に特徴的な臨床検査の意義とその⽅法について説明できる Ｄ-9-3）（1）①② 
４） ⽣殖器系臓器に特有な臨床症状や症候について説明できる Ｄ-9-3）（2）①②③ 
５）⽣殖器系臓器についてその症候、診断法、病気分類、鑑別診断などについて説明できる Ｄ-9-4）（1）①②③ 
６）⽣殖器系の診察や検査において⽐肩所に対する配慮ができる Ａ-4-1① 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上） A.良く理解している（80%以上90%未満）B.
平均的に理解している（70%以上80%未満）C.最低限は理解している（60%以上70%未満）D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかとして判
定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

形式的評価（最終成績には使⽤しないが学⽣の成⻑のためのフィードバックとしての評価）は、知識、技能、態度全般にわたって実習（レポートを含む）の際に
随時⾏うので、学修のヒントとしていただきたい 

TWMU
長方形



実務経験

〇 ⼤学病院の泌尿器科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『The Kidney』 Brenner and Rector 
Saunders 

1455748366 
2016 

2. 『免疫学イラストレイテッド』 David Male 
南江堂 97845242471

96 2009 

3. 『Fundamental Immunology』 William E. Paul 
Lippincott Williams & Wil
kins 97814511178

37 
2013 

4. 『Smith & Tanagho's General Urology (Smith's General
Urology)』 Emil A. Tanagho 

McGraw-Hill 97800716249
78 2012 

5. 『Adult and Pediatric Urology』 Gillenwater, Jay Y 
Lippincott Williams & Wil
kins 97807817322

08 
2002 

6. 『Campbell-Walsh Urology』 Wein, Alan J. 
Saunders 

0323263747 
2015 

7. 『Stewart's Operative Urology』 Andrew C. Novick 
Lippincott Williams & Wil
kins 97806830658

93 
1989 

8. 『Uropathology』 Ming Zhou 
Elsevier 97814377252

30 2012 

9. 『The Scientific Basis of Urology』 Mundy, Anthony R. 
CRC Press 97818418467

98 2010 

10. 『標準泌尿器科学』 ⾚座英之 
医学書院 97842600187

08 2014 

11. 『ベッドサイド泌尿器科学』 ⼩川修 
南江堂 97845242503

70 2013 

12. 『⼩児急性⾎液浄化療法マニュアル』 服部元史 
医学図書出版 

4871513157 
2002 

13. 『乳腺腫瘍学』 ⽇本乳癌学会 
⾦原出版 97843072035

24 2016 

14. 『乳腺MRI実践ガイド : 撮影法、読影基準、治療』 ⼾崎光宏 
⽂光堂 97848306373

46 2007 

15. 『⼿にとるようにわかる乳腺MRI : 撮像・読影の基本と臨床例』 川島博⼦ 
ベクトル・コア 

490238003X 
2004 

16. 『乳房超⾳波診断ガイドライン』 ⽇本乳腺甲状腺超⾳波診断
会議 

南江堂 97845242691
74 2014 

17. 『マンモグラフィのあすなろ教室（画像診断別冊）』 ⽯⼭公⼀ 
秀潤社 97848796235

77 2007 

18. 『婦⼈科MRIアトラス（画像診断別冊KEYBOOKシリーズ）』 今岡いずみ 
秀潤社 97848796227

30 2004 

19. 『ネッター解剖学アトラス』 Frank H. Netter 
南江堂 97845242596

70 2016 

20. 『画像解剖アトラス』 平松慶博 
榮光堂 97849004102

20 2008 

21. 『グラント解剖学図譜　　第７版』 Anne M. R. Agur 
医学書院 97842600208

62 2016 

22. 『新乳房画像診断の勘ドコロ』 ⾓⽥博⼦ 
メジカルビュー 97847583159

68 2016 

23. 『NEWエッセンシャル産科学・婦⼈科学』 池ノ上克 
医⻭薬出版 

4263207955 
2004 
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関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/11/20(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼥性⽣殖器の微細構造（1） 

担当者（所属）  菊⽥　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/11/20(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼥性⽣殖器の微細構造（2） 

担当者（所属）  菊⽥　幸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/11/20(⾦) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  ⼥性⽣殖器組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

4. 2026/11/20(⾦) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  ⼥性⽣殖器組織 



担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

5.

2026/11/20(⾦) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  ⼥性⽣殖器組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

6.

2026/11/24(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  男性⽣殖器の微細構造と機能（1） 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

7.

2026/11/24(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  男性⽣殖器の微細構造と機能（2） 

担当者（所属）  ⽯津　綾⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

8. 2026/11/24(⽕) ３時限 実習 ⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  男性⽣殖器組織 



担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

9.

2026/11/24(⽕) ４時限 実習 ⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  男性⽣殖器組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

1
0.

2026/11/24(⽕) ５時限 実習 ⼤実習室 3 15:15-16:25 

タイトル  男性⽣殖器組織 

担当者（所属）  

浦瀬　⾹⼦
菊⽥　幸⼦
⽯井　泰雄
⽯津　綾⼦
望⽉　牧⼦
横溝　智雅
⽮作　綾野
駒井　恭⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

1
1.

2026/12/03(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  男性⽣殖器の解剖 

担当者（所属）  乾　政志 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-10-02,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05 



講義資料番号/連番(L
MS)   5 

1
2.

2026/12/03(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  男性⽣殖器の発⽣ 

担当者（所属）  乾　政志 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-10-02,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

1
3.

2026/12/07(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  泌尿器科⾯接法⼼理的配慮 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-0
3-03,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

1
4.

2026/12/07(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  男性⽣殖器の検査⽅法とその画像 

担当者（所属）  福⽥　洋典 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-10-02,PS-02-10-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

1
5.

2026/12/08(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼥性⽣殖器の画像 

担当者（所属）  森⽥　賢 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系,PS-02-10-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
6.

2026/12/09(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  男性ホルモンの動態と精⼦産⽣、射精の機序 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 



1
7.

2026/12/09(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  男性⽣殖器局所解剖 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
8.

2026/12/09(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  婦⼈科検査法 

担当者（所属）  堀部　悠 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-03,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
9.

2026/12/09(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  産婦⼈科⾯接法、診察法、⼼理的配慮 

担当者（所属）  ⾼橋　伸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]⽣殖器系,PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

2
0.

2026/12/10(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼥性⽣殖器の発育と排卵⽉経開始 

担当者（所属）  堀部　悠 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

2
1.

2026/12/10(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  乳腺の発育・構造と機能 

担当者（所属）  塚⽥　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-13-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

2
2.

2026/12/11(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 



タイトル  乳腺検査法 

担当者（所属）  坂井　修⼆ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-13-01,PS-02-13-03,[別表]乳房 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

2
3.

2026/12/11(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼥性ホルモンの動態と更年期 

担当者（所属）  阿部　結貴 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

2
4.

2026/12/11(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  受精　 

担当者（所属）  中林　章 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-22 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

2
5.

2026/12/17(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⼥性⽣殖器局所解剖 

担当者（所属）  本橋　卓 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CM-03-02-01,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-02,CS-01-02-05,CS-01-0
2-04,CS-01-02-01,CS-02-01-01,[別表]⾝体診察 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
6.

2027/02/12(⾦) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7.

2027/02/12(⾦) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 



担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
8.

2027/02/26(⾦) １時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2027/02/26(⾦) ２時限 追・再試験 － 10:00-11:30 

タイトル  追・再試験(10︓00-11︓30)/301講義室 

担当者（所属）  ⾼⽊　敏男 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   29 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

⽣殖器系２ 

科⽬責任者(所属)

⽥畑　務

到達⽬標

以下に⽰す性器の構造や機能の異常および疾患についてその疫学、病因、病態⽣理、主要症候、診断、検査および治療とその予後などを説明することができ
る。またそれらにより⼈間が⽣きていくなかで⽣じる健康と疾病/ 障害と社会の関わり、保健· 医療· 医療経済などの問題を⼼理的、倫理的、社会的背景を取り
込んで全⼈的医療をおこなうための学修をする。
1. 男性性器の構造および機能の異常
2. ⼥性性器及び乳房の構造および機能異常
3. 性機能異常と不妊
4. 男性性器疾患（感染症、良性腫瘍を含む良性疾患、悪性腫瘍など）
5. ⼥性性器及び乳房疾患（感染症、良性腫瘍を含む良性疾患、悪性腫瘍など） 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

受精から出⽣の正常と異常を説明できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-③ 
疾患、症候の病態を説明できる。 Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 
問題の優先度および重要度を判断できる。 Ⅰ-2-A-(3-4)-① 
事例に即した問題解決のための情報検索ができる。 Ⅰ-3-A-(3-4)-① 
病態を明らかにする⽅法を挙げることができる。 Ⅰ-3-B-(3-4)-① 
適切な問題解決を⾏ったか検証できる。 Ⅰ-3-C-(3-4)-① 
医学的情報をわかりやすく伝えることができる。 Ⅰ-4-A-(3-4)-① 
データ・結果の根拠を批判的に説明できる。 Ⅰ-5-A-(3-4)-① 
結果・情報をもとに新たな仮説を⽴てられる。 Ⅰ-5-A-(3-4)-② 

学修（教育）⽅法

講義 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数を科⽬の評価点とする。ただし、定期試験を受けるには当該科⽬の授業に3分の2以上の出席が定期試験の受験資格として必
要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

男性・⼥性⽣殖器及び乳房の構造・機能異常について論ずることができる。 D-9-1)、D-9-2)-(1)①、D-9-2)-
(2)①②、D-11-1)① 

性機能の異常と不妊の診断・治療について説明できる。 D-9-4)-(1)①②③、D-9-4)-(2)①
②③ 

乳腺疾患の病因、病態⽣理、症候、診断と治療について説明できる。 D-11-4)-(1)①、D-11-4)-(2)① 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

TWMU
長方形



伝達事項

講義に際しては、事前に教科書等で該当の項⽬についての準備学修を1時間程度⾏って頂きたい。また、担当講義によっては、ポータルサイト上で事前の指⽰が
掲⽰されることがあるので、これを確認の上で講義に臨んで頂きたい。 

実務経験

〇 ⼤学病院の産婦⼈科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『乳腺腫瘍学 第4版』 ⽇本乳癌学会 
⾦原出版 

978-4-307-20450-7 
2020 

2. 『産婦⼈科専⾨医のための必須知識2022年度版』 ⽇本産科婦⼈科学会 
⽇本産科婦⼈科学会 

978-4-907890-26-1 
2022 

3. 『Clinical Gynecologic Oncology,10th』 Disaia&Creasman 
Elsevier 

978-0-323-77684-4 
2023 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/12/14(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  陰茎腫瘍　尿道腫瘍　尿膜管癌 

担当者（所属）  ⼋⽊澤　隆史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/12/14(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  前⽴腺良性腫瘍 

担当者（所属）  ⼩林　博⼈ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3. 2026/12/14(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  男性不妊の原因と診断 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-307-20450-7
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-907890-26-1
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-0-323-77684-4


担当者（所属）  ⼟岐　⼤介 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-22,[別表]⽣殖器系,PS-02-10-01,PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/12/15(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  男性⽣殖器の先天異常 

担当者（所属）  中村　和貴 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患,PS-02-09-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/12/15(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⽉経異常の成因とホルモン治療 

担当者（所属）  安達　知⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]内分泌・栄養・代謝系 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/12/16(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  良性卵巣腫瘍 

担当者（所属）  橋本　和法 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/12/16(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  悪性卵巣腫瘍　 

担当者（所属）  橋本　和法 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-10-05,[別表]⽣殖器系,PS-03-04-04,PS-03-04-05,PS-03-04-06,PS-03-04-23,PS-03-04-
24,PS-03-04-25 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8. 2026/12/16(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⽣殖器と尿失禁 

担当者（所属）  沢⽥　勇吾 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/12/17(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  男性⽣殖器の感染症 

担当者（所属）  福⽥　洋典 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-09-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/12/17(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  絨⽑性疾患 

担当者（所属）  菅野　俊幸 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-10-05,PS-02-10-03,[別表]⽣殖器系,PS-03-04-04,PS-03-04-05,PS-03-04-06,PS-03-04-
23,PS-03-04-24,PS-03-04-25 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/12/17(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ⼦宮内膜症 

担当者（所属）  熊切　順 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/12/18(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  ⼥性の不定愁訴更年期⽼年期 

担当者（所属）  ⾼橋　伸⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]内分泌・栄養・代謝系,PS-02-14-01,[別表]内分泌・栄養・代謝系,PS-02-14-02,[別表]内分泌・栄
養・代謝系,[別表]⽣殖器系,[別表]⽣殖器系,PS-02-10-02,PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2026/12/18(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ⼦宮悪性腫瘍（体癌） 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-10-05,PS-03-04-04,PS-03-04-05,PS-03-04-06,PS-03-04-23,PS-03-04-24,PS-03-04-2
5 



講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2027/01/05(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  乳腺良性腫瘍 

担当者（所属）  地曵　典恵 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-13-05,[別表]疾患,PS-02-13-02,[別表]乳房 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2027/01/06(⽔) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理学的実習(4)　男性⽣殖器の病理 

担当者（所属）  ⻑嶋　洋治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

1
6.

2027/01/06(⽔) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病理学的実習(4)　男性⽣殖器の病理 

担当者（所属）  ⻑嶋　洋治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

1
7.

2027/01/06(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼥性不妊の原因と診断 

担当者（所属）  安達　知⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]⽣殖器系,PS-02-10-03,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
8.

2027/01/06(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  リプロダクティブヘルス・ライツ、避妊 

担当者（所属）  安達　知⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 



1
9.

2027/01/07(⽊) ２時限 実習 ⼤実習室 3 10:25-11:35 

タイトル  乳腺診察法 

担当者（所属）  塚⽥　弘⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]⾝体診察,PS-02-13-03,[別表]乳房,PS-02-13-02,[別表]乳房 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

2
0.

2027/01/07(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  前⽴腺悪性腫瘍 

担当者（所属）  橋本　恭伸 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,PS-03-04-16 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 

2
1.

2027/01/07(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  精巣と副睾丸の異常　精巣腫瘍 

担当者（所属）  橋本　恭伸 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,PS-03-04-16 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

2
2.

2027/01/08(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  乳がん　 

担当者（所属）  野⼝　英⼀郎 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]疾患,PS-03-04-17,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
3.

2027/01/12(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼥性⽣殖器の先天異常 

担当者（所属）  熊切　順 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患,[別表]⽣殖器系,PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系,PS-01-02-24 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
4.

2027/01/12(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 



タイトル  ⼦宮良性腫瘍 

担当者（所属）  熊切　順 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-10-05,[別表]疾患,[別表]⽣殖器系,PS-02-10-02,PS-02-02-05,[別表]疾患,[別表]⾎液・造⾎
器・リンパ系,PS-02-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
5.

2027/01/13(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  ⼦宮悪性腫瘍（頸がん） 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-10-05,PS-01-03-09,PS-03-04-04,PS-03-04-05,PS-03-04-06,PS-03-04-23,PS-03-04-2
4,PS-03-04-25 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
6.

2027/01/14(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  不妊治療　体外受精　胚移植 

担当者（所属）  中林　章 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患,PS-02-10-03,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
7.

2027/01/14(⽊) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  男性の性ホルモンとその異常　男性機能障害（ED) 

担当者（所属）  吉⽥　⼀彦 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,PS-02-10-02,PS-02-10-03,PS-02-10-04,PS-02-10-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
8.

2027/01/21(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  外陰・膣の疾患 

担当者（所属）  村⽥　周⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
9.

2027/01/21(⽊) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  婦⼈科診察法 



担当者（所属）  中林　章 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-02-05,CS-01-02-04,CS-01-02-01,CS-05-04-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
0.

2027/01/22(⾦) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理学的実習(5)　⼥性⽣殖器の病理 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-01-04-21,PS-01-04-23,PS-02-10-05,PS-02-10-05,[別表]疾患,P
S-03-04-01,PS-03-04-06,PS-03-04-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
1.

2027/01/22(⾦) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病理学的実習(5)　⼥性⽣殖器の病理 

担当者（所属）  吉澤　佐恵⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-01-04-19,PS-01-04-20,PS-01-04-21,PS-01-04-23,PS-02-10-05,PS-02-10-05,[別表]疾患,P
S-03-04-01,PS-03-04-06,PS-03-04-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 

3
2.

2027/01/25(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⼥性⽣殖器の感染症 

担当者（所属）  秋澤　叔⾹ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,[別表]疾患,PS-01-03-12,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

3
3.

2027/01/25(⽉) ２時限 実習 ⼤実習室 3 10:25-11:35 

タイトル  ⼥性⽣殖器系組織診、細胞診 

担当者（所属）  秋澤　叔⾹ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-01,[別表]⽣殖器系 

講義資料番号/連番(L
MS)   33 

3
4.

2027/01/25(⽉) ３時限 実習 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  病理学的実習(6)　乳腺の病理 

担当者（所属）  ⿊⽥　⼀ 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-13-03,[別表]乳房,PS-02-13-02,[別表]乳房,PS-02-13-05,[別表]疾患,PS-02-13-02,[別表]
乳房,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   34 

3
5.

2027/01/25(⽉) ４時限 実習 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  病理学的実習(6)　乳腺の病理 

担当者（所属）  ⿊⽥　⼀ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PS-02-13-03,[別表]乳房,PS-02-13-02,[別表]乳房,PS-02-13-05,[別表]疾患,PS-02-13-02,[別表]
乳房,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   35 

3
6.

2027/02/16(⽕) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   36 

3
7.

2027/02/16(⽕) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   37 

3
8.

2027/02/26(⾦) ３時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   38 

3
9.

2027/02/26(⾦) ４時限 追・再試験 － 13:00-14:30 

タイトル  追・再試験(13︓00-14︓30)/301講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   



講義資料番号/連番(L
MS)   39 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

妊娠と分娩 

科⽬責任者(所属)

⽥畑　務

到達⽬標

「妊娠と分娩」は新たな⽣命が⼥性の体内に宿る受精から始まり、妊娠の診断・胎児発育更に分娩・産褥に⾄る⼥性にとっての⼀⼤イベントについて⽣理的変化
および正常妊娠・分娩の転帰を理解するための講義である。妊娠・分娩の⼤多数は正常経過・正常分娩となるが様々な合併症を持った⼥性の妊娠や分娩管
理、また妊娠によって発症する可能性のある妊娠⾼⾎圧症候群など異常妊娠や異常分娩の病因、病態⽣理、治療法を学修する。更に出⽣前診断などの最新
の知識や倫理上の問題点を説明できるように⺟体保護法などの⺟⼦保健についても学ぶ。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

受精から出⽣の正常と異常を説明できる。 Ⅰ-1-A-(1-2)-③ 
疾患、症候の病態を説明できる。 Ⅰ-1-A-(3-5)-④ 
診断の過程を説明し実践できる。 Ⅰ-1-B-(3-4)-① 
適切な治療法とその根拠を説明できる。 Ⅰ-1-B-(3-4)-② 
疾病予防・健康維持・公衆衛⽣の⽅法を説明できる。 Ⅰ-1-B-(3-4)-③ 
基礎・病態・臨床を結びつけて考えられる。 Ⅰ-2-B-(3-4)-② 
事例で診療上の問題を解決する⽅法・⼿段を明らかにできる。 Ⅰ-3-B-(3-4)-② 
医師法・医療法の概要を説明できる。 Ⅰ-6-A-(3-4)-② 
社会の⽀援制度を利⽤する⽅法を明らかにできる。 Ⅱ-1-F-(3-4)-① 

学修（教育）⽅法

講義・実習・TBL 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数を科⽬の評価点とする。

ただし、定期試験を受けるには当該科⽬の授業に3分の2以上の出席が定期試験の受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

妊娠の診断法を・妊娠に伴う⾝体的変化を概説できる。 D-10-1)② 
胎児・胎盤検査法（超⾳波検査、分娩監視装置による）の意義を説明できる。 D-10-1)③ 
⽺⽔検査法の意義と異常所⾒を説明できる。 D-10-1)④ 
妊娠・分娩・産褥での⺟体の解剖学的と⽣理学的変化を説明できる。 D-10-3)① 
胎児・胎盤系の発達過程での機能・形態的変化を説明できる。 D-10-3)② 
妊娠・分娩・産褥の正常経過について論ずることができる D-10-3)③④⑤ 
育児に伴う⺟体の構造的・⽣理的な変化、精神問題を説明できる。 D-10-3)⑥ 
⺟⼦保健の意義を医学的に説明できる。 D-10-3)⑦ 
妊娠時の薬物療法の注意点を説明できる。 D-10-3)⑧ 
主な異常妊娠（流産、切迫流産、⼦宮外妊娠（異所性妊娠）、妊娠⾼⾎圧症候群、多胎妊娠、胎児発育不全）
の病態を説明できる。 D-10-4)① 

主な異常分娩（早産、微弱陣痛、遷延分娩、回旋異常、前置胎盤、癒着胎盤、常位胎盤早期剥離、弛緩出⾎、分
娩外傷）の病態を説明できる。 D-10-4)② 

主な異常産褥（⼦宮復古不全、産褥熱、乳腺炎）の病態を説明できる。 D-10-4)③ 
産科救急（産科出⾎、播種性⾎管内凝固<DIC>）の病態と治療を説明できる。 D-10-4)④ 

TWMU
長方形



⼈⼯妊娠中絶・帝王切開術の適応を説明できる。 D-10-5)①② 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

講義に際しては、事前に教科書等で該当の項⽬についての準備学修を1時間程度⾏って頂きたい。また、担当講義によっては、ポータルサイト上で事前の指⽰が
掲⽰されることがあるので、これを確認の上で講義に臨んで頂きたい。 

実務経験

〇 ⼤学病院の産婦⼈科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『Newエッセンシャル産科学・婦⼈科学』 池ノ上克 
医⻭薬出版 

978-4-263-20795-6 
2004 

2. 『産婦⼈科専⾨医のための必修知識2022年度版』 ⽇本産科婦⼈科学会 
⽇本産科婦⼈科学会 

978-4-907890-26-1 
2022 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/12/18(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  合併症妊娠（内科外科疾患合併） 

担当者（所属）  ⼩林　藍⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2. 2026/12/18(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  流早産、異所性妊娠 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-263-20795-6
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-907890-26-1


担当者（所属）  ⼩林　藍⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2027/01/08(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  妊娠⾼⾎圧症候群、産科ショック 

担当者（所属）  渡辺　智之 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2027/01/13(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  胎盤の異常（常位胎盤早期剥離、前置胎盤） 

担当者（所属）  鴨志⽥　創 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2027/01/13(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  ⺟⼦保健 

担当者（所属）  ⼤⽯　真希 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,SO-01-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2027/01/15(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  妊娠と⾼⾎圧 

担当者（所属）  市原　淳弘 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7. 2027/01/15(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  妊娠の成⽴、胎児の発⽣と教育 

担当者（所属）  ⼭岡　結⾹ 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,[別
表]妊娠と分娩,PS-02-11-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2027/01/15(⾦) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  分娩の⽣理、三要素 

担当者（所属）  橋本　和法 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2027/01/15(⾦) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  正常分娩の経過と管理 

担当者（所属）  橋本　和法 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2027/01/18(⽉) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  妊娠／⼩児と薬物 

担当者（所属）  梶　健⼆朗 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,SO-
01-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2027/01/18(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  妊娠中、分娩時の⿇酔 

担当者（所属）  ⻑坂　安⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2027/01/18(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  遺伝相談・出⽣前診断 

担当者（所属）  ⾦沢　純⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,PS-02-11-05,[別表]疾患 



講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
3.

2027/01/18(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  多胎妊娠 

担当者（所属）  ⾦沢　純⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 

1
4.

2027/01/19(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  胎児発育不全、⽺⽔の異常 

担当者（所属）  杉浦　瑠璃⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
5.

2027/01/19(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  臓器の形成 

担当者（所属）  ⽯川　源 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-01-02-23,PS-01-02-24,PS-01-02-25 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
6.

2027/01/20(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  異常分娩（CPD、回旋異常） 

担当者（所属）  橋本　和法 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

1
7.

2027/01/20(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  正常妊娠の管理 

担当者（所属）  正岡　直樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,SO-
01-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 



1
8.

2027/01/20(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  合併症妊娠（婦⼈科疾患合併） 

担当者（所属）  正岡　直樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

1
9.

2027/01/21(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  妊娠中の⺟体の⽣理的現象 

担当者（所属）  橋本　友美 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

2
0.

2027/01/26(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  胎盤（機能と形態） 

担当者（所属）  ⼤⽯　真希 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,PS-02-11-02,[別表]妊娠と分娩 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 

2
1.

2027/01/26(⽕) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  プレコンセプションケア 

担当者（所属）  安達　知⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-11-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
2.

2027/01/27(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  正常・異常産褥 

担当者（所属）  ⼩熊　怜⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
3.

2027/01/27(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 



タイトル  分娩監視と胎児機能不全 

担当者（所属）  阿部　結貴 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,PS-02-11-03,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
4.

2027/01/27(⽔) ３時限 実習 － 12:30-13:40 

タイトル  胎児循環（303講義室）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  
菊⽥　幸⼦
島⽥　⾐⾥⼦
垣内　五⽉ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,GE-03-03-01,GE-03-03-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
5.

2027/01/27(⽔) ４時限 実習 － 13:55-15:05 

タイトル  胎児循環（303講義室）※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  
菊⽥　幸⼦
島⽥　⾐⾥⼦
垣内　五⽉ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  [別表]妊娠と分娩,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-01,GE-03-03-01,GE-03-03-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
6.

2027/01/28(⽊) １時限 実習 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  病理学的実習(7)　妊娠の病理 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7.

2027/01/28(⽊) ２時限 実習 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  病理学的実習(7)　妊娠の病理 

担当者（所属）  種⽥　積⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PS-02-10-05,PS-02-11-01,[別表]妊娠と分娩,PS-02-11-05,[別表]疾患 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 



2
8.

2027/02/17(⽔) １時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2027/02/17(⽔) ２時限 試験 － 10:00-11:30 

タイトル  試験(10︓00-11︓30)/302・303講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
0.

2027/02/26(⾦) ５時限 追・再試験 － 15:30-17:00 

タイトル  追・再試験(15︓30-17︓00)/301講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
1.

2027/02/26(⾦) ６時限 追・再試験 － 15:30-17:00 

タイトル  追・再試験(15︓30-17︓00)/301講義室 

担当者（所属）  ⽥畑　務 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   31 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

「⾄誠と愛」の実践学修 

科⽬責任者(所属)

⻄井　明⼦

到達⽬標

本学は百年余に亘り、医学の知識・技能の修得の上に「⾄誠と愛」を実践する⼥性医師の育成を⾏ってきた。医学の進歩の⼀⽅で、患者の抱える問題を包括し
て解決する医学・医療の必要性が重視されている。今後さらに⼼の重要性が問われることは必定である。医師は温かい⼼をもって医療に臨み、患者だけでなく家
族・医療チームとも⼼を通わせ問題を解決していく資質を⾼めなくてはならない。「「⾄誠と愛」の実践学修」では、全⼈的医⼈を育成するために、体験の中から感
性を磨き、他者・患者と共感できる能⼒・態度を修得する教育を⾏う。
具体的には「⾄誠と愛」の実践学修の理念には下記のような６本の柱がある。各講義・ワークショップ、実習はこの６本の柱の下に構成されている。

【６本の柱】
（1）専⾨職としての態度、マナー、コミュニケーション能⼒（患者を理解する⼒、⽀持する⼒、意志を通わす⼒、患者医師関係）
（2）専⾨職としての使命感（医学と社会に奉仕する⼒）
（3）医療におけるリーダーシップ・パートナーシップ
（4）医療⼈としての倫理―解釈と判断（法と倫理に基づく実践⼒）
（5）⼥性医師のキャリア・ライフサイクル（医師として、⼥性医師として⽣涯研鑽する姿勢）
（6）⾃校の理念、歴史を知る（⾃校教育） 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

セグメント3、セグメント4共通  
実習に必要な技術を実践できる。 Ⅰ-1-C-(1-2)-① 
安全に配慮して実習・研修を⾏える。 Ⅰ-1-C-(1-2)-② 
医療安全に必要な配慮を⽰すことができる。 Ⅰ-1-C-(3-4)-② 
現象・事例から学ぶべきことを発⾒できる。 Ⅰ-2-A-(1-2)-① 
⾃分の考えを他者に伝えることができる。 Ⅰ-4-A-(1-2)-① 
社会的規範を守った⽣活ができる。 Ⅰ-6-A-(1-2)-① 
学則を守った学⽣⽣活ができる。 Ⅰ-6-A-(1-2)-② 
個⼈情報保護について説明できる。 Ⅰ-6-B-(1-2)-① 
他者の意志を聞き出すことができる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-① 
他者を尊重して対話ができる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-② 
他者の⾃⼰決定を理解できる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-③ 
患者の⼈権・尊厳を説明できる。 Ⅱ-1-A-(3-4)-② 
様々な年齢の他者と意志を交わすことができる。 Ⅱ-1-B-(1-2)-① 
社会⽀援制度を説明できる。 Ⅱ-1-C-(1-2)-① 
学修上の⽬標を設定することができる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-① 
⽬標達成の⼿段を明らかにできる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-② 
省察（振り返り）を実践できる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-③ 
卒業までに学ぶべきことの概要を理解できる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-④ 
社会が期待する医師像を説明できる。 Ⅱ-2-B-(1-2)-① 
⾃分の⽬標となる⼈物像を説明できる。 Ⅱ-2-E-(1-2)-① 
社会・地域に奉仕する姿勢を持つ。 Ⅱ-3-A-(1-2)-① 
共通の⽬標を設定できる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-① 
活動向上のための評価ができる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-② 
意⾒の異なる他者の意⾒を尊重し対処できる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-③ 
討論・話し合いを促せる。 Ⅱ-4-B-(3-4)-① 
⾃分の⽅針を説明し同意を得ることができる。 Ⅱ-4-B-(3-4)-② 
活動向上のための評価に基づく⾏動をグループに導⼊できる。 Ⅱ-4-B-(3-4)-③ 
他者の話を聴くことができる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-① 
対話の中で相⼿の述べることを要約できる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-② 
役割分担を確実に実践できる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-③ 
グループ⽬標達成のために⾏動できる。 Ⅱ-4-C-(3-4)-① 
講成員の役割と考えを尊重してグループの⽬標を⽴てられる。 Ⅱ-4-C-(3-4)-② 
学⽣として適切な振る舞いで⾏動できる。 Ⅱ-5-B-(1-2)-① 

TWMU
長方形



学んだことを他者に説明できる。 Ⅱ-5-B-(1-2)-② 
  
セグメント3のみ  
医学の発展に寄与した科学的発⾒を述べられる Ⅰ-2-C-(1-2)-② 
結論とその根拠が明確な⽂書を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-① 
⽂書の要約を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-③ 
⾃⼰学修の結果を適切に伝えられる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-③ 
倫理の概念について説明することができる。 Ⅰ-6-B-(1-2)-② 
医学における倫理の概念を説明できる。 Ⅰ-6-B-(3-4)-① 
研究倫理の概念について述べることができる。 Ⅰ-6-C-(1-2)-① 
医療を通じた社会・地域への貢献を説明できる。 Ⅱ-3-A-(3-4)-① 
医学研究の重要性について概説できる。 Ⅱ-3-B-(1-2)-① 
医学研究成果の意義と応⽤・将来性を説明できる。 Ⅱ-3-B-(3-4)-② 
⾃分の考えの根拠を説明できる Ⅱ-4-A-(1-2)-① 
医学の進歩が⼈に希望を与えることを説明できる。 Ⅱ-5-A-(1-2)-① 
困難な状況にあっても、希望を⾒いだすことができる。 Ⅱ-5-A-(1-2)-② 
  
セグメント4のみ  
事例で診療上の⼼理的・社会的問題を明らかにできる。 Ⅰ-2-A-(3-4)-② 
研究・実習の報告書が作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-② 
他者の気持ちに配慮して意志を交わすことができる。 Ⅱ-1-B-(3-4)-① 
患者・家族の⼼理を説明できる。 Ⅱ-1-B-(3-4)-② 
社会で活躍する⼥性の特性を述べられる。 Ⅱ-2-C-(1-2)-① 

学修（教育）⽅法

講義・WS、実習、⾏事、ディスカッション、ディベート、グループワーク 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

講義と⾏事の課題、ワークショップと実習の学修成果で評価する。なお、履修要件として本科⽬授業数の8 割以上の出席が必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

セグメント3、セグメント4共通  
患者を含めた他者に思いやりをもって接する。 PR-02-01-01 
⾃⾝の想像⼒の限界を認識した上で、他者を理解することに努める。 PR-02-02-01 
他者を適切に理解するための妨げとなる⾃分や⾃集団の偏⾒とはどのようなものか考え、意識して⾏動する。 PR-02-02-02 
医師に求められる品格とはどのようなものかを考え、それを備えるように努める。 PR-02-03-01 
礼儀正しく振る舞う。 PR-02-03-02 
⼈の⽣命に深く関わる医師に相応しい教養を⾝につける。 PR-03-01-01 
答えのない問いについて考え続ける。 PR-03-01-02 
⾝体・⼼理・社会の問題を統合したアプローチを理解している。 GE-01-02-01 
個々の患者の医療への期待、解釈モデル、健康観を聞き出すことができる。 GE-01-03-01 
患者の社会的背景（経済的・制度的側⾯等）が病いに及ぼす影響を理解している。 GE-01-03-02 
患者の健康観や病いに対する価値観を理解するうえで、健康に関わる知識（定義、健康寿命、健康⽣成論、ウェルビー
イング、QOL、SDH、ICF、UHC等)を活⽤し、健康問題に対する包括的アプローチが実践できる。 GE-04-01-01 

⼈の⾔動の意味をその⼈の⼈⽣史・⽣活史や社会関係の⽂脈の中において検討できる。 GE-04-02-01 
⽂化⼈類学・社会学(主に医療⼈類学・医療社会学)の視点で、患者やその家族と⽣活環境・地域社会・医療機関等
との関係について説明できる。 GE-04-02-02 

⽂化⼈類学・社会学(主に医療⼈類学・医療社会学)の理論や概念を⽤いて、患者の判断や⾏動に関わる諸事象を説
明できる。 GE-04-02-03 

学修・経験したことを省察し、⾃⼰の課題を明確にできる。 LL-01-01-02 
医療⾯接における基本的コミュニケーション技法を⽤いることができる。 CS-01-01-01 
患者や家族の精神的・⾝体的・社会的苦痛に⼗分配慮できる。 CM-01-02-01 
患者や家族の話を傾聴し、怒りや悲しみ、不安等の感情を理解し、共感できる。 CM-01-02-02 
患者の⼼理的及び社会的背景や⾃⽴した⽣活を送るためのニーズを把握することができる。 CM-03-01-01 
患者が抱える課題、問題点を抽出・整理できる。 CM-03-01-02 
家族や地域といった視点をもちながら、コミュニケーションをとることができる。 CM-03-02-01 
⼼理・社会的背景に配慮した診療に可能な範囲で参加することができる。 CM-03-02-02 
多職種及び他の医療系学部の学⽣の中で⾃らの役割を果たすことができる。 IP-02-01-02 
多職種及び他の医療系学部の学⽣と共に学び、成⻑できる。 IP-02-02-01 
対⼈関係や対⼈⾏動に関わる概念について理解している。 IP-02-02-02 
⾃らの価値観や⾔動について、多職種及び他の医療系学部の学⽣との関係性の中で、相対化できる。 IP-02-03-02 
病院・診療所・施設等の職場環境やチームや部⾨等の所属に応じた他職種の役割を理解している。 IP-02-04-01 
⼥性やLGBTQに対する差別等のジェンダー不平等をなくすために積極的な⾏動をとることができる。 SO-04-02-01 



  
セグメント3のみ  
患者や社会に対して誠実である⾏動とはどのようなものかを考え、そのように⾏動する (利益相反等)。 PR-01-01-01 
社会から信頼される専⾨職集団の⼀員であるためにはどのように⾏動すべきかを考え、⾏動する。 PR-01-01-02 
⾃分⾃⾝の限界を適切に認識し⾏動する。 PR-01-02-01 
他者からのフィードバックを適切に受け⼊れる。 PR-01-02-02 
他者に思いやりをもって接することができない場合の原因・背景を考える。 PR-02-01-02 
患者の苦痛や不安感に配慮しながら、就学・就労、育児・介護等との両⽴⽀援を含め患者と家族に対して誠実で適切
な⽀援を計画できる。 GE-01-06-05 

医学知識が常に変わりゆくことを認識し、現時点での最善の医学情報にアクセスできる。 LL-01-01-01 
⾃⾝の職業観を涵養しながら、主体的にキャリアを構築していくことができる。 LL-01-02-01 
⾃らの⼼⾝を⼤切にできる。 LL-01-02-02 
後輩や同僚等と協働して学修できる。 LL-02-01-01 
後輩や同僚等に対して、適切にフィードバックできる。 LL-02-01-02 
成⼈学習理論を活⽤し、後輩や同僚等に対して教育を実践できる。 LL-02-01-03 
常識を疑う。 RE-01-01-01 
何事にも知的好奇⼼を持って取り組むことができる。 RE-01-01-02 
最先端の研究に刺激を受ける。 RE-01-02-01 
ロールモデルとしての研究者の⽣き⽅に触れる。 RE-01-02-02 
バイタルサイン（体温、脈拍、⾎圧、呼吸数、酸素飽和度）の測定ができる。 CS-01-02-03 
部位毎の⾝体診察(表3)ができる。 CS-01-02-05 
患者や家族と情報共有や意⾒のすり合わせを⾏い、理解と同意を踏まえた意思決定を⽀援できる。 CM-02-02-01 
  
セグメント4のみ  
多様な価値観を理解して、多職種と連携し、⾃⼰決定権を含む患者の権利を尊重する。 PR-04-01-02 
診療現場における倫理的問題について、倫理学の考え⽅に依拠し、分析した上で、⾃⾝の考えを述べることができる。 PR-04-01-03 
臓器横断的に医学的課題を捉えることができる。 GE-01-01-01 
個⼈・家族の双⽅への影響を踏まえたアプローチを理解している。 GE-01-02-02 
医療の継続性（時間・情報・関係等）がもたらす影響の概要を理解している。 GE-01-03-03 
悲嘆のケア（グリーフケア）について理解している。 GE-03-06-06 
⾃⾝の⾏った研究内容を論⽂や報告書・学会発表等の形にまとめることができる。 RE-04-01-01 
患者に関わる⼈達から必要な情報を得ることができる。 CS-01-01-03 
患者の状態に応じた診察ができる。 CS-01-02-01 
全⾝の外観（体型、栄養、姿勢、歩⾏、顔貌、⽪膚、発声）を評価できる。 CS-01-02-02 
患者安全のための管理体制と各々の役割（リスクマネージャー、医療安全管理委員会等）の概要を理解している。 CS-05-03-01 
医療関連感染症に関連したシステム（院内感染対策委員会、院内感染サーベイランス、感染制御チーム、感染対策マ
ニュアル等)の役割や意義を理解して参加する。 CS-05-04-01 

個⼈及び組織における患者安全管理の重要性を理解し、⾏動できる。 CS-05-06-01 
⾔語的コミュニケーション技能を発揮して、良好な⼈間関係を築くことができる。 CM-01-01-01 
⾮⾔語的コミュニケーション（⾝だしなみ、視線、表情、ジェスチャー等）を意識できる。 CM-01-01-02 
患者や家族に敬意を持った⾔葉遣いや態度で接することができる。 CM-01-01-03 
対⼈関係に関わる⼼理的要因（陽性感情・陰性感情等）を認識しながらコミュニケーションをとることができる。 CM-01-01-04 
患者や家族の多様性（⾼齢者、⼩児、障害者、LGBTQ、国籍、⼈種、⽂化・⾔語・慣習の違い等）に配慮してコミュ
ニケーションをとることができる。 CM-02-01-01 

患者の⾃⼰決定を阻害する問題点を理解する。 CM-02-03-01 
患者の経験を尊重し、価値観を明確にできるように傾聴することができる。 CM-02-03-02 
患者の意思決定⽀援のために、最善のエビデンスをできるだけ専⾨⽤語を使わずに、わかりやすく説明することができる。 CM-02-03-03 
患者⾃⾝から情報が得られない場合、代理⼈や保護者等から必要な情報を得ることができる。 CM-03-01-03 
医療の不確実性を理解した上で適切な⾏動や態度をとることができる。 CM-03-02-03 
⾃らの知識や価値観を多職種及び他の医療系学部の学⽣に伝えることができる。 IP-02-01-01 
医師の役割を多職種及び他の医療系学部の学⽣に説明できる。 IP-02-03-01 
病理解剖、法医解剖（司法解剖、⾏政解剖、死因・⾝元調査法解剖、承諾解剖）について理解している。 SO-03-01-05 
時代の流れ、社会の状況や諸制度との関わりのなかで医療に関する諸事象を捉え、構造的に説明できる。 SO-06-01-02 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 



伝達事項

①形成的評価（学⽣の成⻑のためのフィードバックとしての評価）として、出席状況、遅刻状況、実習・ワークショップ中の態度、提出物（課題については既定の
⽂字数、内容を満たしていること）が評価対象となる。
②授業の実施⽅法には、講義、ワークショップ、実習、⾏事がある。
③準備学修（予習・復習）の具体的な内容およびこれに必要な時間︓あらかじめ学⽣ポータルサイトに掲⽰されるレジメや説明に⽬を通すこと。実習は、事前ガ
イダンスに参加して、学修⽬標、ドレスコードや実習先での⼼構えを意識すること。事前事後学修の⽬安0.25時間＋1.0時間。　 

実務経験

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『セグメント3、セグメント4共通』  
 

 
 

2. 『⼈間関係教育と⾏動科学テキストブック（第3版）-「⾄誠と
愛」の実践学修-』 

東京⼥⼦医科⼤学「⾄誠と愛」の実践学修
教育委員会　編 

三恵社 
2147483647 

2018 

3. 『⼈間の記録63　吉岡弥⽣　吉岡弥⽣伝』 吉岡弥⽣⼥史伝記編纂委員会 
⽇本図書センター 

2147483647 
1998 

4. 『世界は贈与でできている―資本主義の「すきま」を埋める倫理
学』 近内悠太 

NewsPicksパブリッ
シング 2147483647 
2020 

5. 『命は誰のものか　増補改訂版　』 ⾹川知晶 
ﾃﾞｨｽｶﾊﾞｰ･ﾄｩｴﾝﾃｨ
ﾜﾝ 2147483647 
2021 

6. 『対⼈援助の基礎（ワークブック社会福祉援助技術演習1）』 ⼭⽥容著 
ミネルヴァ書房 

462303853X 
2003 

7. 『22世紀の医師のリアル : 時代を先取る医師に聞く、これからの
時代のキャリアの築き⽅』 ⻄﨑祐史、志⽔太郎、上原由紀　編 

メジカルビュー社 9784758317863
C3047 2023 

8. 『平静の⼼︓オスラー博⼠講演集　新訂増補版』 オスラー [述] ; ⽇野原重明, 仁⽊久恵訳 
医学書院 

426012708X 
2003 

9. 『医者が⼼をひらくとき : a piece of mind　上』 ロクサーヌ・K・ヤング編 ; 李啓充訳 
医学書院 

2147483647 
2002 

10. 『医者が⼼をひらくとき : a piece of mind　下』 ロクサーヌ・K・ヤング編 ; 李啓充訳 
医学書院 

2147483647 
2002 

11. 『出⽣と死をめぐる⽣命倫理 : 連続と不連続の思想』 仁志⽥博司 
医学書院 

2147483647 
2015 

12. 『学⽣のための医療概論　第4版』 ⼩橋 元、近藤 克則、⿊⽥ 研⼆、千代 豪
昭 

医学書院 
2147483647 

2020 

13. 『らくらく視覚障害⽣活マニュアル』 加藤明彦 
医⻭薬出版 

2147483647 
2003 

14. 『⽇本の医の倫理︓歴史と現代の課題』 関根透 
学建書院 

2147483647 
1998 

15. 『シリーズ⽣命倫理学 1　⽣命倫理学の基本構図』 今井道夫, 森下直貴責任編集 
丸善出版 

2147483647 
2012 

16. 『患者の権利とは何か（岩波ブックレット　No.297）』 鈴⽊利廣 
岩波書店 

400032372 
1993 

17. 『コンプレックス（岩波新書　⻘808）』 河合隼雄 
岩波書店 

400412073X 
1971 

18. 『科学論⼊⾨（岩波新書）』 佐々⽊⼒ 
岩波書店 

2147483647 
1996 

19. 『ユーモアは⽼いと死の妙薬︓死⽣学のすすめ』 アルフォンス・デーケン 
講談社 

2147483647 
1995 

20. 『「利他」とは何か (集英社新書)』 伊藤亜紗編 
集英社 

2147483647 
2021 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=462303853X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758317863%20C3047
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784758317863%20C3047
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=426012708X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=400032372
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=400412073X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647


21. 『対話のレッスン　⽇本⼈のためのコミュニケーション術』 平⽥オリザ 
講談社学術⽂庫 

2147483647 
2015 

22. 『保健医療ソーシャルワーク原論』 ⽇本医療社会事業協会編 
相川書房 

2147483647 
2006 

23. 『新版増補　⽣命倫理事典』 酒井昭夫 
太陽出版 

2147483647 
2010 

24. 『新版 医療倫理Q&A』 関東医学哲学・倫理学会編 
太陽出版 

2147483647 
2013 

25. 『⼈間の詩と真実︓その⼼理学的考察』 霜⼭徳爾 
中央公論社　絶
版 2147483647 
1978 

26. 『病院ボランティア︓やさしさのこころとかたち』 ⽇本病院ボランティア協会編 
中央法規出版 

2147483647 
2001 

27. 『インフォームド・コンセント（NHKブックス　 711）』 森岡恭彦 
⽇本放送出版協
会 2147483647 
1994 

28. 『病院ボランティアへの招待（⻘い⿃⽂庫）』 広瀬夫佐⼦ 
富⼠福祉事業団 

 
1979 

29. 『ケースで学ぶ異⽂化コミュニケーション︓誤解・失敗・すれ違
い』 久⽶昭元, ⻑⾕川典⼦著 

有斐閣 
2147483647 

2007 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/04/17(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  キャリアを考える（5）医学の学び⽅（2） 

担当者（所属）  北村　聖 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-01,LL-01-01-02,LL-02-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/04/20(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ⾃省と気付き（2）「⾃⼰と他者の⼈間性を認める」 

担当者（所属）  辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-01,PR-01-01-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,（CM-01-02-01,CM-03-01-02,CM-02-
02-01） 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=2147483647


3.

2026/04/24(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  利他を考える 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PR-02-01-01,PR-02-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/04/27(⽉) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  医療コミュニケーション(1)「医療者の認識、患者・家族の認識」 

担当者（所属）  押淵　英弘 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  GE-01-06-05,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-02,GE-04-02-03,IP-02-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/05/14(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  チーム医療（5）「リハビリに携わる職種、部⾨を知る」 

担当者（所属）  辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-03-01-01,CM-03-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/05/21(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  チーム医療（6）「検査に携わる職種、部⾨を知る」 

担当者（所属）  三浦　ひとみ
辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  IP-02-01-02,IP-02-02-01,IP-02-03-02,IP-02-04-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/05/22(⾦) ３時限 ⾏事 弥⽣記念講堂 12:30-13:40 

タイトル  吉岡彌⽣記念講演会 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-01,PR-01-01-02,PR-01-02-01,PR-01-02-02,PR-02-01-01,PR-02-01-02,PR-02-02-0
1,PR-02-02-02,PR-02-03-01,PR-02-03-02,LL-01-01-01,LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-01-02-0
2,LL-02-01-01,LL-02-01-02,LL-02-01-03,RE-01-01-01,RE-01-01-02,RE-01-02-01,RE-01-02-
02,SO-04-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   17 



8.

2026/05/22(⾦) ４時限 ⾏事 弥⽣記念講堂 13:55-15:05 

タイトル  吉岡彌⽣記念講演会 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-01,PR-01-01-02,PR-01-02-01,PR-01-02-02,PR-02-01-01,PR-02-01-02,PR-02-02-0
1,PR-02-02-02,PR-02-03-01,PR-02-03-02,LL-01-01-01,LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-01-02-0
2,LL-02-01-01,LL-02-01-02,LL-02-01-03,RE-01-01-01, RE-01-01-02,RE-01-02-01,RE-01-02
-02,SO-04-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   18 

9.

2026/05/22(⾦) ５時限 ⾏事 弥⽣記念講堂 15:15-16:25 

タイトル  吉岡彌⽣記念講演会 

担当者（所属）  ⻄井　明⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-01,PR-01-01-02,PR-01-02-01,PR-01-02-02,PR-02-01-01,PR-02-01-02,PR-02-02-0
1,PR-02-02-02,PR-02-03-01,PR-02-03-02,LL-01-01-01,LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-01-02-0
2,LL-02-01-01,LL-02-01-02,LL-02-01-03,RE-01-01-01, RE-01-01-02,RE-01-02-01,RE-01-02
-02,SO-04-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   19 

1
0.

2026/05/28(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ⼥性医師の系譜（⾃校教育） 

担当者（所属）  ⻑坂　安⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  PR-03-01-01,PR-03-01-02,LL-01-02-01,LL-01-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

1
1.

2026/06/04(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  チーム医療（7）「医療連携、⼊退院⽀援に携わる職種、部⾨を知る」 

担当者（所属）  
縄島　正之
⽯井　奈三
辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-02-01,CM-03-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

1
2.

2026/06/10(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  医療コミュニケーション(2)「ナラティブ・ベイスト・メディスン」 

担当者（所属）  諏訪　茂樹 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  GE-04-02-01 



講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
3.

2026/06/17(⽔) １時限 実習 
講義室 202
講義室 303
スキルスラボ 

09:00-10:10 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（1） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
志賀　智⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
4.

2026/06/17(⽔) ２時限 実習 
講義室 202
講義室 303
スキルスラボ 

10:25-11:35 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（2） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
志賀　智⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 

1
5.

2026/06/23(⽕) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  チーム医療（8）「まとめ」 

担当者（所属）  辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  GE-01-03-01,IP-02-02-01,IP-02-04-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
6.

2026/06/24(⽔) ３時限 実習 講義室 303
スキルスラボ 12:30-13:40 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（3）（302講義室） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
番場　嘉⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   13 



1
7.

2026/06/24(⽔) ４時限 実習 講義室 303
スキルスラボ 13:55-15:05 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（4）（302講義室） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
番場　嘉⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   14 

1
8.

2026/06/25(⽊) ４時限 実習 講義室 303
スキルスラボ 13:55-15:05 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（5）（302講義室） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
番場　嘉⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   15 

1
9.

2026/06/25(⽊) ５時限 実習 講義室 303
スキルスラボ 15:15-16:25 

タイトル  キャリアを考える（6）シミュレーション教育（6）（302講義室） 

担当者（所属）  
⻄井　明⼦
志賀　智⼦
⼟井　範⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  CS-01-01-01,CS-01-02-03,CS-01-02-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   16 

2
0.

2026/09/02(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  医療コミュニケーション（3）ワークショップ「シネメディケーション」 

担当者（所属）  

吉永　健太郎
⽯⼭　みどり
浦瀬　⾹⼦
⽯井　泰雄
⽵村　洋典 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-01-01,PR-02-02-01,LL-01-01-02,CS-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-02-03-
01 

講義資料番号/連番(L
MS)   20 



2
1.

2026/09/02(⽔) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  医療コミュニケーション（3）ワークショップ「シネメディケーション」 

担当者（所属）  

吉永　健太郎
⽯⼭　みどり
浦瀬　⾹⼦
⽯井　泰雄
⽵村　洋典 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-01-01,PR-02-02-01,LL-01-01-02,CS-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-02-03-
01 

講義資料番号/連番(L
MS)   21 

2
2.

2026/09/02(⽔) ３時限 講義 － 12:30-13:40 

タイトル  医療コミュニケーション（3）ワークショップ「医療⾯接ロールプレイ」（303講義室、テュートリアル室1〜6、17〜36）
※対⾯のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  

吉永　健太郎
⽯⼭　みどり
浦瀬　⾹⼦
⽯井　泰雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-01-01,PR-02-02-01,LL-01-01-02,CS-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-02-03-
01 

講義資料番号/連番(L
MS)   22 

2
3.

2026/09/02(⽔) ４時限 講義 

講義室 303
テュートリアル室 01
テュートリアル室 02
テュートリアル室 03
テュートリアル室 04
テュートリアル室 05
テュートリアル室 06
テュートリアル室 17
テュートリアル室 18
テュートリアル室 19
テュートリアル室 20
テュートリアル室 21
テュートリアル室 22
テュートリアル室 23
テュートリアル室 24
テュートリアル室 25
テュートリアル室 26
テュートリアル室 27
テュートリアル室 28
テュートリアル室 29
テュートリアル室 30
テュートリアル室 31
テュートリアル室 32
テュートリアル室 33
テュートリアル室 34
テュートリアル室 35
テュートリアル室 36 

13:55-15:05 

タイトル  医療コミュニケーション（3）ワークショップ・講義「医療⾯接ロールプレイ」 

担当者（所属）  吉永　健太郎
⽯⼭　みどり



浦瀬　⾹⼦
⽯井　泰雄 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-01-01,PR-02-02-01,LL-01-01-02,CS-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-02-03-
01 

講義資料番号/連番(L
MS)   23 

2
4.

2026/09/09(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  チーム医療（9）「課題事例へのフィードバック」 

担当者（所属）  辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  RE-04-01-01,IP-02-02-01,IP-02-03-02,IP-02-04-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   24 

2
5.

2026/09/09(⽔) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  チーム医療（9）「課題事例へのフィードバック」 

担当者（所属）  辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  RE-04-01-01,IP-02-02-01,IP-02-03-02,IP-02-04-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   25 

2
6.

2026/11/10(⽕) ５時限 実習 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  医療コミュニケーション（4）「患者・患者家族の視点からの外来⾒学実習 ガイダンス」 

担当者（所属）  

篠崎　和美
⼭⼝　俊夫
辻野　賢治
辻村　貴⼦
⼟井　範⼦
松永　晶太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-
02,GE-04-02-03,LL-01-01-02,RE-04-01-01,CS-01-01-01,CS-01-01-03,CS-01-02-01,CS-01-0
2-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-
01-01-04,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-03-01,CM-02-03-02,CM-02-03-0
3,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02,CM-03-02-03,IP-02-
02-02,IP-02-04-01,SO-04-02-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   26 

2
7. 2026/11/11(⽔) ３時限 実習 

講義室 302
講義室 303
講義室 305
講義室 306 

12:30-13:40 

タイトル  解剖慰霊祭ワークショップ 

担当者（所属）  ⽊林　和彦
藤枝　弘樹



吉武　久美⼦
⽯津　綾⼦
倉⽥　厚
南　⿓⾺ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

GE-03-06-06,IP-02-01-01,IP-02-01-02,IP-02-02-01,IP-02-02-02,IP-02-03-01,IP-02-03-02,I
P-02-04-01,SO-03-01-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   27 

2
8.

2026/11/11(⽔) ４時限 実習 

講義室 302
講義室 303
講義室 305
講義室 306 

13:55-15:05 

タイトル  解剖慰霊祭ワークショップ 

担当者（所属）  

⽊林　和彦
藤枝　弘樹
吉武　久美⼦
⽯津　綾⼦
倉⽥　厚
南　⿓⾺ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

GE-03-06-06,IP-02-01-01,IP-02-01-02,IP-02-02-01,IP-02-02-02,IP-02-03-01,IP-02-03-02,I
P-02-04-01,SO-03-01-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   28 

2
9.

2026/11/19(⽊) １時限 実習 － 09:00-10:10 

タイトル  医療コミュニケーション（4）「患者・患者家族の視点からの外来⾒学実習 」（303講義室、⼤実習室3）※対⾯
のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  
篠崎　和美
⼭⼝　俊夫
辻野　賢治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-
02,GE-04-02-03,LL-01-01-02,RE-04-01-01,CS-01-01-01,CS-01-01-03,CS-01-02-01,CS-01-0
2-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-
01-01-04,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-03-01,CM-02-03-02,CM-02-03-0
3,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02,CM-03-02-03,IP-02-
02-02,IP-02-04-01,SO-04-02-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   29 

3
0.

2026/11/19(⽊) ２時限 実習 － 10:25-11:35 

タイトル  医療コミュニケーション（4）「患者・患者家族の視点からの外来⾒学実習 」（303講義室、⼤実習室3）※対⾯
のみで収録・配信なし 

担当者（所属）  
篠崎　和美
⼭⼝　俊夫
辻野　賢治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-
02,GE-04-02-03,LL-01-01-02,RE-04-01-01,CS-01-01-01,CS-01-01-03,CS-01-02-01,CS-01-0
2-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-
01-01-04,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-03-01,CM-02-03-02,CM-02-03-0



3,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02,CM-03-02-03,IP-02-
02-02,IP-02-04-01,SO-04-02-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   30 

3
1.

2026/11/19(⽊) ３時限 実習 講義室 303
⼤実習室 3 12:30-13:40 

タイトル  医療コミュニケーション（4）「患者・患者家族の視点からの外来⾒学実習 」 

担当者（所属）  
篠崎　和美
⼭⼝　俊夫
辻野　賢治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-
02,GE-04-02-03,LL-01-01-02,RE-04-01-01,CS-01-01-01,CS-01-01-03,CS-01-02-01,CS-01-0
2-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-
01-01-04,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-03-01,CM-02-03-02,CM-02-03-0
3,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02,CM-03-02-03,IP-02-
02-02,IP-02-04-01,SO-04-02-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   31 

3
2.

2026/11/19(⽊) ４時限 実習 講義室 303
⼤実習室 3 13:55-15:05 

タイトル  医療コミュニケーション（4）「患者・患者家族の視点からの外来⾒学実習 」 

担当者（所属）  
篠崎　和美
⼭⼝　俊夫
辻野　賢治 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,GE-01-02-01,GE-01-03-02,GE-04-01-01,GE-04-02-01,GE-04-02-
02,GE-04-02-03,LL-01-01-02,RE-04-01-01,CS-01-01-01,CS-01-01-03,CS-01-02-01,CS-01-0
2-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-
01-01-04,CM-01-02-01,CM-01-02-02,CM-02-01-01,CM-02-03-01,CM-02-03-02,CM-02-03-0
3,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-01,CM-03-02-02,CM-03-02-03,IP-02-
02-02,IP-02-04-01,SO-04-02-01,SO-06-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   32 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

AI・データサイエンスと医療 

科⽬責任者(所属)

正宗　賢

到達⽬標

縦断科⽬である情報処理・統計では、医療に関わる各種情報を効果的に活⽤するために、ICT (Information and　Communication　Technology)の利
⽤を中⼼にした情報の収集・整理・統合・分析・選択・検索・発信・提⽰の実際を学修する。特にセグメント4では、統計学の基礎を学修し、統計データを適確に
処理できること、また得られた結果を正確に解釈できるために必要な知識の習得を⽬標とする。実データの整理・要約を通して、記述統計学の基本を習得し、簡
単な統計学的検定・推定の問題に触れて推測統計学の基本的考え⽅を理解する。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

仮説を導くことができる。 Ⅰ-2-B-(1-2)-① 
仮説を証明する⼿順を説明できる。 Ⅰ-3-A-(1-2)-② 
情報に即して適切な解決⽅法を導くことができる。 Ⅰ-3-B-(1-2)-① 
問題解決結果の妥当性を評価できる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-① 
結果に予想される誤差を考えられる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-② 

学修（教育）⽅法

講義・演習 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

授業中の課題（100%） 

評価⽅法
(2)評価項⽬

1) データの記述と要約（記述統計を含む）ができる。 B-1-1)① 
2) 主要な確率分布を説明できる。 B-1-1)② 
3) 正規分布の⺟平均の信頼区間を計算できる。 B-1-1)③ 
4) 基本的な仮説検定の構造を説明できる。 B-1-1)④ 
5) ２群間の平均値の差を検定できる（群間の対応のあり、なしを含む）。 B-1-2)① 
6) パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の違いを説明できる。 B-1-2)② 
7) カイ２乗検定法を実施できる。 B-1-2)③ 
8) ⼀元配置分散分析を利⽤できる。 B-1-2)④ 
9) ２変量の散布図を描き、回帰と相関の違いを説明できる。 B-1-2)⑤ 
10) 線形重回帰分析、多重ロジスティック回帰分析と交絡調整を概説できる。 B-1-2)⑥ 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

授業中の課題（100%）により、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、B.平均的に理解している（70%
以上80%未満）C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかとして判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

授業によってはPC（パーソナルコンピューター）を使⽤することがある。PCを使⽤する場合は事前に担当教員より連絡する。 

TWMU
長方形



実務経験

〇 ⼤学病院の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『はじめての統計学』 ⿃居泰彦著 
⽇本経済新聞社 

9784532130749 
1994 

2. 『基礎医学統計学（改訂第７版）』 加納克⼰著 
南江堂 

9784524241491 
2019 

3. 『いまさら誰にも聞けない医学統計の基礎のキソ　第1巻　まずは統計アレルギーを克服しよう︕』 浅井隆著 
アトムス 

9784904307243 
2010 

4. 『Excelで学ぶ統計解析⼊⾨ Excel2013/2010対応版』 菅⺠郎著 
オーム社 

9784274069277 
2013 

5. 『やさしい保健統計学（改訂第５版増補）』 縣俊彦著 
南江堂 

9784524241248 
2019 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/09/04(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  医学統計学の概要・統計学の復習 

担当者（所属）  正宗　賢 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-02-05,SO-02-03-01,SO-02-03-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/09/11(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  相関と回帰（相関係数、回帰直線） 

担当者（所属）  松永　晶太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-02,SO-02-03-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3. 2026/09/18(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  確率分布（正規分布） 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784532130749
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524241491
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784904307243
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784274069277
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784524241248


担当者（所属）  松永　晶太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-03,SO-02-03-04 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/09/25(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⺟集団と標本集団（標本抽出、サンプルサイズ） 

担当者（所属）  永峰　⼤輝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/10/05(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  ⺟集団の平均の推定（点推定と誤差）　 

担当者（所属）  永峰　⼤輝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-03,SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/10/30(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ⺟集団の平均の推定（区間推定） 

担当者（所属）  ⼭⼝　慎史 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/11/04(⽔) １時限 講義 PC室 1 09:00-10:10 

タイトル  頻度の推定と検定(ハンズオン演習) 

担当者（所属）  岩下　華⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-02-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8. 2026/11/04(⽔) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  仮説検定の基礎（検定統計量、仮説、有意⽔準、検定） 

担当者（所属）  ⼭⼝　慎史 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/11/12(⽊) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  平均値の推定と検定（対応のある・対応のない2群の差の検定） 

担当者（所属）  岩下　華⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/11/13(⾦) ２時限 講義 PC室 1 10:25-11:35 

タイトル  頻度の推定と検定（カイ⼆乗検定・⼀元配置分散分析） 

担当者（所属）  

岩下　華⼦
永峰　⼤輝
⼭⼝　慎史
松永　晶太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-03-04,SO-02-03-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 

1
1.

2026/11/27(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  ビッグデータの収集と活⽤（感染症サーベイランスの仕組み） 

担当者（所属）  菅原　⺠枝 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  SO-02-01-01,SO-02-02-06,SO-02-02-07 

講義資料番号/連番(L
MS)   11 

1
2.

2026/12/01(⽕) ２時限 講義 PC室 1 10:25-11:35 

タイトル  医療とスマートデバイス、ICTの活⽤ 

担当者（所属）  

岩下　華⼦
永峰　⼤輝
⼭⼝　慎史
松永　晶太 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  IT-01-01-01,IT-01-01-03,IT-01-02-01,IT-02-01-02,IT-02-02-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   12 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

基本的・医学的表現技術 

科⽬責任者(所属)

⽊林　和彦

到達⽬標

⾃分の表現したいことと表現すべきことを的確に把握して⽂書で正確に表現する能⼒を養う。医師として患者⾃⾝に全⼈的な関⼼を持ち、患者の状態を表現し
共有するため、診療録、患者要約、診療情報提供書の記載ができること、また、患者のニーズを把握してチームで適切な検査治療が⾏われるように処⽅箋・検査
依頼書の作成ができること、さらに、診断書類を正確に作成できることを⽬標とする。医学研究のための研究計画書、症例報告と論⽂が作成できること、学会発
表ができることも⽬標とする。

セグメント1 では⼤学⽣として基本的な読解⼒と⽂章⼒、学び・気づき・変容を省察して表現する技能を習得した。また、セグメント2 では科学的実験の記録⽅
法、医療関係講演の記録⽅法、医学情報の伝達と説明に必要な基本的表現技術、基礎医学（機能系・形態系）に関する基本的表現技術を習得した。

セグメント4 では医学論⽂の読解と要旨作成に関する演習を通じて、医学情報を正しく読解し、他の研究者・医療者に⽂書で正しく伝える能⼒を養うことを⽬標
とする。これまでの⽣命科学や医療技術の成果を学ぶことで医学研究への志向を涵養することも⽬標である。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

⽂書の要約を作成できる。 Ⅰ-4-B-(1-2)-③ 

学修（教育）⽅法

講義（演習）。作成⽂書のプレゼンテーションとディスカッションを⾏う。 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

講義の出席を50%、講義（演習）での作成⽂書を50%の割合として成績を評価する。試験は⾏わないため、講義出席と作成⽂書提出が評価に必要であ
る。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

⾃らの知識や価値観を多職種及び他の医療系学部の学⽣に伝えることができる。 IP-02-01-01 
発表の場に応じて読者・聴衆にわかりやすく研究内容をプレゼンテーションできる。 RE-04-01-02 
後輩や同僚等に対して、適切にフィードバックできる。 LL-02-01-02 
学修・経験したことを省察し、⾃⼰の課題を明確にできる。 LL-01-01-02 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

- 

実務経験

TWMU
長方形



〇 医学・医療での教育と実務の経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名

上段︓出版
社

下段︓出版
年

ISBN

1. 『⼤学⽣のためのスタディ・スキルズ』 学習技術研究会編著 
くろしお出版 9784874243

558 2006 

2. 『⼿ぎわよい科学論⽂の仕上げ⽅』 ⽥中潔著 
共⽴出版 9784320008

854 1994 

3. 『これだけは知っておきたい医学英語の基本⽤語と表現』 藤枝宏壽, ⽟巻欣⼦, Randolph M
ann編著 

メジカルビュー
社 475830405X 
2004 

4. 『研究室マネジメント⼊⾨ : ⼈・資⾦・安全・知財・倫理』 ⽇本化学会編 
丸善 9784621081

051 2009 

5. 『研究倫理とは何か : 臨床医学研究と⽣命倫理』 ⽥代志⾨著 
勁草書房 9784326154

173 2011 

6. 『⼤学⽣と留学⽣のための論⽂ワークブック』 浜⽥⿇⾥, 平尾得⼦, 由井紀久⼦
共著 

くろしお出版 
4874241271 

1997 

7. 『⽂書表現技術ガイドブック』 岸学編著 
共⽴出版 9784320005

785 2008 

8. 『医学・バイオ系のためのFig.作成ガイド : 論⽂・プレゼンに役⽴つPhotoshop /
Illustrator活⽤法』 吉⽥勝久 

オーム社 9784274204
791 2007 

9. 『最新医学⽤語演習 : 医学英語演習』 岡⽥聚, 名⽊⽥恵理⼦著 
南雲堂 

4523172587 
1993 

関連リンク

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/12/04(⾦) １時限 講義 PC室 1 09:00-10:10 

タイトル  医学論⽂の読解と要旨作成１（演習） 

担当者（所属）  

⽊林　和彦
島⽥　亮
中尾　賢⼀朗
辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  IP-02-01-01,RE-04-01-02,LL-02-01-02,LL-01-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2. 2026/12/04(⾦) ２時限 講義 PC室 1 10:25-11:35 

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784874243558
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784874243558
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784320008854
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784320008854
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=475830405X
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621081051
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784621081051
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784326154173
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784326154173
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4874241271
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784320005785
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784320005785
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784274204791
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784274204791
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4523172587


タイトル  医学論⽂の読解と要旨作成2（演習） 

担当者（所属）  

⽊林　和彦
島⽥　亮
中尾　賢⼀朗
辻村　貴⼦ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  IP-02-01-01,RE-04-01-02,LL-02-01-02,LL-01-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

国際コミュニケーション 

科⽬責任者(所属)

⻑坂　安⼦

到達⽬標

本授業では、医学英語論⽂ (原著論⽂）を⾃律的に読解するための基礎的アカデミックリテラシーを養成することを⽬的とする。
特に、医学論⽂の構成を理解し、Abstract（要旨）を正確かつ批判的に読み取る⼒を⾝につけ、将来的に臨床・研究の場で英語論⽂を活⽤できる⼟台を築
くことを到達⽬標とする。

S3・4を通して、この授業では、医学英語論⽂を読むための基礎⼒をつける。
特に Abstract(要旨) を正しく読み取れるようになることを⽬標とする。

　1）論⽂の構成を理解し、Abstract をスムーズに読めるようにする。
　2）論⽂に頻出する医学英語の単語や表現を覚える。
　3）基本的な統計⽤語やデータの⾒⽅を理解する。
　4）将来の学習や研究に役⽴つ「医学英語を読む⼒」の⼟台をつくる。

また、授業外でも医学英語に触れる機会として医学英語の e-learning を継続する。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

セグメント3、セグメント4共通  
⾃分の考えを他者に伝えることができる。 Ⅰ-4-A-(1-2)-① 
簡潔で要点が明確な質問と回答ができる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-① 
⾃⼰学修の結果を適切に伝えられる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-③ 
他者を尊重して対話ができる。 II-1-D-(1-2)-② 
学修上の⽬標を設定することができる。 II-2-A-(1-2)-① 
学修のための時間を適切に⾃⼰管理できる。 II-2-C-(1-2)-② 
⾃分の学び⽅を知り、効果的な学び⽅に発展させられる。 II-2-D-(1-2)-① 
真摯に学びを励⾏できる。 II-2-D-(1-2)-② 

学修（教育）⽅法

講義 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

定期試験（筆記試験）の点数を70％、語彙テスト・e-learning・課題 評価を３0％で評価する。ただ
し、定期試験を受けるには当該科⽬の授業に3分の2以上の出席が定期試験の受験資格として必要である。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

セグメント3  

1) 医学関連のトピックに関⼼を持ち、英語で学ぼうという⾃主的な学修姿勢を維持できる。 

LL-01-01-02,LL-02-01-01,CM-0
1-01-01,CM-01-01-02,CM-01-0
1-03,CM-01-01-05,SO-06-01-0
3,SO-06-01-03 

2) e-learning による医学英語の語彙学修を継続的に⾏うことができる。 
LL-01-01-02,LL-01-01-02,LL-02
-01-01,CM-01-01-01,CM-01-01
-02,CM-01-01-03 

3) 定期的に⾏われる語彙テストを通して、学修の⾃⼰評価を⾏うことができる。 LL-01-01-02,LL-02-01-01 
  
  
  
セグメント４  

TWMU
長方形



1) セグメント3 に引き続き、医学関連のトピックに関⼼を持ち、英語で学ぼうという⾃主的な学修姿勢を維持できる。 

LL-01-01-02,LL-02-01-01,CM-0
1-01-01,CM-01-01-02,CM-01-0
1-03,CM-01-01-05,SO-06-01-0
3 

2) e-learning による医学英語の語彙学修を継続的に⾏うことができる。 

LL-01-01-02,LL-02-01-01,CM-0
1-01-01,CM-01-01-02,CM-01-0
1-03,CM-01-01-05,SO-06-01-0
3 

3) 随時出される課題を期⽇迄にきちんと提出できる。 LL-01-01-02,LL-02-01-01 
4)定期的に⾏われる語彙テストを通して、学修の⾃⼰評価を⾏うことができる。 LL-01-01-02,LL-02-01-01 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

上記の総括的評価の対象、および評価項⽬について点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90%以上）、A.良く理解している（80%以上90%未満）、
B.平均的に理解している（70%以上80%未満）、C.最低限は理解している（60%以上70%未満）、D.理解が不⼗分である（60%未満）のいずれかと
して判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

1)講義で出される提出課題は提出期限を守ることが重要。
2)語彙テストが、定期的に実施されますが、これはe-learningの学修成果をみるためのもの。
3)本学に来訪する海外の医師による講演会（グランドラウンド等）やハンズオンセミナー（シミュレーション教育）を年間にわたり不定期におこなうことを予定してお
り、ポータルサイトから案内される。希望者の参加を推奨する（加点対象外）。 

実務経験

教科書・参考図書

関連リンク

1. The New England Journal of Medicine https://www.nejm.org 

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1. 2026/04/08(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  「国際コミュニケーション:医学英語への招待」
リソースパーソンによる経験談 

担当者（所属）  
⽯垣　景⼦
⻑坂　安⼦
佐藤　明可 

https://www.nejm.org/


コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-02-01-01,CM-01-01-01,CM-01-01-05 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/04/15(⽔) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨① 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-01,LL-01-01-02,RE-02-01-01,RE-02-02-01,RE-03-01-01,CM-01-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/05/14(⽊) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨② 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-01,LL-01-01-02,RE-02-01-01,RE-02-02-01,RE-03-01-01,CM-01-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4.

2026/05/28(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨③ 

担当者（所属）  佐藤　明可
平　孝⾂ 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-01,LL-01-01-02,RE-02-01-01,RE-02-02-01,RE-03-01-01,CM-01-01-01,CM-01-01-
05 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/06/25(⽊) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  S3 復習 & Midterm Test 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,CM-01-01-01,CM-01-01-05,RE-02-01-01,RE-02-02-02,RE-03-01-01,RE-04-01-
01 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6. 2026/09/04(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨⑤ 

担当者（所属）  佐藤　明可 



コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-02,LL-02-01-01,GE-01-04-04,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7.

2026/09/18(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨⑥ 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,LL-02-01-01,GE-01-04-04,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,RE-01-02-
02,RE-05-02-01,RE-03-01-01,CM-01-01-05,SO-06-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/10/08(⽊) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨⑦ 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-,LL-02-01-01,GE-01-04-04,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-01,CM-01-01-0
3 

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/10/30(⾦) ２時限 講義 講義室 303 10:25-11:35 

タイトル  医学英語論⽂⼊⾨⑧ 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  LL-01-01-02,LL-02-01-01,GE-01-04-04,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   9 

1
0.

2026/11/13(⾦) １時限 講義 講義室 303 09:00-10:10 

タイトル  総まとめテスト 

担当者（所属）  佐藤　明可 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

LL-01-01-02,RE-03-01-01,LL-02-01-01,GE-01-04-04,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-
03,RE-03-03-03,RE-03-03-02,RE-03-03-01,GE-04-02-03,GE-04-02-01,GE-04-02-02,CM-01-
01-05,SO-06-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   10 



シラバス参照

シラバス検索 > 検索結果⼀覧 > シラバス参照

科⽬名

医療・患者安全学 

科⽬責任者(所属)

清⽔　優⼦

到達⽬標

現代医学における科学的発⾒により医療成績は⼤いに改善された⼀⽅で、さまざまな研究によりこの医療の発展の陰で患者安全が重⼤に危険に曝されているこ
とが明らかにされている。医療に関与する全員が患者安全の原則と概念を熟知し、それらの応⽤に習熟しておくことが不可⽋である。
患者安全学では世界標準の患者安全教育カリキュラム（WHO患者安全カリキュラムガイド多職種版）を基盤として、ヒューマンファクターズ、システム思考、リスク
管理から質改善などを通じて「組織⼈」としての医療者への成⻑を⽬標とし、知識・技能・⾏動・態度に渡って包括的かつ体系的に学んでいく。
⼆年次（S4)では、患者安全の原則とその意義の理解、ヒューマンファクターズと患者安全の関係性の理解、医療提供システムの複雑性および患者管理にもたら
す影響、そしてエラーの本質の理解と患者安全改善⽅法の理解を⽬標とする。 

アウトカム・ロードマップに係わる到達⽬標/項⽬番号

医療安全に必要な配慮を⽰すことができる。 Ⅰ-1-C-(3-4)-② 
現象・事例から学ぶべきことを発⾒できる。 Ⅰ-2-A-(1-2)-① 
仮説を導くことができる。 Ⅰ-2-B-(1-2)-① 
事象、現象、観察などからその原因について考えられる。 Ⅰ-2-B-(1-2)-② 
既知と未知の問題を明らかにできる。 Ⅰ-2-C-(1-2)-① 
事例から⾃分の知らないことを発⾒できる。 Ⅰ-2-C-(3-4)-① 
未知の問題を解決する⽅法を⾒つけることができる。 Ⅰ-2-C-(3-4)-② 
問題解決のための情報収集ができる。 Ⅰ-3-A-(1-2)-① 
仮説を証明する⼿順を説明できる。 Ⅰ-3-A-(1-2)-② 
情報に即して適切な解決⽅法を導くことができる。 Ⅰ-3-B-(1-2)-① 
複数の問題解決法を考えることができる。 Ⅰ-3-B-(1-2)-② 
問題解決結果の妥当性を評価できる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-① 
結果に予想される誤差を考えられる。 Ⅰ-3-C-(1-2)-② 
⾃分の考えを他者に伝えることができる。 Ⅰ-4-A-(1-2)-① 
簡潔で要点が明確な質問と回答ができる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-① 
相⼿の理解に合わせて、説明できる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-② 
⾃⼰学習の結果を適切に伝えられる。 Ⅰ-4-C-(1-2)-③ 
他者の意志を聞き出すことができる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-① 
他者を尊重して対話ができる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-② 
他者の⾃⼰決定を理解できる。 Ⅱ-1-A-(1-2)-③ 
様々な年齢の他者と意志を交わすことができる。 Ⅱ-1-B-(1-2)-① 
学習上の⽬標を設定することができる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-① 
卒業までに学ぶべきことの概要を理解できる。 Ⅱ-2-A-(1-2)-④ 
意⾒の異なる他者の意⾒を尊重し対処できる。 Ⅱ-4-B-(1-2)-③ 
他者の話を聴くことができる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-① 
対話の中で相⼿の述べることを要約できる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-② 
役割分担を確実に実践できる。 Ⅱ-4-C-(1-2)-③ 

学修（教育）⽅法

講義、演習 

評価⽅法
(1)総括的評価の対象

講義の出席とレポートの提出および筆記試験により通年で評価する。
レポートは適宜、筆記試験は全ての講義終了後に実施する。 

評価⽅法
(2)評価項⽬

①実際の医療には、多職種が多段階の医療業務内容に関与していることを具体的に説明できる。 IP-02-03-01 

TWMU
長方形



②医療上の事故等を防⽌するためには、個⼈の注意（ヒューマンエラーの防⽌）はもとより、組織的なリスク管理（制度・
組織エラーの防⽌）が重要であることを説明できる。 CS-05-06-01 

③医療現場における報告・連絡・相談と記録の重要性や、診療録（カルテ）改竄の違法性を説明できる。 CS-05-06-02 
④医療の安全性に関する情報（薬剤等の副作⽤、薬害、医療過誤（事例や経緯を含む）、やってはいけないこと、優
れた取組事例等）を共有し、事後に役⽴てるための分析の重要性を説明できる。 CS-05-05-02 

⑤医療の安全性確保のため、職種・段階に応じた能⼒向上の必要性を説明できる。 CS-05-05-02 
⑧真摯に疑義に応じることができる。 CS-05-06-03 
④基本的予防策（ダブルチェック、チェックリスト法、薬品名称の改善、フェイルセイフ・フールプルーフの考え⽅等）を概説
し、指導医の指導の下に実践できる。 CS-05-05-01 

評価⽅法
(2)評価項⽬続き

評価⽅法
(3)評価基準

講義の出席とレポートの提出を50％，筆記試験による試験結果を50％の割合とし、100点満点にて点数化を⾏い、S.極めて良く理解している（90点以上）
A.良く理解している（80点以上90点未満）　B.平均的に理解している（70点以上80点未満）C.最低限は理解している（60点以上70点未満）　D.理
解が不⼗分である（60点未満）のいずれかとして判定し、C以上を合格とする。 

事前・事後学修

講義前にアップロードされている資料で事前学修し、講義後の講義復習テストもしくは講義者からの課題で事後学修する。 

伝達事項

形成的評価（学⽣の成⻑のためのフィードバックとしての評価）は知識・技能・態度全般にわたって講義・演習や実習（レポートを含む）の際に随時⾏う。 

実務経験

〇 ⼤学病院の脳神経内科の医師としての実務経験を以て、医療現場で⽣かせるような教育を⾏う 

教科書・参考図書

No 書籍名 著者名 上段︓出版社
下段︓出版年 ISBN

1. 『WHO 患者安全カリキュラムガイド　多職種版』 

世界保健機関著、

(学)東京医科⼤学訳 

 

9789241501958 

2011 

2. 『参考図書』  
 

 
 

3. 『これだけは知っておきたいWHO 患者安全カリキュラムガイド』 相⾺孝博 
メディカ出版 

9784840445245 
2013 

4. 『医療におけるヒューマンエラー（第2版）』 河野⿓太郎 
医学書院 

9784260019378 
2014 

関連リンク

1.

東京医科⼤学医学教育学分
野　WHO患者安全カリキュラ
ムガイド多職種版について　20

13/3/8 

http://meded.tokyo-med.ac.jp/who%E6%82%A3%E8%80%85%E5%AE%89%E5%85%A8%E
3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%82%A
C%E3%82%A4%E3%83%89%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7%A8%AE%E7%89%88%E3%8

1%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/ 

添付ファイル　※３つまで、１ファイルにつき５MBまで、圧縮ファイルOK

授業予定表

https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9789241501958
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784840445245
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=9784260019378
http://meded.tokyo-med.ac.jp/who%E6%82%A3%E8%80%85%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7%A8%AE%E7%89%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/
http://meded.tokyo-med.ac.jp/who%E6%82%A3%E8%80%85%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7%A8%AE%E7%89%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/
http://meded.tokyo-med.ac.jp/who%E6%82%A3%E8%80%85%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7%A8%AE%E7%89%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/
http://meded.tokyo-med.ac.jp/who%E6%82%A3%E8%80%85%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7%A8%AE%E7%89%88%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/


回
数 年⽉⽇ 時限 授業形式 教室 開始終了時間

1.

2026/08/31(⽉) １時限 講義 講義室 303 9:00-10:10 

タイトル  有能なチームの⼀員であること 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CM-01-01-01,CM-01-01-03,CM-01-02-02,CM-01-02-01,CM-02-03-03,CM-02-01-01,GE-01-0
3-02,GE-01-02-01,CM-03-01-02,CM-03-01-01,CM-03-02-01,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM
-03-01-03,CM-03-02-02,IP-02,IP-02-04-01,IP-02-02-01,IP-02-03-01,IP-02-04-01,IP-02-02-
02,SO-06-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   1 

2.

2026/08/31(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  臨床におけるリスクの理解とマネジメント 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CS-05-05-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-04,CS-05-06-03,CS-05-03-02,CS-05-05-
01,CS-05-04-02,CS-05-04-03,CS-05-02-01,CS-05-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   2 

3.

2026/08/31(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  品質改善の⼿法を⽤いて医療を改善する 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

CS-05-05-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-04,CS-05-06-03,CS-05-03-02,CS-05-05-
01,CS-05-04-02,CS-05-04-03,CS-05-02-01,CS-05-02-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   3 

4. 2026/09/07(⽉) ３時限 講義 講義室 303 12:30-13:40 

タイトル  患者や介護者と協働する 

担当者（所属）  清⽔　優⼦
松村　剛毅



世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-01-01-02,PR-01-01-01,GE-01-03-02,PR-02-02-01,PR-02-02-02,CM-02-03-02,CM-02-03-
03,PR-01-02-01,CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-02-02,CM-01-01-03,CM-01-02-01,CM-0
3-02-01,CM-03-01-01,CM-03-01-02,CM-03-01-03,CM-03-02-02,GE-01-03-02,GE-01-02-01,
CM-03-01-02,CM-03-01-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   4 

5.

2026/09/07(⽉) ４時限 講義 講義室 303 13:55-15:05 

タイトル  我が国の患者安全の施策の動向 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

SO-01-02-02,CS-05-03-01,SO-03-01-01,SO-03-01-02,SO-03-01-03,SO-03-01-04,SO-03-01
-05,GE-03-05-07,GE-03-05-05,GE-03-05-04,GE-03-05-02,GE-03-05-01,GE-03-05-06,GE-03
-05-03,SO-01-04-01,SO-01-04-02,SO-05-01-03,SO-05-01-01,SO-05-01-04,SO-05-01-02 

講義資料番号/連番(L
MS)   5 

6.

2026/09/07(⽉) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ケーススタディー演習１ 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,PR-02-01-01,CS-05-05-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-0
4,CS-05-06-03,CS-05-03-02,CS-05-05-01,CS-05-04-02,CS-05-04-03,CS-05-02-01,CS-0,CM
-02-03-015-02-02,CM-02-03-04,GE-01-03-01,IP-02-02-02,CM-01-01-04,IP-02-02-02CM-01
-01-01,CM-01-01-03,CM-01-01-05,CM-01-01-04,CM-01-01-02,SO-06-01-03 

講義資料番号/連番(L
MS)   6 

7. 2026/09/11(⾦) ５時限 講義 講義室 303 15:15-16:25 

タイトル  ケーススタディー演習２ 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
吉武　久美⼦
吉⽥　千鶴
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準  

PR-02-02-01,PR-02-02-02,PR-02-01-01,CS-05-05-02,CS-05-03-01,CS-05-04-01,CS-05-06-0
4,CS-05-06-03,CS-05-03-02,CS-05-05-01,CS-05-04-02,CS-05-04-03,CS-05-02-01,CS-0,CM
-02-03-015-02-02,CM-02-03-04,GE-01-03-01,IP-02-02-02,CM-01-01-04,IP-02-02-02,CM-0



1-01-01,CM-01-01-03,CM-01-01-05,CM-01-01-04,CM-01-01-02,SO-06-01-03,SO-05-01-01,
SO-01-02-02,SO-04-06-01 

講義資料番号/連番(L
MS)   7 

8.

2026/11/04(⽔) ４時限 試験 － 13:55-15:05 

タイトル  試験(13︓55-15︓05)/303講義室 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   8 

9.

2026/12/07(⽉) ５時限 追・再試験 － 15:15-16:25 

タイトル  追・再試験(15︓15-16︓25)/303講義室 

担当者（所属）  

清⽔　優⼦
松村　剛毅
世川　修
中島　範宏 

コアカリキュラム/S10国
試出題基準   

講義資料番号/連番(L
MS)   9 
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https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-260-00350-6
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-260-00350-6
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-7503-4097-5
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-7503-4097-5
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4-8205-4308-3
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8392-1025-0
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8392-1025-0
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8392-1282-7
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8392-1282-7
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-525-62052-3
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-525-62052-3
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4907095246
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8159-1760-9
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-8159-1760-9
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4-535-98163-9
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-260-00143-4
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=978-4-260-00143-4
https://mylibrary.twmu.ac.jp/opac/opac_openurl/?isbn=4-13-060406-6
http://www.kankyokansen.org/
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko
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